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このマニュアルで疑問点が解決されない場合は、公式ホームページをご参照ください: 

http://www.mdsystem.com IMDS インフォメーションページ 

• よくあるご質問(FAQ)のセクションは、このマニュアルに比べて比較的頻繁に更新され

るため、このマニュアルでは明記されていないようなお客様が直面している問題につい

て、回答が見つかる可能性があります。 
• ニュースページでは、IMDS の最新情報を見つけることができます。 
• IMDS アドバンスド･ソリューションズ･サービス

(https://public.mdsystem.com/ja/web/imds-public-pages/imds-solutions)のトレーニングペー

ジでは、IMDS のクラストレーニングまたは出張トレーニングに申し込むことができま

す。 
• IMDS 利用の技術的な要件については、IMDS インフォメーションページIMDS のシス

テム情報のページから確認することができます。 
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1 IMDS – 概要紹介 
既存の法的要件に従って車両の95％を再利用またはリサイクルしたい企業は、車両全体の正

確な内容を理解する必要があります。 

 

国内外における環境法令（例えば、使用済み車両に関するEU指令、危険材料に関する法律な

ど）により、製品の全サプライヤーは、自社製品の全ライフサイクル（製造、使用、処分など）

に対し、将来的に責任を負う可能性があります。さらに、材料に関する危険度の分類に加え、

一般的に使用されている材料を代替する製品に含まれる全ての材料情報を提供し、材料の科学

的所見を保証しなければなりません。そのため、使用されている材料の構成に関して詳細な知

識を有していることが必要です。 

 

アウディ、BMW、ダイムラークライスラー、フォード、オペル、ポルシェ、ボルボ、フォ

ルクスワーゲン各社とEDS (EDSは2008年にHewlett Packard Enterpriseに買収され、2017年にCSCと
DXC Technologyに合併されました。以下DXCと表記します。) は、ジョイントベンチャー（JV） 
プロジェクトとして、「マテリアルデータ シートEDI（EDI=エレクトロニックデータインターチ

ェンジ）」というチームを形成しました。このチームは情報技術 (IT)を、全サプライヤーからの

材料データシート (MDS)の集約の為に使用します。 

 

同概念は、インターネットをベースとしたインターナショナルマテリアルデータ システム

（IMDS）を用いて実現されました。DXCは中心となり、セキュリティの高いクラウドのデータ

ベースを提供し、これにより、自動車製造メーカーおよびパーツサプライヤーは、プロセスの

標準化および効率的なデータ集約が時間をかけずに可能となりました。年々当初のプロジェク

トチームは拡大し、地理的条件に関わらずほぼ全ての自動車製造メーカーを含むまでになりま

した。 
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2 IMDS – はじめに 
2.1 基本的な必須条件 
IMDS にアクセスするためには、ユーザーはインターネット接続とサポート対象のブラウザを用

意する必要があります。技術的制約により、ユーザーは、例えば Microsoft Edge や Firefox の最

新バージョンのように、DXC がサポートするバージョンのブラウザ(IMDS 公式ホームページ

http://www.mdsystem.com>IMDS システム>リリースノート から確認できます。)を使用してく

ださい。 

サポート対象以外のブラウザやバージョンでも、IMDS をご利用いただけるものが存在します。

しかしヘルプデスクでは、サポート対象のブラウザを使用した場合の問題以外は対応いたしか

ねますのでご了承ください。いかなる場合も、ブラウザのインターネットオプションで Java 
Scripting を有効にしてください。ブラウザの設定が正しく行われていないと、IMDS アプリケー

ションが正しく動作しません。IMDS では Web アプリケーション、ブラウザナビゲーションと

いった多くの異なる処理が同時に行われているため、キーボードや画面の「戻る」ボタンを使

った場合、IMDS のシステムコントロールが阻害され、期待する動作ができなくなります。この

ため、必ず IMDS のボタンや、IMDS の画面がナビゲートする主要部分の機能を使用してくださ

い。 

 

2.2 企業登録 
 

注意: 各企業または各拠点は、IMDS に 1 企業として登録することができます。これは自社や、

関連企業と顧客やサプライヤーとの間の区別をはっきりとさせるために行われます。オンライ

ンで企業登録を行う前に、既に自社企業が登録されているかどうかを、サービスデスクに問い

合わせていただくことをお勧めします。一度企業が登録されると、カンパニーアドミニストレ

ーター(自社企業の管理者権限を持つユーザー)は他のユーザーや他のカンパニーアドミニスト

レーターを作成することができます。社内の担当者が頻繁に交代したり退職することを考える

と、最低でも 2 名以上のカンパニーアドミニストレーターを IMDS の企業に登録することを強く

お勧めします。 

企業登録はホームページ(IMDS インフォメーションページIMDS ログイン企業登録企業

を登録から行えます。 
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図 1 –企業登録画面 

 

ユーザーは企業情報と 1 名のカンパニーアドミニストレーターの情報を入力します。 

赤いアスタリスク*がついているフィールドは全て入力必須です。このフォームを送信すると、

システムは同一名称の他の企業が既に登録されていないかどうかをチェックします。この処理

は単純に文字を照合しているだけですので、実際に対象の企業が登録されているかどうかを確

認できるものではありません。企業としてコンプライアンス業務を 1 点に集中させたい場合、

DXC で管理している「拒否リスト」に特定の文字を登録すると、その文字列を含む企業名は、

オンラインで登録できないように設定することができます。 

更に、企業登録するユーザーが１人目のカンパニーアドミニストレーターとなり、E メールで

カンパニーアドミニストレーターのユーザーID 情報へのリンクを受け取れるようにすることを、

強く推奨します。もしカンパニーアドミニストレーターと、実際に登録した人物が別だと、シ

ステムからの E メールを無視したり消してしまう可能性があります。 

 

 

注意: E メールアドレスの欄に入力したアドレスには、システムからの確認メールが配信される

ため、必ずそのユーザーID に関連する正しいアドレスを入力してください。ユーザーID は企業

単位ではなく必ず個人単位に割り当ててください。許可されたユーザーの氏名、E メールアド

レスだけが ID に関連付けられます。各担当者が自分のユーザーID で IMDS の業務を行うように

してください。 
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同じページにコンタクトパーソンの情報も入力してください。コンタクトパーソンとカンパニ

ーアドミニストレーターは違う人物でも構いません。コンタクトパーソンにはユーザーID は発

行されず、逆にユーザー登録をしただけではコンタクトパーソンにはなりません。コンタクト

パーソンとは、自社のデータシートについて(法的に)責任を負う人物です。 

コンタクトパーソンは社外から見て対面となる人物ですので、組織には紐づけされません。 

入力が完了したら、「次へ」をクリックします。すると IMDSへの登録についての確認画面が表

示されます。この画面で承認すると、ユーザーID、パスワード、企業 ID、企業名といった IMDS
の登録情報が表示されます。これらの登録情報をコピーして、安全な場所に保存してください。

この画面は一度閉じてしまうと二度と表示されませんので、必ず正しくコピーされたことを確

認してください。 

 

図 2 – IMDS 登録情報 

 

IMDS 登録情報を確認すると、ユーザーに対して新しい企業を IMDS 上で有効にするためのリン

クが E メールで送られます。この URL を使って企業を有効化しなければ、ユーザーは IMDS に

ログインすることができません。その後には、ユーザーID とパスワードを使って IMDS アプリ

ケーションにログインすることができます。以下の画面は、カンパニーアドミニストレーター

が企業登録した際に送られる E メールのサンプルです。この E メールは IMDS システムから配信

されるため、システムからのメールを正しく受信できるように、自社の IT 部門に設定を依頼し

てください。まれにファイアーウォールレベルでブロックされたり、迷惑メールやスパムメー

ルのフォルダに振り分けられてメールがユーザーに届かないケースがあります。このメールは

コンピュータから配信されるため、メール上のリンクをクリックするようなリクエストに応じ

ることはできませんし、E メールを通すために文字を入力することもできません。 
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図 3 – IMDS 企業登録の E メール 

 

注意:一部の E メールのアプリケーションが、URL の途中にキャリッジリターン（改行）を挿入

してしまう場合があります。もし URL が開かない場合は、URL より以下のライン上におそらく

何か文字が入っている可能性があります。Windows のメモ帳のようなアプリケーションに、対

象の行を編集しないようそのままコピーし、行と行の間の改行文字を削除してから、URL をク

リックしてください。 

 

この URL にアクセスすると、IMDS への登録を承認するかキャンセルするかの選択肢が表示され

ます。キャンセルをクリックすると再びこの URL に戻って承認をすることはできません。 

 

注意: この URL はメールで送られてから 14 日間有効です。もしこの 14 日間の間に URL を開かな

かった場合は、それ以降アクセスできません。 

 

 以下の図は、ある企業を有効化するページです。 
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図 4 – 企業登録の有効化またはキャンセル画面 

 

「有効化」をクリックすると、IMDS 登録が完了します。更にこの企業登録の過程で受け取

ったユーザーID とパスワードを使って IMDS にログインすることができます。 

 

 

カンパニーアドミニストレーターの権限と役割は以下の通りです: 

• 自社(だけに限る)のユーザーの作成 
• 自社のユーザープロファイルの変更 
• 自社のユーザーのパスワードリセット 
• コンタクトパーソンの割り当て 
• 担当から外れたまた退職したユーザーの無効化 
• IMDS 企業に必要最低限のカンパニーアドミニストレーターがいることを確認 
• IMDS 企業のデータシート統計へのアクセス 

  

新しいユーザーを作成するときは毎回、ユーザーID と関連づけられている E メールアドレス

の画面が表示されます。そして仮のパスワードが作成され、E メールで新しいユーザーに直接

送られます。このメールにはパスワードだけが含まれており、ユーザーID は含まれていません。
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このため、カンパニーアドミニストレーターは対象のユーザーにユーザーID を伝達する必要が

あります。 

 

新しいユーザーは全員、最初のログイン時に IMDS 使用条件を読み、承諾する必要がありま

す。 

 

注意: 全てのユーザーは登録されている E メールアドレスと電話番号を常に正しい状態にしてお

く責任があります。カンパニーアドミニストレーターも同様です。システムのセキュリティの

観点から、全てのユーザーは自分のユーザーID、氏名、E メールアドレスを使わなければなりま

せん。パスワードリセットは、ID に紐づけられた E メールでしか行われません。 

 

 

2.3 システムアクセス 
IMDS を利用するには、IMDS インフォメーションページ: www.mdsystem.com からアクセス

します。 

IMDS インフォメーションページに移動すると、ページ上部にいくつかのタブがあります。

「ヘルプ」の中には、よくある質問に対する回答を掲載した「FAQ(よくあるご質問集)」があり

ます。以下の画面は、IMDS のホームページです。 

http://www.mdsystem.com/


  
 

Page 19 

IMDS Service Center 
Europe | Phone: +36 1778-9821 | Mail: imds-servicedesk@dxc.com 

Americas | Phone: +1 844 650 4217 | Mail: imds-servicedesk@dxc.com 

 

図 5 – IMDS インフォメーションページ 

 

 

ログイン 
IMDS インフォメーションページを開き、「IMDS ログイン」

ボタンを押して IMDS システムにアクセスします。 
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以下の画面は IMDS ログインページの典型的な画面です。 

 

図 6 – IMDS アプリケーション画面(ログイン前) 

 

この画面で、ユーザーは最初のステップでユーザーID を入力し、続いて 2 番目のステップで

パスワードを入力します。ユーザーID は企業 ID(数字)とは異なりますのでご注意ください。ユ

ーザーID は、企業名と、該当するユーザーの情報で構成されています。ユーザーID は通常、5
つのアルファベット(小文字)の後に 3 桁の数となっています。ユーザーID とパスワードは大文字

と小文字を区別します(例 : ”SPRING “と”Spring”は異なる文字列として識別されます)。ログイン

できなくなることを防ぐため、最初のログインの際に、ユーザーID とパスワードを、システム

からの自動配信メールからコピー(<CTRL><C>)＆ペースト(<CTRL><V>)することをお勧めします。

システムで自動作成するパスワードは、全て小文字のアルファベットと番号です。また、混乱

を防ぐため”o”、”0”、”l”、1”は使用していません。 

ログインの前に、即座に表示させる言語を選択できます。現在は英語、ドイツ語、中国語、

フランス語、イタリア語、日本語、韓国語、ポルトガル語、スペイン語が利用可能です。ただ

し、多国語で表示ができていても、入力項目は全て IMDS で認められている英語しか対応してお

りませんので十分ご注意ください。加えて、IMDS では入力項目は各言語に翻訳されません。 
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2.3.1 ユーザーID の確認 /パスワードリセット 

特にユーザーがシステムに頻繁にアクセスしない場合、誰でもユーザーID やパスワードを忘

れることがあります。そういったよくあるケースに備え、IMDS にはユーザーID の再確認やパス

ワードの再発行の機能があります。しかし、最も重要な情報は、システム上で ID に関連付けら

れた E メールアドレスです。ユーザーは、システム内で自分の E メールアドレスを最新の状態

に保つことが不可欠です。 

 

ユーザーがユーザーID を忘れた場合、IMDS のログイン画面において、ログイン情報の入力

欄のすぐ下にある「ID の確認」というリンクをクリックすることで、簡単にユーザーID(複数の

場合もあります)を再確認できます。 

 

最初のリンクをクリックすると、E メールアドレスを入力する画面が現れます。 
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入力した E メールアドレスに紐づくユーザーID の一覧が、システムから送信されます。さら

に、パスワードが分からない場合は「新しいパスワードの発行依頼」というリンクからパスワ

ードを再発行できます。 

リンクをクリックすると、以下のような画面が表示されます。 

 

図 7 – 新しいパスワードの発行依頼の画面 

 

新パスワードの発行を行う際には、そのユーザーID と紐づく正しい E メールアドレスの入力

が必要となります。パスワードリセットを行うためには、入力する E メールアドレスは、あら

かじめ IMDS のシステムに登録している E メールアドレスと同一でなければなりません。 

システムは、許可された場合 (つまり、ユーザーID の有効期限が切れでなく、ユーザーが前

回のパスワードリセット以降にログインに成功している場合) チェックを実行します。 

パスワードのリセットが要求された場合（ユーザーがログインページの「新しいパスワード

の発行依頼」をクリックした場合、またはユーザーに代わってカンパニーアドミニストレータ

ーが行った場合）、ユーザーに送信される E メールには、新しいパスワードを設定できるパス

ワードリセットページへのリンクが含まれます。 

 

リンクは 24 時間有効で、以前のパスワードは新しいパスワードが定義されるまで有効です。 
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システムが生成するパスワードはランダムな文字列であるため、ユーザーは E メールからパ

スワードフィールドにコピー/ペーストすることを強くお勧めします。ユーザーは初回ログイン

時にパスワードを変更する必要があります。（2.3.3 参照） 

ユーザーID が間違っている、ID に紐づく正しい E メールアドレスではない、またはユーザー

ID が有効期限切れになっている場合は、エラーメッセージが表示されます。もし IMDS システ

ムからの自動配信 E メールが受け取れないという問題が発生した場合は、社内の IT 部署の担当

者にお問い合わせ頂き、「ID の確認」のリンクをたどってなぜ E メールが受け取れないのかを

調査してもらうよう依頼してください。E メールを受け取れないとこれ以上 IMDS を使用するこ

とができません。 

追加のセキュリティ層を提供するため、IMDSリリース14.5ではIMDSのログインプロセスに多

要素認証(MFA)が導入されました。各ユーザーは、IMDSへの初回ログイン時に、認証用のモバ

イルアプリケーションまたはブラウザの拡張機能を設定する必要があります。その後、ログイ

ンの度にワンタイムコードが必要となり、認証機能で表示されます。モバイルデバイスまたは

ブラウザ拡張機能を使用してMFAを設定する方法の説明は、ログインページにリンクされま

す。こちらからも入手可能です： MFA Setup Guide.pdf 
 

この変更の一環として、ログインのプロセスも変更されます。ユーザー名とパスワー

ドの両方を入力してから「ログイン」をクリックするのではなく、「ログイン」をクリ

ックすると、まずユーザー名を入力するダイアログが開き、続いてパスワードを入力す

るダイアログが開きます。  

 

 

2.3.2 使用条件の承諾 

初めてのログインした際、必ず使用条件(Terms of Use)に承諾し、パスワードを変更しなけれ

ば次に進めません。以下の図は使用条件の画面の例です。 

ユーザーID ユーザーID

https://public.mdsystem.com/documents/d/imds-public-pages/mfa-setup-guide_ja-pdf
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図 8 – 使用条件の承諾 

 

いくつかのブラウザもしくは画面の解像度によっては、画面をスクロールしないと「承認」

または「辞退」ボタンが現れない場合があります。ユーザーは必ず使用条件を読み、承認しな

いと先に進めません。「辞退」を押すとスタートページに戻り、IMDS を使用することはできま

せん。 

 

2.3.3 仮パスワードの変更 

次のステップは初期パスワードを変更する作業です。ユーザーは「システム管理」>「パス

ワード変更」オプションからパスワードを変更できます。セキュリティの観点から、パスワー

ドリセット(IMDS ログインページの「新パスワードの発行」のリンクで行った場合、およびサ

ービスデスクに依頼した場合も含む)の後、少なくとも 90 日毎にパスワードを変更する必要が

あります。 
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パスワードを変更する場合、ユーザーは古いパスワードを入力し、新しいパスワードを作成

する必要があります。パスワードは 8 文字以上、20 文字以下でなければなりません。パスワー

ドには、ASCII 文字または Latin 1 (ISO-8859-1)文字のみを使用でき、少なくとも 1 つの数字と 1 つ

のアルファベットを含まなければなりません。パスワードは、過去 6 回のパスワードと同じも

のを使用することはできません。 

 

2.3.4 デフォルトコンタクトの確認 

カンパニーアドミニストレーターがデフォルトコンタクトの情報を確認または更新するため

のダイアログが表示されます。 

デフォルトコンタクトを持つ企業のカンパニーアドミニストレーターが、デフォルトコンタ

クトの確認日から 90 日以上経過してログインするたびに、確認/更新ダイアログが表示されま

す。 

このダイアログでは、デフォルトコンタクトの情報がすべて表示され、カンパニーアドミニ

ストレーターにこの情報が正確かどうかを確認するよう求められます。 

カンパニーアドミニストレーターが「確認」を選択した場合、デフォルトコンタクトの確認

日は現在時刻に設定されます。（今後 90 日間、このダイアログが表示されることはありません） 

「更新」を選択した場合、システムは自動的にコンタクト管理ページに移動し、デフォルト

コンタクトの詳細が編集モードで表示されます。 
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2.3.5 通知の確認と同意 

IMDS に関する通知があると、ログイン直後に通知が表示され、既読として非表示にするか、

次のログイン時にもう一度表示させるかを選ぶことができます。この通知画面は、パスワード

を変更する必要がある時には表示されない場合があります(その次にログインするときに表示さ

れます)。ユーザーは必ずメッセージを読んだという事を意思表示しないと、次に進むことがで

きません。次の図は一般的な通知画面です。 

 

図 9 – 通知画面 

 

一度「OK」をクリックすると、IMDS の基本画面に切り替わります。以下の図は IMDS の初期

画面です。 

 

図 10 – IMDS アプリケーションの初期画面 
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2.3.6 IMDS のナビゲーション 

IMDS にログインすると、以下のように、いくつかの領域に分かれた画面が現れます。下図

は、各領域を示しています。 

 

 

図 11 – IMDS の作業用の画面 

 

ユーザー情報／ログオフ（左上） 

このエリアでは、ユーザーの名前と企業名、企業 ID が表示されます。サインアウトする場合

は、ユーザー名の横に「ログオフ」ボタンがあります。 

 

メインメニューとボタン 

メインメニューとボタンは、ログインしているユーザーが持っている権限で使える全ての機

能を表しています。このメニューはインタラクティブになっており、選択したメニューはハイ

ライトで色が付きます。各メニューをクリックすると、作業画面がその機能に対応する画面に

切り替わります。その時に利用できないメニューは文字が薄くなり選択できないようになって

います。以下はメニューの画面です。 

 

ビューボタン 

メインメニューとボタン 

ユーザー情報 

アクションエリア 

作業領域, 詳細 
コンテクストメニュー 

を開く 
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画面内に非表示の列がある場合は、「表示」ボタンで表示/非表示を切り替えることができ

る旨のメッセージが表示されます。 

 

コンテクストメニュー 

検索結果の一覧において、右クリック、または右下にある「メニュー」コマンドをクリックす

ると、各項目に応じた使用可能なすべての操作が、コンテクストメニューとして表示されます。 

 

データシートメニュー/ツールバーのボタン 

以下の機能が「データシート」メニューで利用可能です: 

 

 

新規作成 

「データシート」>「新規作成」を選択するか、ツールバーのボタンを押すことでこの機能

を使用することができます。このボタンはメニューのデータシート>新規作成を選択したときと

同じことになります。このボタンからは以下のことを行うことができます: 

 

 

メニュー  内容 

 

コンポーネント コンポーネントデータシートを新規作成し表示 

セミコンポーネント セミコンポーネントデータシートを新規作成し表示 

材料 材料データシートを新規作成し表示 

モジュール モジュール（コンポーネント、セミコンポーネント、または

材料）を新規作成し表示 

入力依頼 入力依頼を新規作成し表示 

 

 

保存 

この機能は「データシート」>「保存」メニューからでも、ツールバーのボタンからでも実

行することができます。このボタンは、その画面でユーザーが保存する必要がないときには表

示されません。この機能は、その時作業中の情報を IMDS システムに保存する機能です。例え

ばデータシートや入力依頼、企業内の組織の編集やユーザーデータなどの編集中に使うことが

できま す。 
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コピー 

以下の表は「コピー」メニューで使用できるオプションの説明です: 

 

メニュー 内容 

 

新規データシート データシートの編集中のみ使用できます。データシートを

新しい ID に変更し保存します。以前開いたデータシートは修正

されません。 

新規バージョン データシートの編集中のみ使用できます。データシートを同

じ ID の新しいバージョンに変更し保存します。以前開いたデ

ータシートは修正されません。自社で作成されていないデー

タシートの新しいバージョンは作成できません。 

 

社内送信 

データシートの編集中のみ使用できます。データシートを社内送信し、自社で作成した他の

データシートやモジュールに参照できるようにします。 

 

 

転送 

以下の表は「転送」メニューで使用できるオプションの説明です: 

 

メニュー 内容 

 

転送 承認済みで、かつ送信元が転送を許可しているデータシート

を開いている時だけ利用できます。転送バージョンのコピー

を作成し、送信先に送ることができます。ただし構成情報は

編集できません。転送は、一つの承認済みデータシートにつ

き 1 回しか行えません。 

転送されたデータシー

ト 
転送された受信データシートを開いているときにしか使えま

せん。選択したデータシートの転送バージョンを表示しま

す。 

オリジナルのデータシ

ート 
承認データシートの転送バージョンを開いているときしか使

えません。オリジナルのデータシートを表示します。 
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印刷 

「データシート」>「データシートレポートの作成」もしくはツールバーのボタン

 

を使ってこの機能を利用できます。 

このメニューでは、データシートの情報を「データシートレポート」として印刷することが

できます。この情報は自社から見た視点と送信先企業から見た視点のどちらかを選ぶことがで

きます。 

 

 

 

 

 

メニュー 内容 

 

データシートレポート

の作成 
データシートを表示しているか、編集中の時だけ利用できま

す。対象のデータシートのデータシートレポートを生成しま

す。このレポートには、データシートに含まれるアセンブリ

や材料を構成する化学物質のリストが含まれます。 

 

 

確認 

データシートを表示しているか、編集中の時だけ利用できます。データシートのエラーチェ

ックを行い、問題があった場合は一覧で表示します。このチェック機能は、ツールバーのボタ

ンからも起動することができます。 

 

承認 
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この機能は、承認、拒否または送信の取り消しを、まだしていない受信データシートを表示

している時だけ有効です。次の画面で承認/拒否ボタンが表示され、承認することができます。 

 

拒否 

この機能は、承認、拒否または送信の取り消しを、まだしていない受信データシートを表示

している時だけ有効です。次の画面で承認/拒否ボタンが表示され、拒否することができます。 

 

削除 

表示しているデータを削除します。削除できるのはデータシート、入力依頼、組織(カンパ

ニーアドミニストレーターのみ)です。受信データシートは削除できません。加えて、自社以外

のデータは削除できません。 

 

ログオフ 

ユーザーを IMDS から退出(ログオフ)させ、ログイン/ニュースページを表示させます。ログ

オフのボタンは画面の左上にあります。 

 

機能メニュー/ボタン 

機能メニューには IMDS で利用できる各機能の一覧が含まれています。ほとんどの機能はツ

ールバーにボタンで表示されています。各機能の詳細は以下の表の通りです: 

メニュー 内容 

 

コンポーネント検索 コンポーネントデータシート(自社、受信済み、公開済み)の検索

画面を開きます。 

セミコンポーネント 
 検索 

セミコンポーネントデータシート(自社、受信済み、公開済み)の
検索画面を開きます。 

材料検索 材料データシート(自社、受信済み、公開済み)の検索画面を開

きます。 

データシート/ 
モジュール検索 

全てのデータシートまたはモジュール(自社、受信済み、公開済

み)の検索画面を開きます。 

受信済み一覧 受信済みデータシートや入力依頼の検索画面を開きます。 

送信済み一覧 送信済みデータシートや入力依頼の検索画面を開きます。 

Where-Used 分析 特定の条件に合うデータシートを検索(分析)する画面を開きま

す。 

証明 Ford Motor Company の認証画面を開きます。 
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化学物質検索 化学物質の検索画面を開きます。 

化学物質の申請 化学物質の申請の検索画面を開きます。 

化学物質の変更履歴 化学物質の変更履歴を検索する画面を開きます。 

化学物質の申請 化学物質の申請画面を開きます。 

データシート更新 データシート更新画面を開きます。 

SCIP 提出 企業の SCIP 提出の検索画面を開きます。 

規制情報ウィザード 規制情報ウィザード画面から IMDS ケミストリーマネージャー機

能を開きます。（ユーザーがカンパニーアドミニストレーター

によって、この機能へのアクセスを許可された場合しか見られ

ません。） 

クリップボード クリップボードを開きます。 

 

 

 

システム管理メニュー 

システム管理メニューでは、企業情報の管理を行います。ユーザー承認プロファイルの種類

によってはこのオプションは利用できません。各機能の詳細は以下の通りです: 

メニュー 内容 

 

使用言語 ここで、ユーザーはアプリケーションの言語を変更で

きます 

個人設定 ログインしているユーザーの E メールアドレスや電話

番号といった全ての情報を表示し、個人情報を編集で

きます。 

パスワード変更 パスワードの変更ができます。 

通知 閲覧可能、まだ確認していないお知らせを表示しま

す。 

企業 カンパニーアドミニストレーターのみが利用できま

す。自社の組織を検索する画面を開きます。 

コンタクトパーソ

ン 
カンパニーアドミニストレーターのみが利用できま

す。 

自社のコンタクトパーソンを検索する画面を開きま

す。 

REACH コンタクト

パーソン 
カンパニーアドミニストレーターのみが利用できま

す。 

他社の REACH コンタクトパーソンを検索する画面を開

きます。 
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ユーザー カンパニーアドミニストレーターのみが利用できま

す。自社のユーザーを検索する画面を開きます。 

トラストユーザー カンパニーアドミニストレーターのみが利用できま

す。他企業のトラストユーザー、またはそうでないユ

ーザーを検索します。カンパニーアドミニストレータ

ーはこの画面からトラストユーザーもしくはそうでな

いユーザーを指定できます。 

データシート管理 カンパニーアドミニストレーターのみが利用できま

す。データシート管理画面を開き、複数のデータシー

トを別の組織に移動させることができます。 

データシート統計 カンパニーアドミニストレーターのみが利用できま

す。その企業に関連する統計情報を確認できます。 

組織レポート カンパニーアドミニストレーターのみが利用できま

す。 

ユーザーが割り振られていない組織がないかどうかを

確認できます。 

 

ヘルプメニュー 

ヘルプメニューの各機能は以下の通りです: 

メニュー 内容 

 

オンラインユーザーマニュアル ユーザーマニュアル(PDF ファイル)を新規ウィンドウで

開きます。 

ビデオチュートリアル 各機能ごとの説明の動画(英語)を見ることができます。 

よくあるお問い合わせ IMDS インフォメーションページの FAQ を確認できま

す。 

リリース情報 IMDS の最新のリリースノートを確認できます。 

使用条件 使用条件(PDF ファイル)を新規ウィンドウで開きます。 

レコメンデーション 全てのレコメンデーションを過去のバージョンも含めて

ダウンロードできます。 

ネットワークテスト ご自身のネットワーク/ PC に関連する IMDS のパフォー

マンスを測定することができます。 

このアプリケーションについて IMDS の現バージョンの情報を表示します。 

 

情報/詳細 

詳細画面は情報を入力したり、入力した情報を表示したりする領域です。 
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作業画面 

この領域には、検索、キャンセル、作成機能を持つボタンが配置されています。これらのボ

タンをクリックすることで入力依頼、データシート、IMDS ユーザーの検索結果や詳細をこのエ

リアの下に一覧表示させます。 

 

検索結果画面からのショートカット 

上記のボタンやメニューに加え、検索結果画面で特

定のデータシートを選択した状態で右クリックすると、

よく使われる機能のショートカットが部品検索の結果と

して表示される右にメニューとなって表示されます。 

またメニューをクリックすることによって、コンテ

クストメニューを開くこともできます。 
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3 データシート(MDS) 
3.1 データシートのご紹介 
3.1.1 データシートとは? 

データシートは IMDS の核となる要素です。「マテリアルデータシート」の略で、英語など

他言語では MDS と表現します。データシートは実体としての材料を表現するために、特性を体

系立ててリスト化したものです。日常的な表現に言い換えると、私たちが何かを作り出すとき

には必ず「作り方(レシピ)」が必要です。データシートはこのレシピの中の「材料と分量」に

該当します。どの企業も、このデータシートを作成、編集、管理する目的で IMDS を利用して

います。仮にサプライヤーから納入先にデータを「パス」するだけの為に IMDS を利用してい

たとしても、データシートを作成し、サプライヤーからのデータシートを参照して納入先に提

出する、という作業が発生します。 

MDS(データシート)と MSDS(Material Safety Data Sheet)は、別物であるという点を十分ご注意

ください。言葉や略称が関連性があり類似しているため、しばしば混同されますが、それぞれ

は全く異なるツールです。一般的に MSDS のデータは MDS の作成に必要な情報を網羅していま

せんし、また逆も同じです。多くの部品(例外もあり)について、MSDS は製品の中に含まれてい

る環境規制に違反、または有害な化学物質だけを記載し、最終的な材料情報は要求されていま

せん。一方データシートは、最終的に 100%の材料情報の登録が求められ、ユーザー自身は環境

規制に違反している、または有害な物質かどうかという情報は入力しません。 
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データシートは、以下のような複数のデータの単位が、まとまって構成されていると 
ご理解ください: 

IMDS のデータシートは Microsoft 
Word のドキュメントに一部類似して

いるところがあります。Microsoft 
Word のドキュメントには文字列/表/
図などが含まれ、フォーム/サイズ/
フォントなどが決められ、ヘッダー

とフッターおよび本文で構成されて

います。IMDS のデータシートは、複

数のコンポーネント/材料/化学物質

がツリーのような構造で構成され、

それぞれに名称/部品番号/材料規格/
重量といった属性が付加されていま

す。 

 

 

3.1.2 バージョン管理 

一般的にデータシートは時間と共に更新されるため、全てのデータシートは「バージョン番

号」で管理されています。このバージョン管理のルールについて、この章でご理解いただかな

いと、IMDS を実際にご利用頂くにあたり、非常に不便を感じられると思われます。データシー

トのバージョン管理のメカニズムは非常に複雑です。しかし基本となる考え方については基本

ルールも少なく、容易にご理解いただけます: 

データシートのバージョンは「編集可能」「リリース済み」「アーカイブ」の 3 種類に分け

られます。 

• 「編集可能」の場合、データシートのバージョン番号は変更ができます。ただしこ

のままの状態では他のデータシートに参照する、もしくは(通常)他社への開示ができ

ません。 
• 「リリース済み」の場合、データシートはこれ以上変更できません。ただし他のデ

ータシートに参照したり、他社に開示することができます。 
• 「アーカイブ」の場合、そのデータシートは有効ではありません。代わりに後続の

バージョンを作成するために閲覧したり、コピーするという目的で利用されます。

また古い車種の「サービスパーツ(補給品)」のデータとして必要なケースがありま

す。 

データシート 

コンポーネントまたは材料の

構成 
含有物質 

(化学物質;化学物質グループ) 

受信者データ 
(DUNS No, 住所、部品番号 
など) 

フィルター情報: 
SVHC, HKC, RoHS,など 

サプライヤー情報 
(コンタクトパーソン、 

部品番号など) 
材料規格 

ワークフロー–入力依頼情報 
業界ごとに求められている 

その他の情報 
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データシートシートにはバージョン番号が割り当てられています。バージョン番号

は”XX.YY”といった形式で表されます。 

1. “XX”(整数)部分はデータシートのバージョンの”リリース”を表す部分です。この数字

はそのデータシートが過去に何回リリースされた、もしくは編集不可の状態になっ

たかを表しています。 
2. “YY”の部分はデータシートのバージョンの”編集状況”を表す部分です。この数字は

前回リリースされた後、何回編集されたのかを表しています。 

ユーザーはバージョン番号を見ることで、そのデータシートについて多くのことを把握す

ることができます。以下に例を挙げます: 

• バージョン 0.01 はデータシートが初期作成の状態で、編集可能です。 
• バージョン 1 はデータシートが最初にリリースされた状態で、編集はできません。 
• バージョン 3.05 はデータシートが過去に 3 回リリースされて、その後 5 回編集され

た状態です。 
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3.1.3 “ツリー構造” 

IMDS は、自動車を構成する部品を、右図の

ようなツリーに似たモデルで表現します。詳細

の説明は以下の通りです: 

• 葉(末端)は化学物質を表しています。 
• 葉がついている小枝は材料を表します。 
• その小枝が伸びている元の小枝はコンポー

ネントを表します。 
• 次にその枝が伸びている元の枝は構成部品

(アセンブリ)を表します。 
• 更に幹に近い枝は主要な構成部品(アセンブ

リ)を表します。 
• 幹は最終製品(車両)を表します。 

 

 

3.1.4 データシートの”参照” 

自動車は何千もの材料、何万ものコンポーネントで構成されています。このような大きなア

センブリを作成するのに、たった 1 つのデータシートを作成することで対応するのは不可能に

近いことです。そこで IMDS では、大きなデータシートに下位層のデータシートを「参照す

る」ことができます。 

例を挙げてご説明します。これは架空のワークフローですが、代表的なケースです: 

自動車メーカーがコンポーネントのアセンブリを 100 社の Tier1(1 次)サプライヤーから受信

したとします。それらは一つ一つコンポーネントのアセンブリのデータシートで提出されてい

ます。これらの各データシートは、更に 100 個のコンポーネント(構成部品)で構成されていま

す。 

Tier1 サプライヤー各社は、この 100 個の構成部品のデータシートを Tier2 サプライヤーから

受信して、それをまとめて自社データシートを作成しています。これらのデータが Tier1 サプ

ライヤーによって親コンポーネントに「参照」され、車両全体に含まれるデータシートが出来

上がります。 

この例で出てきたのはたった 2 階層分(Tier n ～ Tier n+1 間)の企業だけで、かつ各取引先 1 件

につき 1 データシートしか作成していない計算ですが、データシート数は 10,000 件に及びま

す。このように各階層を通したデータシートのやり取りが、全てのコンポーネント、コンポー

ネントを構成する材料、その材料の生成に必要な化学物質において発生します。 
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もちろん、「現実世界」においては、各企業が 1 つ以上の製品を納入していますし、かつ複

数のデータシートを作成しています。しかし一つ一つの企業単位で考えると、この例では、既

存データシートを親ノードに「参照」することで最終製品全体の構成を表現できるため、各企

業は必要最小限の工数で対応できるという事を示しています。 

以上がデータシートについての紹介です。これ以降は、データシートの構成、IMDS で既存

のデータシートのメンテナンスを行う方法についてご説明します。 

 

3.1.5 データシートの更新 

自社のデータシートから参照している他社データシート(サプライヤーから受信したもの)が
サプライヤーによって更新されると、その事を知ることができます。この機能では、サプライ

ヤーが更新したデータシート、及びそれらの古いバージョンを参照している自社または公開デ

ータシートの名称を一覧で表示します。この機能は Where-Used 分析機能と類似しています。

ただし、IMDS システム側で結果を自動的に生成しているため、メニューを開くとすぐに結果を

確認したり、検索を実行できるという点では異なります(初期設定は全てのサプライヤーのデー

タを表示させます)。 

この新しい画面では、特定のデータシートの ID または名称を指定したり、データシートタ

イプ（自社/公開/承認済み）で絞り込んで検索をすることができます。検索結果は最大 500 件

まで表示されます。 

 

注意：このリストの更新は、Where-Used 分析と同様、完全なリアルタイムではありませ

ん。このため、実際に参照データシートの更新があってから、この機能の一覧に表示されるま

でに時差が生じます。 

 

 

この新機能によって検出された、古いデータシートを参照しているデータシートを更新する

機能は、次の 2 ステップで行われます。1 ステップ目では、親データシートを更新し、古いデ

ータシートを新しいバージョンに差し替えてエラーチェックが行われます。次の 2 ステップ目

で、エラーが無いデータシートはリリースされますが、もしエラーが見つかった場合には、ユ

ーザー自身でエラーを修正することができます。利便性を上げるため、この機能では複数のデ

ータシートを一度に更新・リリースすることができます。 

 

・公開または自社データシートの旧バージョンは、1 つ前のバージョン番号です。 

・承認済みデータシートの古いバージョンは、1 つ前のバージョン番号です。 
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全ての企業は分析作業を行うことなく、更新の検索をすることができます。また、リストに

ある処理中の項目は、一度中断して後から処理を再開させることもできます。このリストは、

新しい更新(IMDS9.0 の新機能が実装された後に発生したもの)に対してのみ生成されます。つま

り、この機能が実装される前に更新された既存のデータシートは影響を受けません。 

データシート更新の機能を使ってデータシートの新バージョンを作成すると、参照されてい

る古いバージョンのデータシートは自動で新しいバージョンに置き換わります。一方で、現在

の IMDS リリース 8.0 でも、既存の機能によってデータシートの新バージョンを作成することが

できます。そこで、エラーチェックを行うときに、参照データシートの更新されたバージョン

が自社に送られてきていて、参照できる状態かどうかを確認し、もし該当する場合は関連する

参照データシートを警告メッセージに表示します。もしシステムが古いバージョンを検出し

て、ユーザーがそれを新バージョンに置き換えたいと思った場合、新しく導入される更新ボタ

ンをクリックすると、自動で旧バージョンを検索して、新バージョンと置き換えます。 

この新しい“データシートの更新”画面は、IMDS の“機能”メニューに追加されます。 

            

IMDS のメニューの「機能」メニュー＞「データシートの更新」を選択すると、新しい「デー

タシートの更新」画面が表示され、自社データシートに参照されている新旧のデータシートの

情報が確認できます。また他の検索画面などと同じように、このデータシートの一覧からデー

タシートを選択して表示や編集のタブに移ることができます。 
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複数のリリースが可能： 

一度に複数のデータシートを更新する場合、リストで複数の行を選択(コントロールまたはシ

フトキーを押しながらクリック)すると、それらのデータシートに対して更新・リリース・削除

といった操作を行うことができます。その他の作業(最新バージョンの表示・編集・参照データ

シートの新旧バージョンの表示など)は複数選択できません。複数のデータシートが選択されて

いた場合は、最初のデータシートに対してのみこれらの処理が行われます。 

また、参照データシートの新旧バージョンの表示については、更新するかどうかの確認にも

利用できます。仮に、参照データシートの更新が自社のデータシートに関係なく、新バージョ

ンへの置き換えは行わない、と判断した場合は、その項目を一覧から削除することができます。 

 

3.1.6 自社データシートを obsolete（旧式、廃型）としてマークする 

各社が自社のデータシートを obsolete（旧式、廃型）としてマークすることができます。こ

の機能により、自社の良質なデータシートのみを使用することができます。obsolete（旧式、廃

型）としてマークされた自社データシートは、チェックボックスでデータシート検索画面と送

信済み一覧で検索することができます。エラーチェックで自社の obsolete（旧式、廃型）デー

タシートを使用している場合、警告メッセージが表示されます。それでユーザーがこのデータ

シートの使用を気づき、データシートを置き換えることができます。カンパニーアドミニスト

レーターは、社内のユーザーにアクセス権を付与することができます。またアクセス権を持つ

ユーザーをユーザー検索画面で検索することができます。 
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3.1.7 自社データシートを「まだ有効」としてマークする 

各社は自社の材料が 5 年以上経過している場合、「まだ有効」であるとマークすることがで

きます。この機能により、企業は材料の有効期限を 5 年延長することができ、その間に 10 年以

上経過したデータシートのチェックが行われ、「まだ有効」ステータスを取り消すことが可能

になります。 

カンパニーアドミニストレーターは、このアクセス権を特定のユーザーに付与します。 
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3.2 IMDS での化学物質 
 

3.2.1 全般 

IMDS における化学物質は、データを構成する化学的な最小単位です。”ツリーのような”構
成になっている IMDS では、化学物質は各材料(“小枝”)の末端についている”葉”に該当します。

IMDS に登録されている化学物質のメンテナンスは、ユーザーではなく専門の企業が行っていま

す。現時点で IMDS には 7,200 種類の有効な化学物質と 250 種類の無効化された化学物質が登録

されています。各化学物質にはユニバーサルな文字であらわされた名称と CAS 番号、EINECS 番

号がついています。 

IMDS の材料は全て、突き詰めると という記号で表される化学物質の集まりです。化学物

質は化学元素(例: 鉄や銅)や、基本化合物(例:アクリル樹脂、酸化亜鉛)です。化学物質は個別の

CAS No.(Chemical Abstract Number)もしくは一般的な機能で定義されます。基本的に以下の 3 種

類のカテゴリに分けられます: 

 

CAS No.で表される化学物質– CAS No.が割り当てられている化学物質で、例えば鉄(CAS# 7439-
89-6)のように、明確に定義がされている化学物質です。 

擬似物質  - 擬似物質は、CAS No.を持たないが該当物質を正確に表すことができる化学物質

または化学物質のグループを指します。例えば”アクリル樹脂”などです。これらの化学物質は

実在の化学物質として認められており、以下に説明するワイルドカードとは異なるという事に

ご注意ください。 

ジョーカーまたはワイルドカード–これらは特定の化学物質を示すものではありません。ワ

イルドカードの使用はごく少量に限られており、CAS No.の項目には”system”という文字列が登

録されています。代表的な例は”Misc., not to declare”です。要申告または禁止物質をこのジョーカ

ーまたはワイルドカードとして報告することは禁止されています。 

 

3.2.2 法的フラグ 

GADSL(Global Automotive Declarable Substance List)、REACH の SVHC(Substances of Very High 
Concern)、紛争鉱物、その規制物質に該当する化学物質にはフラグがつけられています。 

GADSL のフラグには“duty-to-declare” (D) と “prohibited” (P)の 2 種類あります。データシート

の構成情報タブのツリー構造では、両方のフラグに該当する化学物質に色が付けられて分かる

ようになっています。 
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自動車産業に関する REACH-SVHC(高い関心を持たれている物質群)は全て GADSL の一部とな

っています。このため、GADSL と REACH-SVHC の両方のフラグがついている化学物質がありま

す。構成情報タブのツリー構造では、選択したフィルターに関わらず、REACH-SVHC の化学物質

の名称に下線が引かれた状態になっています。 

ツリー構造では、要申告と禁止物質を色で区別しています。 

 要申告(D)は構成ツリー中に青文字で表示されます。 
 禁止(P)もしくは要申告と禁止(D/P)は赤文字で表示されます。 

 材料データシートを作成時に化学物質を追加する際、GADSL または REACH-SVHC (候補リス

トの高懸念物質)でない限りは「機密扱い」とすることができます。しかし、このように機密

扱いとして材料データシートに参照された後で GADSL または REACH-SVHC になってしまう

と、有害だと懸念される物質が隠されることになってしまい、その材料データシートを本来

は送信したり、他のデータシートに参照するべきではありません。IMDS ではこのエラーチェ

ックを全てのデータシートに対して行い、該当する場合はエラーを返します。 

IMDS の化学物質に REACH-SVHC(これまで通り GADSL も同様)のフラグが追加された化学物

質が、材料データシートで機密扱いになっていた場合は、関連するユーザーにお知らせのメ

ールが届きます。この機能は IMDS の個人設定画面で E メールを受け取るかどうかを設定で

きます。(8.1 個人設定参照) 

3.2.3 ステータス 

化学物質には以下のステータスがあります: 

 有効(active) 
 無効(削除済み)(deactivated/deleted) 
 隠し属性(hidden) 

無効になった化学物質がデータシートに参照されていると、エラーチェックで警告が発生し

ます。またデータシートをコピーすると、無効化された化学物質が取り除かれた状態でコピ

ーされます。多くの場合、化学物質が無効化されるという事は、IMDS で今後使用されるこ

とが正しくないと判断された場合です。 

無効な化学物質が再提出されるケースを防ぐために、「隠し属性」という手段がとられるこ

ともあります。隠し属性の化学物質は、化学物質の検索結果に表示されません(同じ化学物

質が重複登録されていて、片方が隠し属性になった場合は残りの 1 件が検索できます)。た

だし、隠し属性の化学物質を含むデータシートがコピーされても、警告やエラーは発生せ

ず、隠し属性の化学物質もそのままコピーされます。一般的に、(現在は間違いではないが)
将来的に無効化される可能性がある化学物質が隠し属性になります。 

言い換えると、隠し属性の化学物質はそれに代わる別の化学物質を探し始める段階にある物

質で、無効化(削除)された化学物質はすぐにでも別の化学物質に置き換える段階にある物質
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だと言えます。無効化もしくは隠し属性の化学物質に対して推奨される新しい化学物質があ

る場合は、構成情報画面の詳細の欄にお勧めの化学物質が表示されます。もしその化学物質

が適切な場合は、ユーザーは置換機能を使って置き換えることができます。また、化学物質

の検索の際に化学物質グループを使い、目的の物質を選択する際のフィルターにすることが

できます。 

機能>化学物質の変更履歴>IMDS 登録済み化学物質の変更履歴の検索 から、隠し属性、無

効、有効な化学物質と変更履歴を検索することができます。この変更履歴画面では、変更が

発生した期間を選択して検索することができます。検索結果には変更内容、以下のカテゴリ

が表示されます: 

 詳細(名称、別名、CAS No.など) 
 GADSL/REACH SVHC 
 ステータス(有効、隠し属性、無効) 

検索結果から特定の化学物質を選択することで、詳細を確認することができます。ただし、

この機能で検索できる変更点は、この機能がリリースされた IMDS リリース 2.2(2004 年 12
月)以降の変更のみです。 

004). 

3.2.4 化学物質追加の申請 

ユーザーは IMDS に登録されている化学物質を検索します。 

もし目的の化学物質が見つからなかった場合は、ユーザーは化学物質の追加を依頼すること

ができます。化学物質追加の申請は「機能」メニューの「化学物質の申請」から行うことがで

きます。 

           

化学物質の申請の検索画面からいくつかの操作を行うことができます。「検索」ボタンをク

リックすると、ユーザーが申請した内容を条件を付けて検索することができます。検索結果に

は対象の化学物質の名称、CAS No.、申請日やステータス(新規、送信済み、確認中、編集中、完

了など) が一覧
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で表示されます。既存の申請は編集ができ、過去の申請については全て閲覧できます。化学物

質検索画面で、該当の物質がない場合には、この「化学物質の申請」画面へのリンクが表示さ

れます。 

 

ユーザーは申請フォームに必要事項を入力します。入力が完了し保存をすると、IMDS の化

学物質管理会社にメールが配信されます。申請者と管理会社は以下のような画面を見ることに

なります。 

 

もし管理会社が更に情報が必要になった場合には、申請者に E メールで連絡します。申請が

完了(登録される/されないに関わらず)した場合は、申請がクローズし、申請者にお知らせのメ

ールが配信されます。一旦クローズとなった申請は編集することができません。 
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3.3 材料とコンポーネントのデータシート 
3.3.1 データシートタイプ 

以下の表に、コンポーネント、セミコンポーネント、材料の特徴をまとめています: 

データシー

トタイプ 
説明 参照先の親ノード 参照できる子ノード 質量 

材料 

 

均質な構造を表している。 

- 仮にスライスして断面を見

たとしても、層や成分の違い

を確認することができない 

他の材料、セミコ

ンポーネント、コ

ンポーネント 

他の材料、化学物

質 
単体ではまだ

質量は決まっ

ていない 

セミコン

ポーネン

ト 

 

材料と類似しているが、アセ

ンブリまたは最終製品になる

前に加工を必要とするものを

表している。例えば、鉄板や

被覆線など。長さ、体積、面

積単位で使用される。 

他のセミコンポー

ネント、コンポー

ネント 

他のセミコンポー

ネント、材料 
単体ではまだ

質量は決まっ

ていない 

コンポー

ネント 

 

アセンブリまたは質量が決ま

った部品を表し、数量で数え

られるもの。例えばボルトや

エンジン部、シートなど。コ

ンポーネントのデータシート

は質量が決まっておいて、構

成上減らされることはない。 

他のコンポーネン

ト 
他のコンポーネン

ト、セミンコンポ

ーネント、材料 

質量が決まっ

ている 

 

データシート管理を容易に進めるために、IMDS では上の表にある通り、材料、セミコンポ

ーネント、コンポーネントを記号で表しています。これらの記号は構成のツリー中や検索画面

などに表示されます。また特定の条件に当てはまる場合は記号が以下のように変化します: 

   記号に家のマークがついている場合は、自社データシートであるこ

とを表します。（コンポーネント、セミコンポーネント、材料） 

   地球マークがついている記号は、全ユーザーが利用できる公開デー

タであることを表しています。（コンポーネント、セミコンポーネ

ント、材料） 

   封筒マークがついている記号は、サプライヤーから送信された受信

データシートであることを表しています。（コンポーネント、セミ

コンポーネント、材料） 

上で述べた通、全ての材料は最終的に という記号で表される化学物質に細分化されます。 
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構成情報タブでは、各構成要素が親子の関係の「階層」になっているツリーの図でデータシ

ーを表現します。階層はくぼみによって表現されています。一つの階層にたくさんの異なる構

成要素が配置されます。システム上、同一の階層に異なるタイプの構成要素を配置することが

できますが、レコメンデーションでは同じ種類の構成要素のみを配置するよう推奨されていま

す。また各タイプの要素の直下に配置することができる要素は、以下のように決められていま

す: 

• コンポーネントの直下には、他のコンポーネント/セミコンポーネント/材料のみ配置で

きます。 
• マルチソースを持つコンポーネントは、代替のコンポーネント参照のみを子として持

つことができます。 
• セミコンポーネントの直下には、他のセミコンポーネント/材料のみを配置できます。 
• 材料の直下には、他の材料か化学物質のみを配置できます。 
• 化学物質の直下にはどの要素も配置できません。 

以下の図は、自社データシートのコンポーネントの構成を IMDS 上で表したものです。 

“My Test Assembly” は自社コンポーネントである”My Test Component 1 IH”と、公開データシート

である“Owner Status Test”を子ノードとして

持つアセンブリであることが分かります。 

さらに、”My Test Component 1 IH”は公開

材料である“+ZA130 (hot-dip zinc-aluminium 
coated)”と “St 37-2 G”を子ノードとして持つ

コンポーネントであることも分かります。 

この例では、各「階層」には同じタイプ

の要素しか配置されていないという事に注目

してください。第一と第二階層にはコンポー

ネント、第三階層には材料、第四階層(最下

層)には化学物質が配置されています。ま

た、化学物質は末端で、それ以上下の階層に

は何も配置されていません。 
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3.3.2 マルチソース部品の作成 

3.3.2.1 作成プロセス 

このタイプは、1 つの部品番号に複数のソースの ID を割り当てるために使用できます。マル

チソース部品は、データシート、モジュール、直接追加されたノードのいずれかです。マルチ

ソース部品を持つことができるのは、コンポーネントタイプのデータシートのみです。マルチ

ソース・コンポーネントの子として追加できるのは、コンポーネントタイプが「参照」のもの

だけで、「代替」として追加されます。トップのマルチソースノードにも同様の選択肢があり

ます。これは、右クリックして「追加 > コンポーネント > 代替参照」を選択することで可能で

す。 

マルチソースの部品を作成するには、最初のコンポーネントの子を「代替参照」として追加

します。その結果、同じレベルで追加されたすべての子は、代替品としてのみ追加することが

できます。一度に使用 / 選択できるのは、代替の子のうちの 1 つだけで、その子を「優先」代

替品（使用される可能性が最も高いもの）としてマークします。詳細パネルやツリーには、代

替の子の質量は表示されません。トップのマルチソース・コンポーネントには、選択された優

先的な代替品の部品質量と部品質量(自動計算値)が表示されます。 
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3.3.2.2 コンポーネントをマルチソース・コンポーネントに変換する 

コンテクストメニューの「マルチソースに変換」を使って、コンポーネントをマルチソー

ス・コンポーネントに変換することができます。変換されたノードの部品質量および部品質量

(自動計算値)はゼロにリセットされます。これは変換時にコンポーネントの子の間でデフォル

トの「優先」が選択されるためです。 
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直接ノードの子コンポーネントを持つコンポーネントや、コンポーネントタイプでない子

（材料やセミコンポーネント）を持つコンポーネントの変換はできず、エラーメッセージが表

示されます。 
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3.3.2.3 マルチソース・コンポーネントをシングルソース・コンポーネントに変換する 

マルチソース・コンポーネントは、コンテクストメニューの「シングルソースに変換」を使

用して、通常の（「シングルソース」）コンポーネントに変換することができます。含まれる

子ノードのすべての質量がゼロにリセットされるため、変換されたノードの部品質量および部

品質量(自動計算値)もゼロにリセットされます。 
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3.3.3 データシートの作成 

ツールバーのアイコンまたはデータシートメニューの新規オプショ

ンから、材料データシートを作成することができます。メニューから

作成する場合は、更に以下二つの種類から選ぶことができます: 

 データシート 
 モジュール 

多くの場合はデータシートを選択することになると思われます。 

モジュールというのは、データシートの構成情報のみで成り立っていて利用に制限がありま

す。モジュールは自社データシートに参照することはできますが、単体で他社に送信や全送

信、公開をしたり、組織に割り当てたりすることができません。モジュールは他のデータシー

トまたはモジュールに参照することができるため、納入部品によく使われる部品や材料をセッ

トとして登録しておくと便利です。例えば、自社の幅広い製品に、共通のボルトのセットなど

を使っている場合、そのボルトのセットをモジュールとしてあらかじめ登録しておけば、複数

の製品のデータシートに共通で使用することができます。もちろんデータシートの場合も、モ

ジュールと同様に既存データを使いまわすことができますが、モジュールは送信先やサプライ

ヤー情報が含まれていないため、データの作成や管理を素早く簡単に行うことができます。 

リリースされておらず編集可能なモジュールは、データシートに変換することができます。た

だし既に社内送信されていたり、他のバージョンが存在していたりするようなモジュールは変

換できません。モジュールのさらに詳しい説明はこの資料の後の説明をご覧ください。(3.3.6
参照) 

作成メニューでデータシートかモジュールを選択すると、更にサブメニューが現れてデータ

の種類を、コンポーネント、セミコンポーネント、材料の中から選択します。 

一度タイプを選択すると、後から変更することはできません。よく使われるのはコンポーネン

トと材料です。まずは材料の作成から説明いたします。 

 

3.3.4 IMDS コミッティー材料 

標準材料は、さまざまな業界基準によって構成、サイズ、形状、などが規格化され、一般的に”
すぐ使える”データシートシートです。このうち、一部の標準材料は一般的な材料のルールを満

たしていないにもかかわらず、コンポーネントに使用されているものもあります。例えば亜鉛

コーティングされた鉄は均質材料ではありません。ただし、亜鉛コーティングされた鉄が、一

つまたはそれ以上の業界標準で正しい材料の構成だと定義されていれば、それが IMDS の標準

材料として利用できるようにする良い機会となります。そういった材料は「IMDS コミッティー

材料」として広く利用されています。 
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実際 IMDS には数千の IMDS コミッティー材料(特に共通の金属)が登録されています。もし

IMDS コミッティー材料が標準材料として登録されていない場合は、新規登録を IMDS サービス

センターに依頼してください。その際には材料の詳細、規格、構成をご連絡ください。IMDS コ

ミッティー材料は、その材料を調達する際に利用している標準材料規格を使って手動で作られ

た材料よりは、常に好ましいものです。一部のユーザーは IMDS コミッティー材料を標準材料

として使用することを求めているケースもあります。もし自社で材料を製造してない場合は、

標準材料規格でない材料データシートを使用しないでください。IMDS コミッティー材料は手を

加えたり、業界標準でないような構成で使用すべきではありません。このような場合はサプラ

イヤーが作成したデータシートを使ってください。もしサプライヤーが作成したデータシート

がない場合は新規で作成してください。 

IMDS コミッティーの材料のみ(IMDS-Committee/ILI Metals(企業 ID：18986)、Stahl und Eisen 
Liste(企業 ID：313)、IMDS-Committee(企業 ID：423)の材料)、"隠し属性"になり得ます。これはス

テアリングコミッティーの材料データシートが参照ノードとして使用されている場合に、警告/
エラーメッセージを回避するために導入されました。ステアリングコミッティーの材料データ

シートにだけ適用されるため、IMDS では材料データシートの中で直接ユーザーを検索すること

は許可されていません。ただし、ユーザーは自社データの中にこれらが隠し属性だと識別する

ための分析をすることができます。(6 Where-used 分析 参照) 

 

3.3.5 材料データシートの作成 

材料はユーザーが直接作成するもっとも基本的なデータシートです。IMDS は材料報告のシ

ステムであるため、材料の中にどの化学物質が含まれているかを顧客に報告することが、材料

データシートを作成する目的となります。 

MSDS(Material Safety Data Sheet)は、IMDS のデータシートを作成するのに十分な情報は含ま

れていない、という事に注意してください。データシートには最終製品に含まれる材料を構成

する化学物質が 100%含まれていますが、MSDS にそこまでの情報が含まれていることはごくま

れです。 

材料のデータには材料分類が必須です。この情報は以下の領域に保存されます。 
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材料のデータシートでは材料分類を選択します。 

IMDS 材料分類は VDA 材料分類に基づいています。データシート作成時に材料を選択する

と、以下の図のように全ての分類が一覧表示されます: 

 
 

この画面から適切な分類を選択し をクリックします。 

一部の分類を選択すると「材料記号」が入力必須になります。材料記号は ISO の標準の省略

記号で、材料を特定する手助けとなるものです。材料記号の入力が必須となる材料分類を選択

し、次に進むと、ユーザーが適切な材料記号を入力できるような専用の画面が表示されます: 
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材料分類を選択した後、以下のような画面が表示されます。以下の例では画面右半分のエリ

ア全体が詳細画面となっています。入力必須項目には*がついています。材料名は英語で入力す

る必要がありますが、IMDS リリース 12.0 より前に作成された多くの材料データシートにはド

イツ語と英語の両方の名前があり、それらの名前はまだ有効です。 これらの古いデータシート

に対して英語またはドイツ語の名前を使用して検索を実行しても、データベースの英語とドイ

ツ語の両方の名前フィールドで名前が検索されるため、同じ検索結果が得られます。 

 

図 12 – 材料作成画面 
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共通情報 
共通情報について詳しく説明します: 

 

 

以下の表に、各項目の説明を記載します: 

項目名 説明 入力必須かどうか 

タイプ システムが自動で表示 – データシートのタイプ(材料、セミコ

ンポーネント、コンポーネント). タイプによって項目が異なる

ため、この画面からデータシートのタイプを変更することは

できません。 

該当なし 

ID / バージョン システムが自動で表示 – 前半の番号はデータシートの ID を表

しています。新バージョンが作成されても、ID 番号は変わり

ません。一方後半のバージョン番号は(/0.01)から変更になりま

す。データシートが「リリース」されると(詳細は以降を参

照)、バージョンは整数に代わり編集ができなくなります。 

該当なし 

ノード ID システムが自動で表示 –この番号はデータベースでそのデータ

シートを一意に特定するための番号です。バージョン番号が

0.01 の場合に限り、上の ID と同じ番号になります。 

該当なし 

サプライヤー システムが自動で表示 –データシートを作成した企業名が表示

されます。 
該当なし 

名称 自社で管理している材料名称です。作成時は初期名称が表示

されているため、上書きしなければなりません。各業界で命

名規則やそのデータシートを慣例がある場合があります。 

必須 

社内材料コード 自社内で材料を識別しているコードを入力します。 任意 

量産準備初期段階の

「事前申告」データ

シート 

そのデータシートが試作品を表している場合はチェックをつ

けます。 
任意 
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日付情報 
時にはそのデータシートが作成された日や最後に更新された日の情報が重要になる場合があ

ります。ここでは表示される日付情報について説明します: 

 
 

各項目の詳細は以下の通りです: 

項目名 詳細 

作成日 データシートが作成された日付(ドイツ時間) 

リリース日 データシートがリリースされた(これ以上編集できない状態になった)日付(ドイツ時間) 

確認日 データシートにエラーチェックが行われた日付(ドイツ時間) - いつのルールに沿ってチ

ェックされたのかを知るために有効です。 

有効期限 データシートの有効期限が切れる日（作成企業によって延長された場合のみ表示されま

す）表示されていない場合、データシートはリリースから 10 年後に失効します（3.1.7
参照） 

 

材料情報 
標準材料コード、材料記号、材料分類 

材料データシートには以下 2 種類の材料コードがあります。一つ目は「社内材料コード」

で、これは材料分類に関わらず入力できます。このコードは、サプライヤーが社内で材料を特

定するために使っているコードです。この項目は任意で、送信先企業には通知されません。二

つ目は「標準材料コード」で、金属材料の場合だけ入力することができるコードです。金属の

場合、その材料が製造された際の基準を表すコードを入力します。通常は EN または UNS また

は VDA 番号を入力します。 

 

項目名 詳細 入力必須かどうか 

標準材料コード 金属の場合入力–一般的に UNS または他の番号体系で金属材料の

構成を一意に表す記号を入力します。材料の構成の代わりに、多

くの標準材料規格で詳細が定義されています。 

材料分類による 

材料記号 樹脂材料の場合入力– ISO で定められている記号を入力します。 材料分類による 
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SCIP Material Category, Additional Material Characteristics 

SCIP 属性に関するすべての記述は、11.1.2 材料 SCIP 情報にあります。 

 

公的材料規格 

IMDS では、特に金属について「標準」材料が含まれています。業界標準によって、さまざ

まな情報源に基づく標準的な材料が存在します。仮に金属材料が標準材料に基づいて製造され

ていて共通で使用されていた場合、IMDS コミッティーで材料を公開しています。自社で材料を

製造していない場合は、自社で材料データシートを作成するべきではありません。材料製造業

者がデータシートを作成するべきで、そうでない場合は IMDS コミッティーが公開している標

準材料を使用して下さい。 

  

公的材料規格を入力する場合は、上の画面に表示されている のボタンをクリックする

と、以下の画面が表示されます: 

 

 

 

次に、表示される画面で規格を選択すると元の画面に戻り、コードを(必須)を入力します: 
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材料データシートには、公的材料規格、または OEM の社内材料規格を入力することができ

ます。社内材料規格は、その規格を所有する特定の OEM しか見ることはできず、そのデータシ

ートが送られてきた他のサプライヤーが見ても非表示になっています。送信先情報にオリジナ

ルの材料データシートで選択された材料規格が表示されることで、Tier1 サプライヤーは送信先

情報の材料規格を上書きすることができます。この上書きされたデータと作成者が入力したオ

リジナルのデータは、両方とも同じように保持されていますが、データシート自体の存在

(IMDS-ID/バージョンで定義)は単一です。一つの材料データシートに対して複数の材料規格が入

力されていた場合は、カンマ区切りで“材料規格/材料規格コード (Norm/Norm Code)”として保存

されます。オリジナルの材料データシートに材料規格が入力されていない場合も、Tier1 サプラ

イヤーが追加できます。 

材料規格はポップアップ画面で編集または追加できます。またリセット機能を使って、ツリ

ーで参照されている材料データシートのオリジナルの値にリセットすることもできます。” 送
信先情報の全ての OEM に適用” 選択すると、全ての送信先 OEM の送信先情報に Tier1 サプライ

ヤーが設定した固有の値を適用させることができます。 

トヨタ固有のチェックで OEM 材料規格の警告がありますが、Tier1 サプライヤーが編集した

材料規格に対しても、この固有チェックは行われます。 

 

GADSL/SVHC 詳細 

ツリー上で選択された材料の最新リリースバージョンに含まれる全ての GADSL/SVHC 物質をリ

スト化した表が含まれます。 

機密扱いの物質は 1 つの項目として表示され、異なる機密扱いの物質の部分はこの 1 つの項目

に対して加算され表示されます。 

現在選択されている材料とその最新リリースバージョンの GADSL/SVHC の内容が異なる場合、

「この材料の最新リリースバージョンでは、要申告物質の内容が変更されています」というヒ

ントが表示されます。 
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備考 
この項目には材料についての補足を自由な文字列(半角英数字)で入力することができます。

この項目は任意です 

          

構成の追加 
材料についての基本情報を入力したら、その材料の構成を追加します。左側のツリー構造で

材料を選択して右クリックすると、材料または化学物質の追加オプションのみが表示されます

(選択できるデータシートのタイプは 3.3.1 章をご参照ください)。材料については参照のみが有

効です。言い換えると、登録済みの他の(材料)データシートまたは化学物質を検索画面で検索

し、参照することしかできないという意味です。 

IMDS リリース 10.0 では“クリーン”な公開材料データシートしか検索できません。(例：警告

なしの材料データシート)“公開データシート”チェックボックスを選択した場合、“推奨材料デ

ータシート”チェックボックスはデフォルトでチェックされます。新しいツールチップ (  )
で、このチェックボックスは、IMDS 標準材料データシート(SC Committee, Steel and Iron List, ILI 
Metals) かつリリース 10 以降の警告のない材料データシートを意味します。 
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警告が含まれた過去の公開材料データシートを見つけるためには、新しいチェックボックス

のチェックを手動で外さなければなりません。(リリース 10.0 以前に)  公開材料データシートに

警告がないことをチェックする新しいルールを遵守することはもちろん可能です。 

IMDS リリース 14.0 以降、10 年以上前

のデータシートが警告やエラーを表示す

るようになりました。多くのユーザー

は、10 年以上経過した公開データシート

を使用してデータシートを構築してお

り、データシートの 準備が整ってリリー

スする際にエラーが発生します。そこで、公開されているデータシートを検索する際に、有効

なデータシートのみを検索することができる検索パラメータを設けました。このパラメータは

デフォルトで設定されています。有効なデータシートを検索した場合、標準企業(IMDS ステア

リングコミッティ)が公開したデータシート、公開から 10 年以内のデータシート、またはまだ

有効であるとマークされたデータシートのみが検索されます。 

 

化学物質の追加 

材料作成の場合、ツールバーの ボタンから化学物質を追加することができます。以下の

画面は、ベーシックポリマーのグループから検索した画面です: 

 

適切な化学物質が見つかったら、行をクリックするとその行に色が付きます。その状態で

をクリックします。 

画面の左側では、追加された化学物質に色がついた状態になり、右側にはその詳細が表示さ

れます。以下の図はそのサンプルです: 
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以下の表に各項目の詳細を説明します: 

項目名 説明 入力必須かどう

か 

タイプ そのノードのタイプを表します。化学物質、材料、セミコン

ポーネント、コンポーネントのいずれかです。 
該当しない 

名称 その化学物質の名称(別名)を表します。この名称は IMDS に

登録されている化学物質リストと同じです。 
該当しない 

CAS No.  その化学物質の CAS.No(Chemical Abstract Number)です。IMDS
に登録されている化学物質リストと同じです。 

該当しない 

Einecs-No. その化学物質の Einecs-No.です。 IMDS に登録されている化

学物質リストと同じです。 
該当しない 

EU-Index その化学物質の EU-Index 番号です。IMDS に登録されている

化学物質リストと同じです。 
該当しない 

機密扱い チェックを付けると、その化学物質の閲覧が制限されます。

化学物質が何か(ID や名称など)を知ることができるのは、社

内および社外のトラストユーザーに指定されたユーザーのみ

です。 

任意 

充填剤として使用 材料分類 5.1.a (filled thermoplastics)の材料が、Filler (Dual Use)
グループの化学物質を含む場合、フラグが表示されます。 

任意 
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項目名 説明 入力必須かどう

か 

含有率 / % その化学物質が含まれている含有率で、「固定値」/「範囲

値」/「残部」(システムが自動計算)の 3 種類あります。ジョ

ーカー/ワイルドカードには「残部」を指定しないようにし

てください。 

必須 

化学物質グループ その化学物質が、化学物質グループに含まれていた場合に、

そのグループを表示させます。これは化学物質グループのビ

ューです。 

該当しない 

プロセスケミカル その化学物質が、プロセスケミカルかどうかを表示します。

また、その場合は含有目的が表示されます。 
化学物質による 

 

 

3.3.6 モジュールの作成 

モジュールの作成はほとんどデータシートの作成と同じです。ただし、モジュールは送信・

全送信・公開ができません。加えてモジュールはサプライヤー情報を持たないので、組織に割

り当てることもできません。 

モジュールの主な用途は、他のアセンブリに頻繁に使用される製品をあらかじめ登録してお

き使いまわすという事です。同じことがデータシートでも可能ですが、モジュールはサプライ

ヤー情報や送信先情報を持たず、構成情報タブから直接社内送信ができるため、データシート

よりも素早く作業することができます。 

元データとの違いがごくわずかな別のコンポーネントがある場合、一からデータシートを作

成するのでは時間が無駄です。このような場合は自社用の「構成部品のセット」をモジュール

としてあらかじめ登録しておくと便利です。例えばいくつかの部品に共通して使われている回

路基板などがある場合は、その回路基板のモジュールを作成すると、使いまわすことができま

す。参照されたモジュールは、ツリー構造の中でコピーされたり、変更されたりすることはあ

りません。 

モジュールが編集モード(バージョンが*.01)の時に限り、モジュール検索を実行した後、“モ
ジュールからデータシートへの変換”というボタンをクリックすることでデータシートに変換で

きます。ただし、社内送信済みであったり、新バージョンが作成されたりしている場合は変換

できません。 
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3.3.7 フィルター機能 

構成情報のフィルター機能とは、複数の化学物質のフィルターを選んで表示させる機能で

す。構成情報に選択したリストに含まれる化学物質が含まれていた場合、ツリーの中に赤文字

で表示します(GADSL の場合だけ禁止物質を赤、要申告を青で表示します)。初期設定は GADSL
リストです。ここでリストを選択したという設定は保存されないため、送信先企業や自社のユ

ーザーには共有されません。また、本人であっても再度ログインしたときには初期値に戻りま

す。REACH-SVHC の情報は選択したフィルターに関係なく、常に下線が引かれた状態で表示され

ます。 

 

3.3.8 置換機能 

この機能は、編集中のデータシートのツリーに参照されたある特定のノードを選択して他の

適切なノードに入れ替える機能です。置換できるのは参照データシート、モジュール、化学物

質です。 

 

更に、無効化や隠し属性になった化学物質が含まれる材料をコピーすると、それらを置換す

る機能があります。無効化や隠し属性の化学物質の代替物質が利用できる場合は、化学物質の

詳細画面にヒントが表示されます。ユーザーは置換機能を使ってこの代替物質に置き換えるこ

とが可能です。 
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3.3.9 クリップボード 

クリップボード機能は、データシート、化学物質、入力依頼を容易に操作できるよう、保持

させることができる機能です。例えば、頻繁に使用する材料をクリップボードに保持させ、異

なる複数のデータシートで再利用する際に、クリップボードから移動させることができます。

クリップボード機能を使用するには、IMDS にログインした後、「機能」メニュー＞「クリップ

ボード」をクリックしてください。クリップボードはウィンドウの右側に表示されます。 

 

 

 

次回ログインした際のクリップボードには、前回ログインしていた際に保持していた全ての情

報が残っています。再度検索することなく、クリップボードから自由にお気に入りのデータを

再利用することができます。IMDS での作業中にクリップボードを表示しておく必要がない時は、

クリップボード画面の左下隅にある小さな矢印をクリックすることで、画面を折り畳むことが

できます。クリップボードに保持したエントリーを削除するには、右クリックメニューから削

除してください。また、すべてのエントリーを削除するには、クリップボードの上部にある"全

て削除"アイコン を使用してください。 

コンポーネントタイプのデータシートを親ノードの最初の子として追加する際、ユーザーは

このコンポーネントの参照を通常の参照として追加するか、代替の参照として追加するかを選

択する必要があります。 
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「代替参照」ボタンを選択すると、親ノードがマルチソース・コンポーネントに切り替わ

り、ドロップしたコンポーネントが代替として追加されます。さらにドロップしたコンポーネ

ントは、ユーザーの確認なしに代替参照として直接追加されます。「通常の参照」を選択する

と、ドロップしたコンポーネントが通常の参照として追加され、親コンポーネントは「シング

ルソース」のままとなります。 

 マルチソースの親ノードに初めてコンポーネント参照の子ノードを追加する場合、「コンポ

ーネント」タイプのデータシートのみドロップが許可されます（代替参照として追加されま

す）。ユーザーがマルチソースの親ノードに材料またはセミコンポーネントタイプのデータシ

ートをドロップしようとすると、エラーが発生します。 
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3.3.10 循環材料を含む材料のソース 

概要 

材料のソース（バイオベースやリサイクル材料など）を表示します。詳細は、右上の「編集」

または「表示」ボタンを押した後に表示されるダイアログで確認できます。 

 

金属（材料分類 1～4）以外の材料を作成または変更する際に利用可能です。IMDS リリース

14（2023 年 5 月 10 日）以前にリリースされた金属やその他の材料分類の材料については、材

料自体ではこの項目は利用できず、材料がセミコンポーネントやコンポーネント内で参照され

る場合にのみ表示されます。IMDS リリース 13（2021 年 5 月 19 日）以降にリリースされたポリ

マー材料（材料分類 5）は例外で、すでに材料自体にソース情報が付加されています。 
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ダイアログ 

材料のソースに関する情報を変更するには、「編集」ボタンをクリックしてウィザードダイ

アログを開いてください。変更内容を保存するには、ダイアログの「適用」ボタンをクリック

します。一度閉じると、入力された内容に基づいて、材料に表示されている値が自動的に計算

されます。（下記参照） 

ダイアログで使用できるフィールドは、材料分類によって異なります。情報を入力できる二

次材料には、3 つのタイプがあります： 

ソース 材料分類 
メカニカルリサイクル 1 – 5, 7.1, 7.2 
ケミカルリサイクル すべての材料分類 
二次バイオベース材料 5 – 6, 9.1 – 9.4  

 

利用可能なソースに応じて、以下のフィールドがダイアログに提供されます。フィールド

は、その親フィールドが入力された場合にのみ表示されます。例えば、「二次バイオベース材

料の割合」の欄は、「バイオベース材料の割合」の合計が 0%より大きい場合にのみ表示され、

「リサイクルの割合」は、「材料にリサイクル材が含まれますか？」の回答として「はい」が

選択されている場合にのみ入力することができます。そのため、初めて開いたときのダイアロ

グは、以下の概要よりもずっと小さく表示されます： 
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含有率は常に最小値と最大値の両方が入力されています。固定値（例：100%）を入力する場

合は、「100% - 100%」と入力する必要があります。 

すべての値は、その親値に対して相対的な値です。つまり、同じレベルの 2 つの値の合計

は、常に親の 100%になる。例えば、メカニカルリサイクルの割合とケミカルリサイクルの割合

の合計は、総リサイクル量の 100%を構成します。 

これらの値を入力する際の補助として、1 つの値を変更すると、反対側の値も自動的に再計

算されます。例えば、「プレコンシューマリサイクルの割合」を 20%～30%に変更すると、

「ポストコンシューマリサイクルの割合」は 70%～80%に自動的に設定されます。 

ダイアログを閉じると、材料全体における異なる材料の割合の合計が計算され、関連するす

べての最小値と最大値を掛け合わせて材料の詳細で表示されます。例えば、材料全体に含まれ

るプレコンシューマメカニカルリサイクルの最小値は、以下のフィールドの最小値を掛け合わ

せることで算出されます： ”無機または化石ベースの割合” x “リサイクルの割合” x “メカニカル

リサイクルの割合” x “プレコンシューマリサイクルの割合” 

 

Mechanical and 
chemical recyclate 

Secondary bio-based 
content 

Mechanical recyclate 

Chemical recyclate 
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エラーチェック 

材料のソースに関する情報については、以下のようなチェックが行われています： 

1. メカニカルリサイクルの下記項目の最小値と最大値が20%以上乖離している場合、チェ

ックメッセージが表示されます： 
a. ダイアログ項目 

i. メカニカルリサイクルの割合 

ii. プレコンシューマリサイクルの割合 

iii. ポストコンシューマリサイクルの割合 

b. 構成情報の計算された項目 
i. メカニカル (プレコンシューマ) 

ii. メカニカル (ポストコンシューマ) 

材料がポリマーの場合、このメッセージはエラーメッセージとなります。それ以外の場

合は警告となります。 

ケミカルリサイクルや二次バイオベースの割合については、このようなチェックはあり

ません。 

2. ポリマーの場合、「材料にリサイクル材が含まれますか？」という質問にまだ回答され

ていない場合、エラーメッセージが表示されます。IMDS リリース13より前にリリースさ

れたポリマーで、材料ソースに関する情報がそれ自体に付加されておらず、参照時に入

力されるものについては、ポリマーがコンポーネントで参照され、5g 未満の質量が割り

当てられる場合、このエラーは表示されません。 

 

データシートの送信先が OEM である場合、送信先情報に「循環材料を含む材料ソースの変

更」項目が用意されています。この項目の値は、送信者が変更することができない原材料に表

示されているすべての値があらかじめ入力されています。Tier1 サプライヤーは送信先情報とし

て情報を上書きするとき、ポップアップメニューで入力します。またリセット機能を使って、

ツリーで参照されている材料データシートの元の値に戻すこともできます。” 送信先情報の全

ての OEM に適用” を選択すると、全ての送信先 OEM の送信先情報に Tier1 サプライヤーが設定

した固有の値を適用させることができます。 

  

3.3.11 樹脂・ゴム製部品への材質表示 

材質表示とは、IMDS データの品質と利便性を向上させるための、ISO 1043-1/2、 ISO 
11469 、 ISO 18064 に基づいた項目です。 

以下の条件に当てはまるデータシートが作成または編集中の場合、材質表示の情報の入力が

求められます。 
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 最上位ノードがコンポーネント 
 1 つでも材料分類が 5.*の材料が参照されている 

コンポーネントの質量によって、材質表示の回答が必須または任意に分かれます。上の条件

に当てはまらないコンポーネントについては、材質表示の質問は表示されません。上の条件

に当てはまるデータシートまたはモジュールが作成中または編集中の場合、材質表示への質

問が、その材料の直上のコンポーネントの詳細画面(下の画面の赤枠部分)に表示されます。

質問への回答が必須の場合、社内送信/送信/全送信の前に必ず回答しなければなりません。

回答が必須で回答が「いいえ」の場合には、エラーチェックで警告が発生します。 

 

 

より正確な回答のため、ユーザーは図面や実際の製品を確認し、ツリー上で正しい回答がさ

れているかどうかを評価しなければなりません。どの回答であっても間違いというわけではあ

りません。対象の材料が含まれる構成部品が親の構成部品に参照されている場合、親のコンポ

ーネントも材質表示の回答の対象となります。この情報は材料とその親ノードの関係で表され

るため、この場合、最上位のコンポーネントに材質表示の回答をする必要があります。 

実際の部品にマークがついている場合は、「はい」を選択します。図面上はマークがついて

いても実際にマークがついていない場合は、「いいえ」を選択します。質量、形状、寸法、表

面の問題でマークが付けられない場合は、「該当しない」を選択します。 
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参照データシートに、条件に該当する材料が含まれているが親ノードがコンポーネント以外

(セミコンポーネントなど)の場合、材質表示は入力せず、コンポーネントに参照されたタイミ

ングで入力します。 

材質表示の回答によっては、以下の条件でリリース前のエラーチェックで警告が発生しま

す: 

 材料分類 5.1、5.1a、5.1b、5.3、5.4.1 で質量の合計が 25g を超える材料を含む部品 

材質表示の候補が以下の条件を満たすと、IMDS のエラーチェック画面にエラーが表示さ

れ、データシート/モジュールはリリースすることができません。： 

 材料分類 5.1、5.1a、5.1b で質量の合計が 100g を超える材料を含む 
 材料分類 5.3 で質量の合計が 200g を超える材料を含む 

 

もしコンポーネントが材質表示の候補（材料分類 5.* の材料を持つコンポーネント）であり

ながら、IMDS のエラーチェック画面でエラーが表示されない場合、その材質表示の情報は任意

です。 

リリース 3.0 以降、リリースされるべきデータシート/モジュールが、材質表示の情報が必須

であるにも関わらず、その情報を持たずにリリースされた材質表示の候補(IMDS リリース 3.0 以

前に作成されたもの)を参照している場合、IMDS のエラーチェック画面で警告が表示されま

す。そのデータシート/モジュールはリリースすることができます。今後のリリースでは警告で

はなくエラーとなり、このようなデータシート/モジュールはリリースできない可能性がありま

すが、現時点では何時改定が行われるかは決定しておりません。 

材質表示の候補がコピーされる（または新バージョンが作成される）時、その材質表示の情

報もコピーされます。 

材料分類が 5.x の材料データシートがコンポーネントに参照されていると、材質表示の質問

への回答を求められます。送信先が OEM である場合、送信先情報タブに、材質表示の回答を編
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集する項目が表示されます。この値は、データ作成者によってデータシートのツリー構造の中

であらかじめ設定されています。Tier1 サプライヤーは送信先情報画面でこの値を上書きするこ

とができます。上書きした値とオリジナルの値は、(参照)材料データシートに同時に保持され

ています。また、各入力対象の材料データシートの存在一つ一つに対して上書き可能です。 

材質表示の回答はポップアップメニューから変更可能です。また、リセット機能を使って、

ツリーで参照されている MMDS のオリジナルの値にリセットすることもできます。” 送信先情

報の全ての OEM に適用” を選択すると、全ての送信先 OEM の送信先情報に Tier1 サプライヤー

が設定した固有の値を適用させることができます。 

既存のエラーチェックで材質表示の回答に関する項目がありますが、このチェックは送信先

情報で Tier1 サプライヤーが上書きした値に対しても実施されます。エラーまたは警告が発生

した場合は、送信先情報で上書きして修正することもできます。 

 

3.3.12 ・・として部品に使用 

コンポーネントデータシート(参照/ノード)と同じレベルに、材料データシートやセミコン

ポーネントデータシートおよびセミコンポーネントデータシートノードを参照するために

「・・として部品に使用」リストというドロップダウンメニューが表示され、材料データシー

トとセミコンポーネントデータシートにその値が表示されます： 

• ブランク (デフォルト) 

• 接着剤 

• コーティング 

• グラスシール 

• グリース/潤滑剤 

• インク 

• 作動油 

• オーバーモールド 

• メッキ 

• はんだ 

• 表面処理 

• 溶接材料 

このフィールドは、既存のコンポーネントデータシートに並べて材料データシートまたはセ

ミコンポーネントデータシートを追加した場合、および既存の材料データシートまたはセミコ

ンポーネントデータシートに並べてコンポーネントデータシートを追加した場合に、表示され

ます。 

材料データシートやセミコンポーネントデータシートと同じレベルのコンポーネントデータ

シートが全て削除された場合、このフィールドは表示されなくなります。 
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3.3.13 IMDS 化学物質のアプリケーションコード 

IMDSには多くの化学物質が登録されています。その中には”要申告”または”禁止”と記されてい

る物質があります。"禁止"と記されている物質は、自動車業界の中で特定のアプリケーション

（法的な必要条件に基づいて定義された期間で有効な用途）を除いては使用することができま

せん。「禁止」と記されている全ての物質にアプリケーションが定義されているわけではあり

ません。また、一部の「要申告」物質についてはアプリケーションが定義されています。アプ

リケーション情報は、OEM がAnnex Ⅱや他の環境規制に従うために必要なものです。IMDSのリ

リース 3.0 以降、規制された物質を使用する場合、それをどのように使うかを、アプリケーシ

ョンコードを使って申告しなければなりません。鉛（とその全ての化合物）、六価クロム（と

その全ての化合物）、水銀（とその全ての化合物）、カドミウム（とその全ての化合物）、お

よびニッケル、多環芳香族炭化水素類（PAH）に対してはアプリケーションコードが必須で
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す。アプリケーションコードは、IMDSユーザーがログオンする言語に関係なく、常に英語で表

示されます。 

IMDSのデータは、常に実際に販売される製品の構造と同じである必要があります。もし製品

に禁止物質が含まれていた場合、OEMがそのことを把握できるようにする必要があります。ま

た、禁止物質を含まない製品の再設計を行うべきでしょう。もし製品中に申告されていない有

害物質が含まれていることが後から判明した場合、法的または経済的にも悪影響が及ぶ可能性

があります。 

禁止物質を含んだ製品を売ることにより、責任が発生します。IMDSに正しく情報を登録する

ことは、その責任にうまく対処したり、その責任を軽減したりすることに繋がります。 

アプリケーション情報は現在の Annex II の規制、要求に基づきます。Annex II は公式ホーム

ページの以下の場所で確認することができます。 

公式ホームページ > FAQ 右上 欧州ELV指令および最新のAnnex IIの資料 

なお、この資料は年次で更新されており、最新版が常に上記FAQに掲載されています。 

 

ご自身の企業が自動車サプライチェーン内のどこに位置するかによって、また、参照してい

るデータシートが誰によっていつ作成されたものかによって、アプリケーションコードに関す

る要件は異なります。IMDSリリース3.0以降では、アプリケーションに該当する化学物質を含ん

だ材料が追加されている新規作成コンポーネントには、リリースする前に必ずアプリケーショ

ンコードを設定しなければなりません。しかし、リリース3.0より前に作成された旧来のデータ

の中には、本来なら必要であるはずのアプリケーションコードが設定されていないものが多く

存在します。この問題がチェック機能においてどう扱われるかは、当該IMDS企業がサプライチ

ェーン内のどこに位置するかによって異なります。T1サプライヤーに限り、全てのアプリケー

ションコードを指定せずにデータシートをOEMに送ることはできません。T2からTnサプライヤ

ーは、受信したデータシートをアプリケーションコード未指定で送信すると、警告が表示され

るだけで送信は可能である場合があります（該当する材料が追加されたコンポーネントを誰が

作成したかによります）。以下の表はアプリケーションコードの扱いについてまとめたもので

す。 

 

注: IMDSの必須項目と顧客の必須項目は同一ではありません。従って、顧客からアプリケー

ションコードが指定されていないことを理由にデータの再提出を求められるという可能性はあ

ります。 

2006 年 3 月 1 日以降のアプリケーションコードの扱い  
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  MDS/ 
モジュール 

メッセージ アプリケーションコード 

サプライチェーン内 自社 エラー 新バージョンの作成が必須 
  他社 警告 MDS は送信可能。ただし新バージョン

の作成要求を出す必要あり 
       
Tier1 から OEM への送

信 
自社 エラー 新バージョンの作成が必須 

  他社 エラー 修正可能 

 

アプリケーションコードは、コンポーネント内で材料が追加された時に割り当てられます。

アプリケーションコードが設定されるのはコンポーネントに対してのみです。材料メーカーは

アプリケーションコードを追加することが出来ませんので、材料メーカーにアプリケーション

コードの追加を依頼しないでください。アプリケーションコードとは材料の用途に依存するも

のです。従ってコンポーネントに材料を追加する人が、材料の用途を決めるのに最も適切な人

物です。 

アプリケーションコードを要する材料がセミコンポーネントに追加されている場合は、その

セミコンポーネントをコンポーネントに追加する際に、アプリケーションコードが必要となり

ます。材料またはセミコンポーネントではアプリケーションコードは割り当てられません。化

学物質と化学物質が使われている材料の材料分類に応じて、システムは利用可能なアプリケー

ションコードのリストを提供します。アプリケーションコードが明らかな場合は、システムに

よって既定のアプリケーションコードが選択されています。 
 コンポーネントの中で対象の材料を選択すると、アプリケーションコードが表示されます。

データシートが編集モード（バージョン番号が「.01」のような小数）になっている間はアプリ

ケーションコードを変更できます。古い材料データシートを参照する際に、アプリケーション

コードを入力する場合についても同じです。 

エラーチェックにおいて、アプリケーションコードの入力漏れはエラーまたは警告になりま

す。データシートの参照材料に（古いデータのため）アプリケーションコードが指定されてい

ない場合、OEM に送信するまでの間に必ず指定しておかなければなりません。 

各々の材料の詳細にアプリケーション情報が追加されます。ここではアプリケーションコー

ドを必要とする、材料内全ての化学物質が表示されます。アプリケーションの項目をクリック

すると材料に含まれる化学物質で選択できるすべてのアプリケーションコードが表示されま

す。アプリケーションコードのデフォルトの選択はありません。 すべてのアプリケーションコ

ードを能動的に選択する必要があります。 
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それぞれの化学物質のアプリケーションは別ウィンドウで選択できます。 

   

注: アプリケーションコードは常に表示可能です。しかし編集できるのは編集モードで、か

つツリー先頭のコンポーネントに材料が組み込まれた時、またはツリー構造の中で直接コンポ

ーネントが作成され、材料が参照された時のみです。 
アプリケーションコードの入力が漏れているか、または選択されたアプリケーションコード

が無効の場合、次のようにエラーチェックでエラーまたは警告のいずれかが出力されます。 

アプリケーションコードの入力が漏れている自社/直接参照の子ノードデータシートの場合、

エラーチェック、社内送信、送信または転送の際に、入力が漏れているアプリケーションコー

ドに対してエラーが発生します。（すべての化学物質に対してアプリケーションを選択する必

要があります。） 
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無効なアプリケーションコードを使用している自社/直接参照データシートの場合、エラー

チェック、社内送信、送信または転送の際に、無効なアプリケーションコードの使用に対して

エラーが出力されます。 

 

アプリケーションコードの入力が漏れている直接参照される子コンポーネントデータシート

（自社または他社）の場合、エラーチェック、社内送信、送信または転送の際に、入力が漏れ

ているアプリケーションコードに対してエラーが出力されます。 参照された無効なアプリケー

ションコードが入力されている受信した（自社データではない）コンポーネントデータシート

に対しても、同じ動作が適用されます。 

 

 

無効なアプリケーションコードを使用している間接的に参照される子コンポーネントのデー

タシート（自社または他社）の場合、エラーチェックまたは社内送信の際に、警告が出力され
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ます。 送信または全送信の場合、データシートが送信先リスト内のすべての送信先企業のスペ

アパーツとして使用されることを意図していない限り、警告が出力されます。（つまり、送信

先リストのすべての送信先企業に対してスペアパーツフラグがチェックされます。）この場合、

警告は出力されません。 

 

 

 

 

チェックされたデータシートがスペアパーツとして使用されることを意図している場合（つ

まり、送信先情報タブのすべての送信先に旧式スペアパーツフラグが設定されている場合）に

のみ、無効なアプリケーションコードは警告なしで送信または転送されます。 

全ての ARS(Application relevant substance：アプリケーションコード入力対象の化学物質)、お

よびアプリケーションコードと関連するデータに対して、アプリケーションコードの隠し属性

を付与することが可能です。そのため、過去に入力されたデータも引き続き表示されますが、
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その際には過去のデータである旨が表示されます。隠し属性のアプリケーションコードは新し

いデータシートでは選択できません。この過去のデータは有効であり、引き続き使用可能とみ

なされるため、エラーや警告は発生しません。 

送信先が OEM である場合、送信先情報タブに、アプリケーションを編集する項目が表示さ

れます。この値はデータシートのツリー構造の中であらかじめ設定されています。Tier1 サプラ

イヤーは送信先情報画面でこの値を上書きすることができます。上書きした値とオリジナルの

値は、材料データシートに同時に保持されています。また、材料データシートとアプリケーシ

ョンコード入力対象の化学物質の組み合わせ一つ一つに対して上書き可能です。 

各アプリケーションコードはポップアップメニューから変更可能です。リセット機能を使っ

て、ツリーで参照されている MMDS のオリジナルの値にリセットすることもできます。(ただ

し画面には表示されません)。“全ての送信先 OEM に適用”を選択すると、全ての送信先 OEM の

送信先情報に Tier1 サプライヤーが設定した固有の値を適用させることができます。 

既存のエラーチェックでアプリケーションコードに関する項目がありますが、このチェック

は送信先情報で Tier1 サプライヤーが上書きした値に対しても実施されます。エラーまたは警

告が発生した場合は、送信先情報で上書きして修正することもできます。 

 

3.3.14 サプライヤー情報 

サプライヤー情報では、データシートに自社内の情報を登録し、自社内で組織を利用してい

るのであれば組織を選択します。IMDS の中においては、データシートを作成している会社が、

そのデータシートのサプライヤーということになります。ドロップダウンメニューから選択で

きるコンタクトパーソンの情報は、自社のカンパニーアドミニストレーターが「システム管

理」>「コンタクトパーソン」メニューより管理しているものです。 

コンタクトパーソンのリストはユーザーID のリストとは異なります。このため必ずしも

IMDS のユーザーID を持つ必要はありません。正式なコンタクトパーソンが選択できない場合

は、カンパニーアドミニストレーターにコンタクトパーソンの登録を依頼してください。 

コンタクトパーソンは企業全体に共通で、組織毎にコンタクトパーソンを割り当てることは

できません。 

コンタクトパーソンが選択されると、関連する情報が画面下部に自動的に表示されます。情

報が正しくない場合(E メールアドレスが誤っている、その人物が既に社内にいない、など)は、

自社内のカンパニーアドミニストレーターに更新を依頼してください。企業内の組織にデータ

シートを割り振ることもできますが、選択できるのは、ユーザー自身の ID が所属している組織

のみです。組織のデフォルトは、ユーザーが最後にリリース/送信/全送信/公開したデータシー

トで選択された組織です。選択できる組織がない場合は、自分のユーザーID を組織へ追加する

ように、自社のカンパニーアドミニストレーターへ依頼してください。 
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データシートに組織が割り当てられている場合、顧客の「受信済み一覧」画面にはその組織

が送信者として表示されます。組織から送信されたデータを「送信済み一覧」画面で確認でき

るのは、該当する組織に属するユーザーのみです。通常、IMDS の検索画面では、ユーザー自身

が属する全組織のデータシートを確認できます。また「送信済み一覧」メニューからは、自社

企業から送信されたデータシートへ全てのユーザーがアクセスできます。ある組織にアクセス

できるユーザーは、その組織から送信されたデータシートを「送信済み一覧」画面で確認する

こともできます。例えば、企業そのものにしかアクセスできないユーザーと、何らかの組織に

アクセスできるユーザーがいるとします。サプライヤー情報ページでデータシートにその組織

が割り当てられていれば、「送信済み一覧」画面に表示される件数は 2 人目のユーザーのほう

が多くなります。 

サプライヤー情報画面は、受信者がその他社データシートについて誰にコンタクトするのか、

という事を知ることができる画面です。 

以下の図はその例です: 

 

サプライヤー情報画面は変更できません。全ての情報はドロップダウンのリストから選択

し、システムが関連情報を表示させます。もし表示される情報が足りていない又は間違ってい

る場合、カンパニーアドミニストレーターがシステム管理メニューで情報を更新しなければな

りません。ユーザーは適切なコンタクト情報をドロップダウンのリストから選択します。IMDS
システムは、選択されたコンタクトパーソンをリストから引き当てて、関連する E メールアド

レス、電話番号、FAX 番号を表示させます。 

コンタクトパーソンの連絡先が表示されると、サプライヤー情報画面への入力は完了です。 

 

3.3.15 送信先情報画面 

データシートの送信先(顧客)は、この画面にて選択されます。「送信」および「全送信」の

ボタンをクリックする前に、最初に送信先を追加する必要があります。初期状態では、｢社内
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送信｣と｢公開｣のみ実行できます。その 2 つのプロセスは、後でご説明するとおり、送信先と直

接関連するものではありません。送信先名が無くとも、自社内のデータシートを社内向けに登

録することができます。また一部のユーザーは、IMDS の全ユーザーに対して情報の公開を行う

こともできます。 

データシートをある IMDS ユーザー企業または複数の顧客に送信（全送信）したい場合、送

信先の名前が指定されていなければなりません。まず「追加」ボタンをクリックします。する

と、企業検索画面が表示されます。 

 

 

「検索条件」の項目には、企業名や企業名の最初の文字といった検索文字列を設定します。

例えば、「Vi」と入力すると、「Vi」で始まる全ての企業が表示されます。あるいは、｢*tubos｣
と入力すると、企業名に「tubos」という文字列を含む全ての企業が表示されます。検索を開始

するには、「検索」ボタンをクリックしてください。 

企業を検索する際は、企業 ID または組織 ID または DUNS ナンバーを用いるのが最も正確な

検索方法です。システム上重複した企業名を登録している場合が多くありますが、企業 ID は一

意に管理されています。顧客からデータシートの提出を求められた場合、事前に顧客から送信

先となる ID を知らせてもらうことは可能かと思われます。 

検索結果が画面の下部分に表示されます。データシートの送信先である企業または組織を選

択するには「適用」ボタンをクリックします。 
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注意: 組織という呼び方について 

送信先企業の特定の組織、または傘下企業へデータシート送る場合、1社の企業について複

数件の登録があることがよくあるため、データシートの送信先、およびそれを証明するIMDS上
の企業IDを確認しておくことは重要です(個別のOEMに送信する場合は、IMDSインフォメーシ

ョンページの”FAQ(よくあるご質問集)”>”各自動車メーカー(OEM)からの情報”から個別の指示を

確認してください)。組織に対して送る場合は、割り当てられた送信先の組織に所属するユーザ

ーだけがデータシートを受理することができます。さらに、データシートが組織に割り当てら

れた場合、送られた組織に所属しているユーザーだけが、受信済み一覧の中でデータシートを

見ることがでます。 
なお、1つの系列に属する送信先は1回しか指定できないため、1社の傘下にある複数の組織

に送信する必要がある場合は、データをコピーして複数の異なるID宛てに送信する必要があり

ます。また、自身のIMDS企業を送信先情報に追加することはできません。 
 

送信先を選択し適用をクリックすると、その送信先企業向けの「企業データ」画面が表示さ

れます。 

送信先が一件追加された時点で「送信」、「全送信」のボタンが実行可能になります。デー

タシートがまだリリースされていない場合、選択できるオプションは「送信」または「全送

信」のいずれかです。またデータシートがリリース済みの場合、選択できるのは「全送信」の

みです。「送信」は送信先が 1 社に対してのみ有効であるためリストに 2 つ以上の送信先が含

まれている場合は、｢送信｣ボタンは実行できません。データシートを「社内送信」した場合

も、「全送信」ボタンのみが実行可能です。.  

複数の顧客に送信したい場合は、上述のプロセスを繰り返します。まだ送信を実行していなけ

れば、送信先情報画面に複数の送信先を追加できます。一つのデータシートはたとえ組織が異

なっていたとしても企業そのものに対して一度しか送信できません。一つの企業に対して複数

回データシートを送信したい場合は、「コピー」機能から「コピー」を作成してください。 

送信先の削除を行うには、「削除」ボタンを使用します。同機能は、選択した送信先に対し

てのみ実行されます。送信先の削除が行えるのは、データシートが承認されていない場合のみ

です。一度でも承認されてしまうとデータシートを削除することはできません。(3.3.20をご参

照ください) 

送信先を追加した後、企業情報を入力するための別画面が表示されます。 

「企業データ」画面に企業特有の情報を入力すると、データシートを一つ作成するだけで異

なる企業に異なる部品番号をつけて送信することができます。部品名称や材料名称と共に、こ

の画面で入力された部品番号や材料コードは、データシートが送信されると受信側の構成情報

画面に表示されます。もし部品番号や部品名称を理由にデータシートが拒否された場合、デー

タシートの送信者は送信先企業画面にて情報を修正しなければなりません(ただし、データシー
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トが承認されていない場合のみ)。この場合、コピーや新バージョンを作成する必要はありませ

ん。データシートのコピー機能で新バージョンを作成すると、上述の情報を含め送信先の情報

は全て、新しいデータシートにコピーされます。 

企業データの情報は正しい形式で入力することが極めて重要です。送信先によっては、何ら

かのオフラインシステムでエラーチェックが実施されていることがあります。形式にミスがあ

ると、目視なら許容される程度のわずかな違いであっても、ほとんどのコンピュータシステム

では許容されません。 

サプライヤーID 番号としての DUNS ナンバー（GM、オペル、サーブ、フォルクスワーゲン

宛ての送信） 

DUNS®ナンバー（Data Universal Numbering System）は、地理的な場所に基づいて個々の企業

を識別するための仕組です。Dun&Bradstreet（D&B）により 1962 年に策定され、世界中の企業

に関する情報を管理する標準的な方法となっています。DUNS ナンバーは D&B が割り当てと管

理を行う 9 桁の識別コードで、IMDS には、これを扱う固有の形式が用意されています。D&B
により定められている形式は「XX-XXX-XXXX」です。もしあなたの会社が DUNS ナンバーを持っ

ておらず、それが必要になるのであれば、Dun&Bradstreet (www.dnb.com)から入手をお願いしま

す。自社のカンパニーアドミニストレーターが企業または組織情報の画面において DUNS ナン

バーを入力した場合、サプライヤーコードの欄にもこの番号が自動的に入力されます。その

DUNS ナンバーが有効でない場合、サプライヤーコードは空欄です。顧客によって別の番号体

系が割り当てられている場合、または一つの企業 ID に対して複数の拠点がある場合を考慮し

て、このフィールドは編集可能となっています。 

以下の表に送信先情報画面のアイコンについてまとめています: 

 

アイ

コン 

操作 説明 

 送信先の追加 このボタンを押すと、送信先企業を検索する画面が表示されます。

IMDS に登録されている企業のみが検索結果に表示されます。 

 送信先の削除 選択した送信先を、送信先として無効にする(グレーアウトになりま

す)、または送信先から削除します。 

 全送信 まだデータシートが送信されていない送信先企業が 1 件以上、送信先

リストにある場合は使用することができます。このボタンを使用する

と、全社に送信と同じようにデータシートがリリースされる全送信と

いう操作を行うことができ、送信先の追加以外の変更をすることがで

きなくなります。 

 

http://www.dnb.com/
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3.3.16 データシートの社内送信/送信/全送信 

データシートは送信または全送信しないと、顧客はそのデータシートを見ることができませ

ん。以下の図は社内送信/送信/全送信の違いを説明したものです: 

編集モードのデータシートに何が起こるか? 
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How Send/Receive Works 
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あるデータシートを送信する際に、送信元企業の組織が、過去に同じ部品番号とサプライヤ

ーコードのデータシートをその送信先企業の組織に送信したことがあるかどうかを、IMDS で自

動的にチェックします。もし、これから送るデータシートの部品番号とサプライヤーコード(送
信先情報画面で入力した値)と同じデータシートを送信したことがあった場合、そのデータシー

トのモジュール ID (バージョンは違ってもよい)は、過去に送った同一部品番号とサプライヤ

ーコードのデータシートと同じでなければなりません。 

 

データシートを顧客に送信または全送信 

送信/全送信する際、IMDS では以下の項目をチェックします: 

・ 送信しようとしているデータシートのタイプ、ID およびバージョン 
・ データシートの全ての送信先企業 
・ データシートの全ての送信先企業の「企業データ」画面に入力されている部品番号

およびサプライヤーコード 
・ 過去にその送信先企業の組織に送られた全てのデータシートのうち、同じ部品番号

とサプライヤーコードで送られたデータシートの ID とバージョン 

 

このチェックは、サプライヤーが過去に同じ部品番号のデータを同じ送信先に送ったことが

あるかどうかを確認するものです。仮にこのチェックに当てはまった場合、レコメンデーショ

ン 001 の規則 3.2.2.B に違反しているという警告を表示します。加えて、過去に送信したデータ

シートの ID と部品番号もお知らせします。 

またこのチェックで、最新の承認したバージョンで”送信先企業の組織”、”部品番号”、”サプ

ライヤーコード”が同じデータシートが見つからない場合は、規則 3.2.2.A に準拠するために新

しい部品番号またはサプライヤーコードが必要であることを示す警告を表示します。 
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How Propose/Receive Works
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3.3.17 エラーチェック 

ツールバーの「データシート」>「確認」オプションを選択すると、エラーチェックが行わ

れます。データシートの内容を、基本的なルールおよび送信先固有のルールと照らし合わせ

て、エラーメッセージを出力します。結果は確認画面に表示します。 

               

データシートを社内送信、送信、全送信するためには、エラーを全て修正しなければなりま

せん。警告については無視して送信することはできますが、顧客によっては承認前に修正を求

められることがあります。送信先企業では受信済み一覧からエラーチェックを実行して警告が

ないかどうかを確認することができます。IMDS-a2 または IMDS-AI を使用している送信先で

は、IMDS オンラインシステムに組み込まれている以外のチェックも可能です。 

エラーや警告がなければ「データシートはすべてのチェックに合格しました。」というメッ

セージが表示されます。それによりユーザーは社内送信、送信、全送信、場合によって公開を

行うことができます。 

     

データシートに適用される規則に関しては、IMDS ステアリングコミッティーによって推奨

する入力方法が定義されています。{注意: ユーザーの観点でいうと、レコメンデーションとい

う言葉は「規則」と読み替える方が適切だと思われます。レコメンデーションに沿っていない

データシートが OEM に承認されるケースはごくまれです。} 
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レコメンデーションの中の 1 トピックでは、化学物質または材料の含有率の範囲値の差の許

容値が定められています。条件によって、最大値と最小値の差について異なるルールが適用さ

れています。 

1. 別の材料やセミコンポーネントに追加された材料 
別のセミコンポーネントに追加されたセミコンポーネント 

当該の材料またはセミコンポーネントが、IMDS ステアリングコミッティーによって公開さ

れているデータシートに記載されたものでない場合、次の値が適用されます。 

 

最小値（LL）から最大値（UL）までの範囲 最大値 M = UL% - LL% 

0 < LL ≤ 100 M ≤ 20 

 

2. 材料に追加された化学物質 

当該ノードが化学物質であり、直上の材料が IMDS ステアリングコミッティーまたは ILI によ

って公開されているデータシートでは無い場合、化学物質を材料(全ての材料分類)に追加する

際に次の表が適用されます。: 

最小値（LL）から最大値（UL）までの範囲 最大値 M = UL% - LL% 

0 ≤ LL ≤ 7.5   M ≤ 3 

7.5 < LL ≤ 20 M ≤ 5 

20 < LL ≤ 100 M ≤ 10 

 

3. 化学物質 

化学物質には次の3種類があります。 

1. 特定のCAS（Chemical Abstract Service）ナンバーで登録されている物質 
2. 擬似物質 - 該当する化学物質と完全に合致するCASナンバーがない物質（CASナンバーの

フィールドが「-」表示） 
3. ジョーカー/ワイルドカード - CASナンバーのフィールドに「system」という語が含ま

れ、実在する化学物質名称を持たない物質。ジョーカー/ワイルドカードは、GADSLに
含まれない化学物質の組成に関しての特許情報を秘匿するようなある特殊な状況で利用

されます。 
 

基本的に材料は 90%の化学物質情報を含んでいなければなりません。つまり、未指定物質が

10%を超えることはレコメンデーション 001 で認められていません。（名前に「not to declare」
を含む化学物質は、IMDS のジョーカー/ワイルドカードです。）含有率が範囲値で申告されて
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いる化学物質については、範囲の上限値に規則が適用されます。ILI またはステアリングコミッ

ティーによって公開されているデータシートを除き、データシート上で各々の材料内の未指定

物質の含有率の合計が 10%を超えてはなりません。合計が 10%を超える場合は警告が表示され

ます。 

なお、入力する化学物質は完成品で使用されている物質のみとしてください。全ての処理化

学薬品を入力する必要はありません。（消費者に売られた最終製品内に残留物が残ったままに

ならない限り） 

IMDS には“量産準備初期段階の「事前申告」データシート”という欄が あります。その名の

通り、この欄にチェックが入ったデータシートは、プロトタイプや試作品であり、使用上の制

限が一部解除されています。”ワイルドカード“not yet specified”は、量産準備初期段階の「事前

申告」データシート用の材料データシートにのみ使用できます。最終版データシート(PPAP/イ
ニシャルサンプルレポート)に使用してはいけません。「量産準備初期段階の「事前申告」デー

タシート」欄にチェックがない最終版の材料データシートやモジュールに“not yet specified”が
含まれていた場合、警告が発生します。 

最終版のデータシートの中に自社か受信済みの“量産準備初期段階の「事前申告」データシ

ート(Preliminary MDS)”を参照している場合、エラーメッセージが出ます。ユーザーは、自社か

受信済みの“量産準備初期段階の「事前申告」データシート(Preliminary MDS)”を含む最終版のデ

ータシートを送信することができません。また、“量産準備初期段階の「事前申告」データシー

ト(Preliminary MDS)”のチェックボックスは、全てのデータシートの詳細情報に表示されます。 

エラーチェックでは、最終的なデータシートツリー内の（すべてのレベルにおいて）量産準

備初期段階の「事前申告」データシート(Preliminary MDS)へのすべての参照について警告が表示

されます。 新しく作成された最終的なデータシート内で量産準備初期段階の「事前申告」デー

タシート(Preliminary MDS)を参照することはできません。 この場合、既存のエラーチェックは

エラーを示します。 

4. 材料と化学物質を同じレベルに配置することについて 

材料と同じレベルに化学物質に配置するとエラーが発生します。 

5. 異なる種類のタイプを同じレベルに配置することについて 

データシート内の同じレベルで異なるノードタイプが使用されている場合は、「異なるタイ

プのノード（コンポーネント、セミコンポーネント、材料）が同じレベルで使用されていま

す。」という警告が表示されます。 

「・・として部品に使用」（3.3.12 参照）に空白でない値が設定されている場合は、このメ

ッセージは表示されません。                                       

6. 削除されたデータシートについて 
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データシートは、IMDS の中で削除されることがあります。このように削除されたデータシ

ートやそれを参照しているデータを使用し続けることは、IMDS のデータ品質を落とすことにつ

ながります。また、無効な化学物質を含むデータシートは今後利用されるべきではありませ

ん。他社データシートが削除されていた場合は、警告メッセージが表示されます。一方、自社

データシートが削除されていた場合はエラーとなります。 

7. セミコンポーネントに対するエラーチェックについて 

リリース 7.0 以降、セミコンポーネント作成時に、使用される単位あたりの質量と種類

(kg/m、kg/m²、kg/m³のいずれか)の入力が必要となります。2010 年 2 月 16 日以降、セミコンポ

ーネントのデータシート/モジュールを新規作成(ステータスが「編集モード」)する際、単位あ

たりの質量の種類が指定されていない、または単位あたりの質量が”0”の場合、エラーが発生し

ます。 

ZVEI-Rec019 (Company ID 102677)によって作成されたセミコンポーネントのデータシートについ

ては、以下のチェックが除外されます: 

 ワイルドカードや機密扱いのような未指定物質が 10%を超えた場合のチェック 
 材料と化学物質の組み合わせチェック(SC90 チェックとも呼ばれる) 
 化学物質の含有率の範囲値のチェック 

受信済みデータシートに対しても、承認前に上記のチェックが全て実行されます。 

 

ツールバーの「確認」ボタンが有効になっている場合は常に、自社のリリース済みのデータ

シートやモジュールを全送信または公開するために、上のチェックを実行することができま

す。データシートの中に参照されているデータに対しても同様にチェックを実行できます。 

 

リリース 6.0 導入までは、データシートに含まれる部品の入力方法が最新のチェック基準に

照らし合わせると既に無効になっている場合であっても、完成版となっている自社のデータシ

ートをさらに全送信することができました。この仕様が変更され、全送信時点でのチェック基

準が適用されます。 

参照されているデータに対して以下のチェックが実施され、場合によっては警告が表示され

ます: 

a 化学物質の含有率の範囲値の差が定められた値を超えない 

b 未指定物質に対する 10%ルール 

c 同一階層での異なるノードタイプ 
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8. 材料作成時の特別チェック 

IMDS で材料を新規作成する場合や既存の材料を参照する場合は、IMDS システムのエラーチ

ェックで以下の項目がチェックされます: 

1. MDS ステアリングコミッティー(companies IMDS-Committee (423)、IMDS-Committee/ILI 
Metals (18986)、Stahl und Eisenliste (313))が作成した標準材料は、材料のチェックから

除外されます。 
2. 材料分類ごとに、含まれるべき 1 種類以上の化学物質の含有率の最小値が定義され

ており、新しく材料を作成する際はその条件を満たさなければなりません。そのほ

かの化学物質は、定義された化学物質の含有率の範囲値を越えてはなりません。 
3. 材料内に特定の化学物質が特定の含有率(%)より多く含まれている場合には、その化

学物質に沿った材料分類を選択する必要があります。また、材料分類が 7.3(Other 
compounds (e.g. friction linings))と 8.x(Electronics/Electrics)の場合は、どの化学物質の組

み合わせが含まれていても警告は発生しません。 
4. 材料に液体や気体の化学物質が 1％より多く含まれていて、なおかつ材料分類が 9.x

でない場合、または、特定の化学物質（反応性物質、イオン、液体、気体の 3 つの

グループに属する物質）が 1％より多く含まれている場合には、関連する警告が表示

されます。材料分類 7.1(Modified organic natural materials)の材料に”water”を含めるこ

とができ、その場合の含有率に制限はありません(警告は表示されません)。 
5. 材料が一つまたは複数の下位の材料から構成されている場合、最上位にある材料が

チェック対象となり、材料に含まれる全ての化学物質の含有率の合計が計算されま

す。 
6. 自社で作成した材料データシートの中に、無効な化学物質が含まれている場合は、

エラーが発生します。一方、他社の材料データシートの中に無効な化学物質が含ま

れている場合は、警告となります。 
7. 適切な材料分類を特定‐IMDS ユーザーは材料データシートを作成する最初の段階で、

材料分類を選択します。その後、構成情報を追加しますが、最初に選択した材料分

類とは違う内容でその構成を作成することができてしまいます。そこで中身に合っ

た、適切な材料分類を選択できるようにするために、構成情報を入力した後に IMDS
のエラーチェックで SC90 チェックに沿った適切な分類を選べるようにします。この

新しいチェックで、最初に選択したものと異なる材料分類が適切だと判断した場

合、IMDS のエラーチェックで警告を表示し、選択できる材料分類を表示します。 
8. 機密扱いのチェックを付ける化学物質は CAS ナンバーまたは EINECS ナンバーが必須‐

認識番号(CAS または EINECS ナンバー)を持たない化学物質は、機密扱いとして隠され

るべきではありません。新しい IMDS のエラーチェックでは、機密扱いのチェックが

ついている化学物質に CAS ナンバーまたは EINECS ナンバーがついていない場合はエ

ラーを表示させます。 
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9. 材料分類 5.x すべてに対して、10%ルールを最上位の材料に適用 - 未指定物質(ワイル

ドカード/機密扱い物質)の含有率が合計で 10%を超えると警告が発生するというエラ

ーチェックについて、IMDS では材料分類 5.x すべてに対して、最上位の親材料をベ

ースに計算されます。 
10. GADSL / REACH-SVHC 化学物質が機密扱いとして参照されている材料データシートの

チェック - 懸念物質が機密扱いの物質を含む全てのデータシートはエラーとなりま

す。 
11. 材料データシートを公開するプロセスについて、警告が許されなくなります。現在

は単一の警告でもエラーにつながるため、このプロセスが終了となります。公開材

料データシートの品質をあげるため、絶対的に「クリーン」な材料しか公開される

ことができません。次の材料データシート作成者は、この厳格な取り扱いから除外

されます。IMDS-Committee(企業 ID：423), IMDS-Committee/ILI Metals(企業 ID：
18986)、Stahl und Eisen Liste(企業 ID：313)。 

12. 通常、材料は一つだけの物質で構成されてはいません。いくつかのケースでは、材

料名は、顔料、充填剤、安定化剤を含有することを示しています。さらに、特定の

材料分類、例えば材料分類 5.5.1 のように、複数以上の化学物質が含まれていること

を示唆しています。それ以外の場合は、このカテゴリが選択されるべきではありま

せん。添加剤は、REACH（例えば、可塑剤）および他の規則から特定の化学物質を含

んでいます。したがって、材料分類が 5.x または 6.x で、一つだけの化学物質が 
100％で構成されている材料データシートが新たに作成された場合、警告が発生しま

す。このチェックは、新しく作成された材料および参照された材料に対して実行さ

れます。 
13. 材料分類 5.x（プラスチック材料）の材料データシートをチェックする際、リサイク

ル材について以下のチェックがあります： 

- リサイクルの質問が入力されている（はい/いいえ） 

- リサイクル材に関する詳細／ウィザードデータが存在する場合、メカニカル

のプレコンシューマリサイクル材とポストコンシューマリサイクル材の合計

の MINと MAXの差が 20％を超えるかどうかのチェックはスキップされる 

- プレコンシューマリサイクル材が 20%を超えない範囲 
- ポストコンシューマリサイクル材が 20%を超えない範囲 

14. 材料を参照するコンポーネント/セミコンポーネントのデータシートがトップノード

（子ノードの可能性あり） で、プレコンシューマリサイクル材および/またはポスト

コンシューマリサイクル材の範囲が 20%を超える場合、編集中/リリース済み/送信済

みのデータシートがチェックされると、リサイクル材の最大範囲 20%を超えるという

警告が表示されます。このデータシートの受信者にも、この警告が表示されます。 

15. 転送許可 - チェック手順の間に、システムは「転送許可」チェックボックスが設定

されているかどうかを確認します。そうでない場合、「この送信先には転送が許可さ

れ て い
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ません。」という警告が発生します。これはお客様の要求に合わない可能性がありま

す。 

作成企業側： チェックが入っていない送信先ごとに警告が表示されます。 

受信側：現在ログインしている受信側企業のチェックが入っていない場合のみ、警告

が表示されます。 

 

 

16. SC 90 チェックによると、「充填剤」とマークされた全てのデュアルユース物質は、

充填剤/強化材としてもカウントされます。（材料分類 5.1.b の材料にはフラグがない

ため、材料分類 5.1.a にのみ関係します） 

 

9. コンポーネントの質量に基づいて標準化された最大偏差 

IMDS リリース 10.0 では、最大偏差に範囲ベースの初期値を導入します。質量公差の値は、

過去のデータを含めて、Web アプリケーションでは表示されなくなります。 

偏差の値はすべてのコンポーネントノード

のレベルでチェックされ、定義された上限の

パーセンテージを超えるべきではありませ

ん。 

質量の範囲とそれに対応する制限は上記の

表に示されています。例えば、100g のコンポ

ーネントは計算値と比べて、5%以上の偏差をもつことはできません。 

偏差が定義された最大値を超えた場合、警告が表示されます。この警告は過去のデータにも

適用されます。 
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10. obsolete（旧式、廃型）としてマークされている参照データシート/モジュールのチェッ

ク 

自社の obsolete（旧式、廃型）データシートを利用するとエラーチェックの際に警告メッセ

ージが表示されます。それでユーザーはこのデータシートかモジュールを入れ替えることがで

きます。 

 

11. 1 つ以上の子の代替品をもつこと 

子の代替品が 1 つしか存在しない場合は、エラーチェックでエラーが発生します。 

 

12- 子の代替品は、同じような質量でなければなりません 

エラーチェックの中で、すべての子の代替品の質量は、優先的な代替品の質量と比較されま

す。いずれかの代替品の重量が、優先的な代替品の対応する質量から許容される偏差を超える

場合、この代替品の質量フィールドにエラーが表示されます。許容される偏差は、質量の範囲

ごとに定義されます。（部品質量と部品質量(自動計算値)のチェックと同じルールが、優先的

ではない代替品の質量と優先的な代替品の質量の比較に適用されます） 

 

優先的な代替品の質量範囲 優先的な代替品から許容される質量偏差

の％ 

優先的な代替品の質量 >0 and <= 1g  100% 

優先的な代替品の質量 >1 and <= 100g  10% 

優先的な代替品の質量 >100 and <= 1kg  5% 

優先的な代替品の質量 >1kg and <= 10kg  2% 

優先的な代替品の質量>10kg and <= 
100kg 

1% 

優先的な代替品の質量 >100kg  0.5% 

 

13- 優先的な代替品を 1つだけ設定する必要があります  

優先的な子の代替品が設定されていない場合、エラーとなります。 

 

14- アプリケーションコード"Other application (Potentially prohibited)"  
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アプリケーションコード"Other application (Potentially prohibited)"を選択した場合、「アプリ

ケーションコード"Other application (Potentially prohibited)"」が選択されました。」という警告が

表示されます。送信先のチェックルールに準拠しているか確認してください。" 

 

3.3.18 データシートの公開と転送 

公開 
データシートを公開すると、IMDS の全ユーザーがアクセスできるようになります。IMDS の

全ユーザーが、データシートに含まれる化学物質まで知ることができるため、企業固有の情報

が含まれるデータシートは決して公開しないでください。承認済みのデータシートを公開した

場合、削除することはできません。 

以下の理由により、多くのユーザーはステアリングコミッティーが公開した標準データシー

ト以外の公開データシートを使用しないよう求めています: 

1. 公開データシートは作成者以外、誰も承認していないデータシートであるため。シ

ステムが行うエラーチェックはあくまで標準のチェックのため、品質に疑問が残り

ます。 
2. 公開データシート自体を「承認」または「拒否」することはできないため。 
3. 公開材料はオフラインシステムからアクセスすることが難しいため。 

カンパニーアドミニストレーターは企業単位でデータシートの公開の可否を設定できます。

公開をできる設定にすると、どのタイプ(コンポーネント、セミコンポーネント、材料)を公開

できるかを設定します。次に組織に対して公開の可否を設定します。最後にユーザーID に対し

て公開可能なプロファイルである“User (publish)”を設定して初めて、ユーザーがデータシートを

公開できるようになります。” User (Certification)”は公開できる権限を持っていません。 

これらの注意点は、IMDS コミッティーが公開したデータシートには当てはまりません。コ

ミッティーのデータシートとは、企業名(企業 ID)が IMDS-Committee (423)、IMDS-Committee/ILI 
Metals (18986)、Stahl und Eisenliste (313)の企業が公開したデータシートを指します。これらの材

料は標準材料として利用できます。IMDS の専門家が広範囲にわたってデータシートの有効性を

チェックし、「ゴールドスタンダード」な公開標準データシートとして認められたデータシー

トだからです。ZVEI-Rec019 が作成した材料を含む標準材料は多くの IMDS の材料チェックのル

ールから除外されます。 

IMDS-Committee (423)、IMDS-Committee/ILI Metals (18986)、Stahl und Eisenliste (313)からの材料

データシートは、厳しいハンドリングから除外されています。 

材料データシートの公開は以下の場合のみ可能です: 

1. 企業が材料データシートの公開を許可されている場合（「システム管理」>「企業」

>「詳細」>「設定」>「データシートの公開：材料」） 
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2. ユーザーが、公開の権限を持つユーザープロファイルを持っている（ユーザー

(Publish)、カンパニーアドミニストレーター、IMDS-AI ユーザー） 

注：IMDS Advanced Interface のユーザープロファイルは自動的に認証され、このプロ

セスから除外されます。 

3. ユーザーが公開データシート認証フォームを確認して承認し、かつカンパニーアド

ミニストレーターに承認されたこと。 

 

一般的にデータシートの公開には、4 つの前提条件を満たす必要があります。 

1. データシートの公開が企業レベル/組織レベルで許可されている。 

2. 特定のプロファイルを持つユーザーのみがデータシートを公開できる。 

3. ユーザーは個人設定で、公開ルールに従うことを確認しなければなりません。 

4. カンパニーアドミニストレーターは、各ユーザーの自己認証を確認します。 

 

転送 
実際に自社で製造していない製品について、名義上の最後の所有者としてサプライヤーとな

っている企業では、転送オプションを使用することにより、受信したデータをそのまま取引先

に送信できます。転送データは取引先 1 社のみに送られます。受信済み/転送バージョンのデー

タシートの構成情報に変更を加えることはできません。転送する場合は転送者は企業情報に自

社の情報を記載し、送信先を選ぶことで、この（変更されていない）データシートを送ること

ができます。 

この転送機能を使用する場合は、以下の制約があります: 

 データシートを送信する場合、「送信先情報」の「企業データ」画面で「転送許

可」を「はい」にチェックしておかなければ、受信側でこのデータシートを転送す

とができません。 
 「承認」されたデータシートのみが転送可能となります。 
 承認されたデータシートの転送バージョンは1つのみ作成されます。 
 転送バージョンのデータシートは全送信のみ行えます。送信や社内送信はできませ

ん。 
 転送バージョンのデータシートを編集することはできません。（「サプライヤー情

報」、「送信先情報」は除く） 
 転送バージョンのデータシートは参照されません。（元の承認済みデーシートを参

照してください） 
 

異なる送信元からのデータシートを転送することができますが、送信先情報画面においては

特定の部品番号を入力することができます。サプライヤーがデータシートを転送したいと思っ
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た時、IMDS のエラーチェックでは、送信済み一覧から過去に同じ送信先に送られたデータシー

トを検索し、送信先情報に入力されている部品番号、サプライヤーコード、データシートの ID
を確認します。もしデータシートの ID は異なるが、それ以外の項目が合致していた場合は、そ

の送信先に部品番号(およびサプライヤーコード)が同じで ID が異なるデータシートを、過去に

送信したことがあるとお知らせします。 

転送についてもバージョン管理をサポートするため、送信先向け部品番号が同じデータシー

トのリストをシステムで表示し、選択できるようにします(レコメンデーション 001 の規則

3.2.2.B に準拠)。メッセージによって表示されたデータシートを一つ選択すると、IMDS システ

ムが自動でデータシートの ID とバージョンをルールに沿ったものに変更します。 

部品番号、サプライヤーコード、データシートの ID が合致しなかった場合は、次に転送す

るデータシートのバージョン番号を確認します。もし 1.0 以下だった場合は、規則 3.2.2.A に準

拠しているという事で、エラーや警告は発生しません。バージョン番号が 1.0 より大きい場合

には、警告を表示し、新しい部品番号またはサプライヤーコードの場合は新しいデータシート

の ID で送信するようお知らせします。 

 

3.3.19 データシートのコピーと論理削除された参照データのコピー 

 

自社で所有しているデータシートをコピーする場合、データシートを検索し、右クリックで

「コピー」を選択します。さらに新しいコピーの作成（コピー/新規データシート）、または新

しいバージョン（コピー/新規バージョン）を選択します。コピー（コピー/新規データシー

ト）の場合、データシートは新しい IMDS ID を取得します。また、名称は Copy_<コピーされた

データシートの名称>としてはじめに作成されます。 

他社が作成したデータシートをコピーする場合はコピー(コピー/新規データシート)のみ行え

ます。ただし受信して承認したデータシートで転送が許可されているものは例外です。この場

合、ほかに転送のオプションが提供されます。 

他のデータシートを参照しているデータシートをコピーする場合、オリジナルのデータシー

トと同じバージョン情報と共にそのままコピーされます。新バージョンでもコピーでも参照デ

ータシートはオリジナルデータシートの状態から一切アップデートされません。 

参照データシートが削除されるケースもあります。よくあるケースはステアリングコミッテ

ィーが公開した標準材料の構成から要申告または禁止物質が取り除かれ、既存データが有効で

なくなるケースです。一度削除されたデータシートは今後使用することができません。このた

め、削除されたデータシートを参照している親データシートをコピーしようとすると、コピー

後のデータシートから削除され、もともと削除済みデータシートが参照されていた場所は、削

除された旨を示す「ダミーノード」に置き換えられます。 
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似たケースとして、機密扱いとされた化学物質を含む承認済みデータシートをコピーしよう

とすると、実際の化学物質をユーザーは知ることができないため、参照データシートは新しい

モジュールとして編集できる状態でコピーされます。このような参照部分のモジュールを完成

させた後、コピーしたデータシートに戻ります。 

しかしながら、データシートのコピーは、オリジナルのデータシートの変更管理を難しくし

ます。特に材料のデータシートはコピーされるべきではありません。ただし、材料メーカーだ

けはコピーの作成・編集が可能です。 

IMDS リリース 9.0 では、コピーできる条件を以下の通り変更します: 

・材料のコピーは、その材料データシートの所有者/作成者のみが可能。 

・承認済みまたは公開済みの材料データシートはコピー不可。 

・承認済みまたは公開済みのセミコンポーネントおよびコンポーネントのデータシートはコ

ピー可能。 

・承認済みまたは公開済みのコンポーネントまたはセミコンポーネントをコピーした後、コ

ピーに参照されている全てのノードはそのまま保持される。 

・コンポーネントおよびセミコンポーネントについては、そのユーザーが所有者ではない参

照ノードもコピーでき、編集が可能。 

 

3.3.20 データシートの削除/送信先情報の削除 

実際にはシステムからはデータシートは削除されていません。削除とは今後そのデータシー

トを利用不可能にすることです。システムには削除データ－の復元機能がありませんので、デ

ータシートを削除する前に注意が必要です。適切な権限を持った誰もが自社のデータシートを

削除することができます。自社で作成したデータシート/モジュールであれば、削除することが

できます。一方、受信済み一覧から検索できるデータシート(他社データシート)は削除するこ

とができません。受信済み一覧において表示させたくないデータシートがある場合は、検索条

件を指定してください。 
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データシートを削除しても他のコンポーネント、セミコンポーネント材料に前から参照されて

いたデータシートは残り続けます。これらのデータシートは、参照データシートが削除される

前にリリース済み(リリース済み、公開済み、送信済み、全送信済み)であった場合、今後もそ

のデータシートは他のデータシートに参照して使い続けることができます。ただし、削除した

材料を参照しているデータシートのコピーを作成したり、新バージョンのコンポーネント、ま

たはセミコンポーネントを作成する場合は、エラーメッセージが表示されます。また削除され

たデータシートはツリー構造から除かれます。 

 

データシートの削除を決定する場合、いくつかの問題を考慮しなければなりません。 

 データシートは別のデータシートに参照されていないですか？ 
 データシートをどこかに送信していないですか？ 
 データシートのバージョンは複数ありますか？ 

 

データシートは別のデータシートに参照されていないですか？? 

データシートが参照されているかどうかに関わらず、論理的にのみ削除されます。すなわ

ち、削除マークが付けられ、検索や参照が不可能になります。しかし、参照されているデータ

シート内では見ることができます。 

データシートをどこかに送信していないですか？ 
既に受信側でデータシートを閲覧や承認していると、一社以上へ送信されたデータシートは

物理的に削除することができません。削除しても受信側企業は「受信済み一覧」の中でこのデ

ータシートを見ることができます。そのステータスは「送信者による取り消し」となります。

そのデータシートは、もはや参照することはできません。 

データシートのバージョンが複数ありますか？ 
データシートが 1 つ以上のバージョンを持っている場合、すべてのバージョンを削除するこ

とができます。例えば部品が交換された場合には、これは便利です。選択されたデータシート

の削除を確認し、システムは選択されたデータシートを削除します。そしていくつかのバージ

ョンがある場合、すべてのバージョンを削除しますか？という確認があります。 

送信先企業の削除 (3.3.15 参照) 
データシートを間違った企業に送信するというケースが頻繁に起こります。そのような場合

は、データシートを削除する必要はなく(特に全送信した場合)単に送信先を削除することにな

ります。データシートを検索し、その「送信先情報画面」で正しくない送信先を選択し、削除

します。間違って送信してしまった受信先でのデータシートのステータスは「送信者による取

り消し」に変わります。  
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注：検索条件で「送信者による取り消し」を除く以外に、送信済みまたは受信済み一覧の検

索結果から削除されたデータシートを除く方法はありません。 

 

 

 

 

3.4 レコメンデーション 
IMDSステアリングコミッティーはデータシートの作成方法についていくつかの推奨事項とし

て公開しています。レコメンデーション001は全てのデータシートに当てはまる推奨事項が記載

されており、さらに材料分類についても説明しています。レコメンデーションはヘルプメニュ

ーから開くことができます。 

 

もしくは、各データシートの構成タブの右側、「詳細」画面からも開くことができます。 
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上でご説明した通り、「推奨」とは言っていますがレコメンデーションの規則に従っていな

いデータシートを OEM が承認することはごくまれです。このため、自社製品に関するレコメン

デーションは事前にお読みいただくことを強くお勧めします。 

 

注意：レコメンデーションは頻繁に追加･更新されますので、ログイン毎に確認することを

お勧めいたします。 
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4 データシートの運用 
4.1 サプライヤーから顧客へのデータ送信 

 

IMDS をよく利用されるユーザーは、IMDS がどのように情報を安全に管理しているかご理解

頂いていると思います。ユーザーがリリースしていないデータシートで作業している間は、そ

の他の IMDS ユーザーは誰もそのデータにアクセスできません。もしカンパニーアドミニストレ

ーターから“トラストユーザー”に指定されており、該当のデータシートが存在することは分か

っていたとしても、IMDS 内の他の企業からアクセスできるユーザーはいません。一方、同じ企

業に属する適切な権限を持ったユーザーは、それを編集したり削除したりすることができます。 

ユーザーが顧客にデータシートを送信したり、全送信したりする際には、送信するという表

現を使ってはいるものの、実際に顧客にデータを送信（例えば E メールのように）するわけで

はありません。そのような時でも、データシートはサーバー内に物理的に留まったままです。

データの送信側の企業と受信側の企業の間に、このデータシートのためのリンクが作成され、

これにより、受信側の企業はそのバージョンのデータシートを見ることができます。 

データシートを受け取った後、受信側の企業のユーザーは、そのデータシートの内容を確認

し、それを承認したり、拒否したりすることができます。データシートの情報は、インターネ

ット上の“情報ハイウエー”を物理的に移動しているわけではなく、DXC のサーバー上の安全な

エリアに保存されたままになっています。データシートが送られる際には、IMDS では受信者と

して指定された企業のみがそのデータシートを確認できるようにします。指定されていない企

業が、そのデータシートにアクセスすることはできません。 

送信側企業が提出したデータシートを、受信側企業が自身が作っているデータシートの構成

（子供）として参照し、それを受信側企業の顧客に対して提出した場合、受信側企業の顧客

も、送信側企業が提出してデータシートを見ることになります。ただし、その顧客は上記送信

企業の企業情報に関しては見ることができません。殆どの部品は、まるで彼らの供給元（あな

たにとっては顧客になります。上記の受信側企業に相当。）が、全ツリー構造を構築して提出

したかのように現れます。唯一の例外は、構成の一部として参照されているデータシートが公

開されたものである場合は、サプライチェーン上の誰もが、そのデータシートが誰により提供

されいるかを知ることができます。これは公開が安易に使われてはならない理由の一つで、公

開は然るべき理由がある場合のみ使用されるべきです。 

OEM や T1 サプライヤーの中には IMDS データや製品ライフサイクルを管理するために、社

内システムを導入し、AI 契約をした上で、IMDS 上の情報を社内システムにダウンロードしてい

る場合があります。ダウンロードの機能を使用したとしても、その企業は直接のサプライヤー

の企業情報を見ることしかできません（これは構成の一部のデータシートが公開されていない
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場合です）。ダウンロードを希望する企業は、IMDS データセキュリティを守ることが記載され

ているライセンス契約を、別途結ぶ必要があります。IMDS では 10 年以上に渡り、データが外

部に漏えいすることなく、このデータダウンロードを運用してきました。私どもはこのことを

誇りに思い、今後もこのような運用を行っていきます。 

 

4.2 データシートの機密性 
4.2.1 自社における機密扱い物質の閲覧権限 

材料データシートを作成している一部の企業は、自社の全ての従業員が機密扱いの化学物質

の情報を確認できることを望んでいません。そこで、自社の材料データシートの機密扱い物質

への閲覧権を、ユーザーレベルで管理できるようにする必要があります。 

IMDS の「システム管理」>「ユーザー」メニューで、カンパニーアドミニストレーターが各

ユーザーID に対して、「機密扱いの化学物質の閲覧」というチェックボックスにチェックを入

れることで、自社のユーザーに対して機密扱いの化学物質を検索できる権限を与えることがで

きます。新規または既存ユーザーの初期設定は全て”オフ”です。機密扱い化学物質の閲覧設定

は、ユーザー設定画面で確認できます。(編集は不可) (8.6.2 ユーザーの作成 参照) 

加えてカンパニーアドミニストレーターは、トラストユーザー画面から、自社ユーザーで機

密扱いの化学物質を閲覧できる権限を付与することもできます。(4.2.2 送信先での自社機密扱い

物質参照) 

機密扱い化学物質の閲覧権限はこれ以降、企業レベルでは管理されません。閲覧権限のない

ユーザーは材料データシート作成時に、化学物質を機密扱いにすることはできなくなります。

同じことが、コピー機能にも適用されます。閲覧権限を持っていないユーザーが機密扱い化学

物質を含む材料データシートをコピーすると、機密扱い化学物質はコピーされず、その部分は

プレースホルダー(ダミーノード)に置き換わります。 

 

4.2.2 送信先での自社機密扱い物質 

送信先によるデータの機密性の取り扱いをサプライヤーに対して保証するため、サプライヤ

ーはデータシート内の化学物質に「機密扱い」のフラグを立てることもできます。送信または

全送信された際に、このフラグを立てられた化学物質は”confidential substances”という名称に置

き換えられます。この機能は、これらの物質を表示することを制限し、他社の“トラストユーザ

ー”として指定されたユーザーにのみアクセス件を与えるものになります。これは“成分”とその

レシピを保護します。 

しかしながら、要申告または禁止物質やジョーカー/ワイルドカード物質を機密扱いにすること

はできません。また多くの提出先が未指定物質（機密扱いも含む）を材料内の10%以下と制限
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しています。IMDSではジョーカー/ワイルドカード物質を10%以上使用することに制限を加える

ことになる見込みです。 
 
 この機能は、化学物質の分析、またどこでその化学物質が使用されているかの分析には適用

されません。それらの分析はデータシートの構造に関するいかなる情報も漏えいするものでは

ありません。 
 
他のIMDS企業内のあるユーザーに対して自社の機密扱い物質を開示したい場合は、そのデー

タシートの作成元である企業のカンパニーアドミニストレーターが、他社の特定のユーザーを

トラストユーザーとして指定します(「システム管理」>「トラストユーザー」メニュー)。IMDS
外では、2社のビジネスパートナー（企業）は、IMDSの指定ユーザーが受信したデータシート

上の機密扱いの化学物質を閲覧することができる旨を示す、機密に関するステートメントを交

換することができます。個別に「トラストユーザー」権限を与えられたユーザーだけが、機密

扱いとされている化学物質の情報を参照できます。 

それに基づき、カンパニーアドミニストレーターは指定されるべきユーザーを管理画面にて

検索し、機密扱いとなっている化学物質への閲覧権を与えることができます。許可されていな

い場合、機密扱いの化学物質を見ることができません。 

 

ここで具体的な例を提示します。 

3社間で取引をしているサプライチェーンを、下記のシナリオで仮定してみましょう。 

 

このシナリオでは、Tier0の指定されたユーザーは、Tier2から「トラストユーザー」として権

限を与えられておりますが、Tier1の社内にはTier2から「トラストユーザー」は指定されていま

せん。Tier2のデータシートには機密扱いの化学物質が含まれています。Tier1ユーザーが自社デ

ータシートを作成し、Tier2から受け取ったデータシートを参照する際、Tier1にはアクセス権が

無いため、Tier2の機密扱いの化学物質をデータシート上で見ることはできません。Tier0がTier1
のデータシートを受け取った場合、Tier2がTier0のユーザーに対してアクセス権を与えているた
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め、Tier0はTier2のサブツリー（参照されたデータシート）上にある機密扱いの化学物質を閲覧

することができます。 

 

つまり、別の企業のユーザーに一度アクセス権を許可すると、そのユーザーは自社の全デー

タシート上の機密扱いの化学物質を閲覧することになります。データシートが直接送信されて

きたか、他のサプライヤーのデータシートの一部として間接的に送信されてきたかは関係あり

ません。これは、公開された データシートにもあてはまることです。 

上述のシナリオはサプライチェーンにおいて、つまりチェーンの開始地点（原料製造メーカー

など）からチェーンの最終地点（自動車製造メーカーなど）までのプロセスの複数のビジネス

パートナー（ここでは3社のみ）間において、典型的に見られるものです。 
 

注：IMDS組織（カンパニーアドミニストレーター）は、複数の企業のどのIMDSユーザーにデ

ータシートの機密扱いの化学物質の閲覧を許可するのかを決定します。 

 

 

4.3 入力依頼 
IMDS のデータシートの送信および全送信のやりとりは、どちらも納入先にデータシートを

送信するサプライヤー側から始まりますが、入力依頼は納入先がサプライヤーに対して、デー

タシートの送信を依頼する仕組みです。入力依頼の機能を使用する前に、この機能の仕組みに

ついて確認し、入力依頼を受け取るサプライヤーを明確にすることを合意するため、納入先と

そのサプライヤーとの間で IMDS システム外でのやりとりを確立しておく必要があります。こ

の章では、入力依頼の機能の使い方についてご説明します。 

 

 

4.3.1 入力依頼の内容 

入力依頼では、そのデータシートでの入力が必須となる属性と、入力するかを選択できる属

性とに区別されています。 

入力依頼には以下の内容が含まれます： 

 入力必須のデータシート属性のセット(基本属性、送信先固有の属性) 
 入力依頼主の指定により入力必須のデータシート属性(送信先固有の属性のみ) 
 入力依頼固有の管理データ 

次の図は、入力依頼に関連するワークフローを示しています： 
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4.3.2 入力依頼に関する用語：送信先と送信元 

データシート送信先は、データシート送信元への入力依頼を作成します。したがって、デー

タシート送信先が入力依頼の所有者となり、データシート送信元が入力依頼の送信先となりま

す。混乱を避けるために、データシート送信先とデータシート送信元という用語を使用しま

す。 

したがって、入力依頼の受信済み一覧の中に、入力依頼元(顧客)はデータシート送信先、自

社はデータシート送信元となります。一方、入力依頼の送信済み一覧の中に、自社はデータシ

ート送信先、この入力依頼を受信したサプライヤー企業はデータシート送信元となります。 

 

MDS Request Process 
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reject 

delete 
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4.3.3 データシート属性 

データシート属性は、基本属性およびデータシート送信先固有の属性の 2 種類に区分するこ

とができます。入力依頼主（データシート送信先）は、入力依頼の中で入力を求めるデータの

項目を示します。ほとんどの項目はオプションですが、データシート属性の“部品番号”および

“入力期限”は入力必須です。 

基本属性は、直接データシートの情報を参照するため、全てのデータシート送信先に対して

同じ情報となります。基本属性は以下のとおりです： 

 データシートタイプ 
 サプライヤー 
 入力期限（つまり提出日） 
 コンタクトパーソン（必須） 
 プロジェクト 

データシート送信先固有の属性は[送信先情報]タブに関連付けられているデータ項目です： 

 部品番号（必須） 
 名称 
 図面番号 
 設計変更番号 
 発注書番号 

入力依頼を作成するときに、項目欄に補足用のコメントを入れないでください。入力された

値が自動的に入力依頼のデータフィールドに割り当てられ、それ以上上書きできなくなりま

す。空欄にしておくことで、データシート送信元はその値を入力するかを選択できます。 

 

4.3.4 管理用データ 

管理用データは、入力依頼を直接参照するデータです。これは、入力依頼主（データシート

送信先）が、入力依頼を自社内で管理するために使用するデータで、以下のような項目を持っ

ています： 

1. プロジェクト： 複数の入力依頼を処理するために使用します。プロジェクトは、

カンパニーアドミニストレーターによって作成され、データシー

ト送信先企業全体で有効です。 
2. 企業 / 組織： データシート送信先企業/組織とコンタクトパーソンの ID 
3. 入力期限： データシート送信先でデータシートを受領をしたい日付 
4. 拒否の理由： 拒否する場合に入力必須の項目 
5. コンタクトパーソン：依頼元企業のコンタクトパーソンを特定するために使用 
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4.3.5 入力依頼のステータス 

入力依頼には次のようなステータスがあります： 

 新規の入力依頼 (ステータス "new") 
 入力依頼がデータシート送信元へ送信済み(ステータス “sent”、データシート送信元

では“received”) 
 データシート送信先が返信し、入力依頼を送付 (ステータス “sent”、データシート送

信元では“received”) 
 データシート送信元がデータシートを割り当てたが、まだ未送信 (ステータス 

"working"), 
 割り当てられたデータシートが送信済み (ステータス "waiting for acceptance") 
 割り当てられたデータシートが承認済み (ステータス "completed") 
 入力依頼受領先(データシート送信元)が入力依頼を拒否 (ステータス "rejected") 
 入力依頼がキャンセルされた (ステータス "deleted") 

 
 

4.3.6 入力依頼の作成 

上記で述べたように、プロジェクトは複数のデータシートに紐付いたデータシート送信先の

ための手段を提供します。プロジェクト使用の最初のステップは、プロジェクトを作成するこ

とです。この章での説明においては、未使用のプロジェクトがある（必須ではない）か、プロ

ジェクトが既に作成されていると仮定します。 

読み取り専用を除く全てのユーザープロファイルは、入力依頼を作成することができます。

属性は次のとおりです： 

フィールド 説明 

タイプ / プロジェクト 

コンタクトパーソ

ン 
依頼元企業の担当者です。これは必須項目です。 
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フィールド 説明 

タイプ データシートタイプ (コンポーネント、セミコンポーネント、材料

のうちどれか) 

サプライヤー 入力依頼を受領するデータシート送信元で、入力必須項目 

入力期限 データシートの提出期限で、入力必須項目 

プロジェクト 入力依頼に割り当てられたプロジェクト No. 

ステータス 入力依頼の状態を表すステータス 

ID システムによって自動採番された入力依頼 ID 

送信先情報 

企業 入力依頼を作成した企業、すなわちサプライヤーが入力依頼への返

信を送付する企業の IMDS での企業名 

組織 入力依頼への返信を受領する組織で、ドロップダウンリストから選

択できます 

サプライヤーコー

ド 
サプライヤーコードを入力する必要がある場合に入力します。作成

時点で特定のコードを入力しておくこともできますが、その場合サ

プライヤーがコードを変更することはできません。 

名称 特定の名前を入力できます。 

サプライヤーは入力を変更できなくなります。 

部品番号 この情報は必須です。 

サプライヤーは入力を変更できなくなります。 

図面番号 値を入力すると、サプライヤーは入力を変更できなくなります。 

図面作成日 値を入力すると、サプライヤーは入力を変更できなくなります。 

設計変更番号 値を入力すると、サプライヤーは入力を変更できなくなります。 

発注番号 値を入力すると、サプライヤーは入力を変更できなくなります。 

納品番号 値を入力すると、サプライヤーは入力を変更できなくなります。 

レポート No. 値を入力すると、サプライヤーは入力を変更できなくなります。 

レポート日 値を入力すると、サプライヤーは入力を変更できなくなります。 
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4.3.7 プロジェクトの作成 

プロジェクトグループによる入力依頼は、全社的に有効です。プロジェクトは入力依頼作成

画面上で作成することができます。 [プロジェクト]フィールドの横にある[編集]をクリックして

起動すると、新しいポップアップウィンドウが表示されます。プロジェクトを新規作成するに

は をクリックします。 

別の新しいポップアップウィンドウが表示されますので、そこにプロジェクト名称を入力し

ます。このウィンドウを終了するには、[保存]をクリックします。新しいプロジェクトは、ウ

ィンドウの下部にあるリストに表示されます。プロジェクトをクリックにより選択して、[適
用]ボタンを押すと入力依頼画面に戻ります。 

 

 

4.3.8 入力依頼の送信 

全てのデータが入力された後、ツールバーのアイコン を押すと、システムチェック

が実行されます。入力依頼が正常に保存されると、[送信]ボタンが画面の右下に表示されま

す。この[送信]ボタンでサプライヤーへ入力依頼を送信します。 

 

 

 

4.3.9 入力依頼の拒否 

入力依頼またはデータシートを作成することができるユーザーであれば誰でも、入力依頼を

拒否することができます。受信した入力依頼がデータシート送信元で取り扱えない場合、その
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入力依頼を拒否し、コメント付きで返信します。これによりデータシート送信元および送信先

の両方で入力依頼のステータスが“rejected”となります。入力依頼が拒否された場合は、データ

シート送信元での拒否の理由の入力が必須となります。 

受信した入力依頼を表示した後、画面の右下には 3 つの選択肢が表示されます。 

 

 

入力依頼を拒否するためには、[拒否]ボタンをクリックします。入力依頼の拒否理由は、そ

の後に入力する必要があります。 

 

4.3.10 既存データシートの入力依頼への割り当て 

入力依頼に対しては、新たにデータシートを作成するか、既存のデータシートを割り当てる

かの 2 つの選択肢があります。この例では、既存のデータシートを割り当てる例を紹介しま

す。[データシートの割り当て]を選択すると、適切な種類のデータシートの検索画面が表示さ

れます。自社で作成した既存のデータシートのみを割り当てることができます。 

割り当てが完了しデータを保存すると、入力依頼のステータスが"working"になります。 

[作成]を選択すると、新規データシートが入力依頼に割り当てられた旨のメッセージが表示

されます。データシート送信先が入力依頼で指定したデータは自動的に挿入されています。デ

ータシートは、前のセクションで説明したように作成する必要があります。データシートが完

成したら、送信先情報の画面を開き、指定されているその他の入力必須項目を確認します。ユ

ーザーは通常の方法で送信先データシートを送信もしくは全送信します。 

 

4.3.11 入力依頼の完了 

データシート送信先へ割り当てられたデータシートを送信すると、ステータスが”waiting for 
acceptance”に変更されます。 
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割り当てられたデータシートが送信される場合、入力依頼固有の確認として、すべての必須

フィールドが入力されているかどうかを判断するチェックが行われます。 

割り当てられたデータシートが拒否された場合、入力依頼のステータスは”working”に戻され

ます。 

割り当てられたデータシートが承認されると、入力依頼のステータスは”completed”に変更

されます。 

 

 

4.4 データシートレポート 
データシートシートレポート機能では、作成済み、受信済み、送信済みデータシートを PDF

形式で表示させることができます。作成するには、検索結果で「自社データシート」などのア

イテムを右クリックします。 

 

IMDS ユーザーは、完全なデータシートレポートを印刷するか、ヘッダーシートのみを印刷

するかを選択できます。 既存の「データシートレポートの作成」メニュー項目とアイコンは、

さらに、「フルレポート」と「ヘッダーのみのレポート」を選択することができます。「フル

レポート」オプションを選択すると、標準データシートレポートの処理が開始されます。 「ヘ

ッダーのみのレポート」オプションを選択すると、データシートレポートのヘッダーページ

（1.会社と製品名）のみが生成されます。 「ヘッダーのみのレポート」は、データシートのサ

イズ（ノード数）に制限されません。 

レポートが作成されると、以下のようなメッセージが表示されます: 
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一般的なレポートの形式は送信するデータシートです。ただし、一部のデータシートでは、受

信側(顧客側)の視点で表示したレポートを出力することができます。送信済み一覧からデータ

シートレポートを作成すると、ユーザーは送信者と受信者どちらの立場から見たレポートを出

力するかを選ぶことができます。 

 

・受信側を選択した場合 

 

受信側の視点を選ぶと、送信先のユーザーが見ることのできる情報のみがレポートに出力さ

れます。またメッセージが表示され、この視点の制限についても説明があります。 

以下の図は受信側の視点で作成したレポートの例です: 
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例外として、「2. コンポーネントの構成」は作成者と同じ情報が表示されています。したが

って、受信側が見ることができない機密扱いの化学物質がレポートに出力されます。 
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5 MDS – 送信済み&受信済み一覧 
5.1 送信済み一覧 

送信済み一覧( )は、他社に送信したデータシートのステータス情報を確認したり管理する

画面です。自社の入力依頼も同様です。 

検索条件および検索結果は、一つの画面の中でエリアを分けて表示しています。上部は検索

条件で、下部が検索結果の一覧です。 

以下の表に検索条件をまとめています: 

項目名 説明 

送信データシート 

名称 データシートの名称 

部品番号/材料コー

ド(社内) 
部品番号/材料コード– 構成情報画面の値です。送信先情報の値で

はありません。 

部品番号/材料コー

ド(社外) 
部品番号/材料コード– 送信先情報画面の値です。 

データシート ID / バ
ージョン 

最新バージョン、もしくは全てのバージョンを選択することができ

ます。 

量産準備初期段階の

「事前申告」データ

シート(Preliminary 
MDS) 

Preliminary MDS を検索するか、他のすべてのデータシートを検索す

るかをフィルタリングできます。 

送受信日 送信先に送信された日で検索します。 

最終ステータス更新

日 
最後に更新した日付を期間で指定して検索します。 

全て 送信したデータシートを全てのステータスで検索します。 

未処理のデータシー

ト 
クリックすると「未処理のデータシート」に該当するステータス(送
信者による取り消しと編集中、承認済みデータ以外の全てのステー

タス)から検索できます。 

ステータス:未開封 送信済みデータシートで、受信者が開封していないデータシートを

検索 
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項目名 説明 

ステータス:開封 送信済みデータシートで、受信者が開封したが、まだ処理されてい

ないデータシートを検索 

ステータス:承認済

みデータ 
送信済みデータシートで、受信者が承認したデータシートを検索 

ステータス:拒否 送信済みデータシートで、受信者が拒否したデータシートを検索 

ステータス:編集中 送信済みデータシートで、自社が編集または修正中のデータシート

を検索 

ステータス:送信者

による取り消し 
送信済みデータシートで、送信者が取り消したデータシートを検索 

ステータス:送信先

での処理中 
受信者の社内システムで現在処理されているデータシートを検索 

転送データシートの

み 
転送バージョンのデータシートに限定して検索 

obsolete（旧式、廃

型） 
結果リストに obsolete（旧式、廃型）としてマークされたデータシ

ートが含まれます 

組織 特定の組織(そのユーザーがその組織に割り当てられている、または

そのユーザーがカンパニーアドミニストレーターの場合のみ)から送

信されたデータシートのみを検索 

送信先で検索可能 特定の送信先企業に送られたデータシートを検索 

送信先 送信先を 1 つまたは複数指定して検索(ただし「送信先で検索可能」

にチェックが入っている場合に限る) 

全ての組織を含める 組織に関わらず、全ての送信先に送信されたデータシートを検索(た
だしそのユーザーがその組織に割り当てられている、またはそのユ

ーザーがカンパニーアドミニストレーターの場合のみ) 

自社の入力依頼 

タイプ データシートのタイプ (コンポーネント、セミコンポーネント、材

料から選択) 

プロジェクト 入力依頼が割り当てられたプロジェクトの名称/番号で検索 
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項目名 説明 

入力期限 入力期限で検索。指定する場合は右の項目(From)の日付は左の項目

(To)よりも前の日付にする必要があります。 

ステータス 入力依頼のステータス(新規、送信済み、拒否、承認待ち、完了)で絞

り込むことができます。一回の検索で一種類のステータスしか選ぶ

ことができません。「未処理の入力依頼」にチェックを付けると、

拒否と完了以外のステータスで検索できます。 

企業で検索可能 このボックスをオンにすると、サプライヤー企業（＝入力依頼の受

信者）で検索できます。 

送信先 入力依頼の送信先ごとに検索できます。(ただし「企業から検索可能)
にチェックが入っている必要があります。) 

申請者 入力依頼の作成者ごとに検索できます。 

割り当てられたデー

タシート / 名称 /番
号 

自社の入力依頼に割り当てられたデータシートで検索できます。デ

ータシートを名称または番号で選択します。 

サプライヤー/送信先を選択する時、企業/組織を検索する画面がポップアップで表示されま

す。 

 

図 13 – 送信済み一覧 

 

検索結果は を使用して、結果を MS Excel にエクスポートできます。 
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加えて、検索結果の列は表示メニューで表示/非表示を選択できます。全てのアイテムはダ

ブルクリックすることで構成情報タブが開きます。 

 

5.2 受信済み一覧画面での承認/拒否 
受信済み一覧( )では、自社に送られてきた全てのデータシートや入力依頼を確認できま

す。企業で組織を使っている場合、組織に送られてきたアイテムは、そのユーザーID が組織に

割り当てられていないと検索できません。検索条件は送信済み一覧と同じです。送信済み一覧

との違いは、データシートを他のデータシートに参照するためには、閲覧して承認しなければ

ならないことです。 

データシートまたは入力依頼を選択してダブルクリックすると、そのアイテムの構成情報ま

たは詳細が開きます。 

検索できる構成と全ての情報は、その企業のルールに基づきます(データシートの運用を参

照)。また、送信先情報タブもレビューされる必要があります。 

データシートのレビューが完了したら、データシートメニューから「承認」または「拒否」

を選択します。  

「確認」を選択すると、システムでは基本的な基準を満たしているかどうかをチェックしま

す。チェックの結果は以下のような画面になります: 

 

ユーザーは ボタンから「承認」か「拒否」のどちらかを選ぶことができま

す。またデータシートメニューからも同じオプションを選ぶことができます。 
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データシートの承認 

システムのエラーチェックに合格して を選択すると、検索結果一覧のステータス

がデータシートのステータスは承認済みに変化します。そうすることで自社の他のデータシー

トに参照することが可能になります。 

 

データシートの拒否 

データシートを拒否した場合、拒否の理由を入力する必要があります。ここには、直接理由

を説明するか、サプライヤーから疑問点を質問してもらうよう伝えるかのどちらかにするべき

です。 

拒否の理由を入力したら、 をクリックします。すると検索結果のステータスが拒否

に変更になります。 

データシートの検索を容易にし、複数の IMDS 企業のアカウントを持つユーザーが探してい

るデータシートを見つけることを可能にするために、送信者と受信者の企業 ID とサプライヤー

コードの両方が電子メール本文に追加されます。 

 

拒否されたデータシートを右クリックして「拒否理由を表示する」を選択すると、ユーザー

が個人的な連絡先を表示しないことを選択した場合、デフォルトコンタクトが表示されます。

赤色のメッセージが表示されます： 「ユーザーは連絡先を表示しないことを選択しました。代

わりに、以下の担当者にご連絡ください。」というメッセージが赤字で表示されます。企業の

デフォルトコンタクトが設定されていない場合、連絡先情報は「不明」と表示されます。 

 

5.3 MDS フォローアップ 
受信データシートシートにはコメントやフォローアップ(いつまでに承認または拒否という

処理を行うかという情報)を付けることができます。データシートをこのリストに追加すると、
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フォローアップする期日を割り当てます。自社の全てのユーザーがこのフォローアップの期日

のお知らせを受け取ることになる点を注意して下さい。したがって、同じ社内のユーザーであ

れば組織に関係なく、誰でもフォローアップを削除することができます。 

フォローアップの期日は、受信済み一覧でデータシートを選択し、右クリックすると「フォ

ローアップ」のオプションで入力できます。 

 

フォローアップのオプションを選択すると、以下のような画面が表示されます: 
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フォローアップの詳細画面では、フォローアップ日(mm/dd/yyyy)は入力必須で、任意でコメ

ントを入力できます。 

保存ボタンをクリックすると、フォローアップの情報が保存されます。キャンセルをクリッ

クすると入力値は削除され、前の画面に戻ります。入力したフォローアップの情報は、フォロ

ーアップリストの画面から削除することができます。過去の期日を入力することもできます

が、データシートは次のログイン時に表示されます。 

検索画面の条件で「フォローアップ」のチェックボックスにチェックを付けると、フォロー

アップの情報が入力されているデータシートを検索することができます。 

 

フォローアップの情報が付加されているデータシートを右クリックすると、フォローアップ

の情報を編集するこができます。フォローアップ日とコメントは後から変更できます。また

「削除」ボタンをクリックすると、フォローアップ一覧から削除することができます。関連づ

けられているデータシートは削除されません。「キャンセル」ボタンをクリックすると、全て

の変更は元に戻り、前の画面に戻ります。 
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6 IMDS –分析 
分析機能は非常に強力なツールです。あるデータシートが規制物質リストにある化学物質を

含んでいるかどうかを調べたり、特定の化学物質やデータシート(削除されていない化学物質お

よびデータシート)について"where used(どこで使われているか)"を探したりすることができます。 

分析機能の最も一般的な利用法は、１つまたは複数のデータシートの GADSL または化学物質

グループについてのコンプライアンスをチェックすることです。 

ユーザーはツールバーのアイコン( )から、または Ctrl+4 を押して"機能"メニューのデータ

シート検索機能を使って、データシートの分析を始めることができます。選択されたデータシ

ートは[分析]タブをクリックすることで全ての物質、材料、材料分類について分析することが

でき、2 つの単位（割合[％]または重量[g]）から選択したいずれかで表示できます。 

ユーザーは複数のデータシートを分析することができます。これは絞り込み選択（検索オプ

ションを使用）から、データシート検索から選択したデータシートのリストからのどちらから

でも選択することができます。 

データシートのリストは、以下の観点から分析することができます。 

化学物質 

化学物質リスト 

材料分類 

データシート 

GADSL 分類/REACH SVHC 

機密化学物質 

 

 

6.1 データシート分析の詳細 
ユーザーはデータシートを材料、材料分類および化学物質の切り口で分析した結果を部品質

量、割合、部品質量(計算値 1で確認することができます。ユーザーはラジオボタンから目的の

分析タイプを選択できます。 

 
1計算値は実測値ではなく、含まれるデータシートを参照することで計算されます。従って、実測値は計算の基準ではありません 
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6.1.1 材料分類での分析 

このオプションでは、ユーザーはデータシートに含まれる全ての材料分類を割合[％]または

重量[g]のいずれかで内訳を分析します。異なる材料で材料分類が同じある場合、材料分類毎に

値が合算されます。 

6.1.2 材料での分析 

このオプションでは、ユーザーはデータシートに含まれる全ての材料(データシート単位)を
割合[％]または重量[g]のいずれかで内訳を分析します。ツリー内の複数の場所に同じ IMDS ID の

材料が使用されている場合は、IMDS ID 毎に値が合算されます。同じ内容の材料でも ID が異な

る場合は、それらがそれぞれ表示されます。 IMDS では名称ではなく IMDS ID を基準に分析しま

す。 

6.1.3 化学物質での分析 

このオプションでは、ユーザーはデータシートに含まれる化学物質を割合[％]または重量[g]
のいずれかで内訳を分析します。この分析は、化学物質のインデックスを使用して行われるた

め、同じ種類（例えば、鉛を含む化学物質群など）に分類されるいくつかの化学物質は、それ

ぞれに合算されて分析されます。 

 

6.2 Where-used 分析 
分析機能の中の"where used"分析は、データシートのメンテナンスおよびレポートのために

適用された強力なツールです。 

この機能は、ツールバーのアイコン( )または”機能”メニューのいずれかから起動すること

ができます。 

メニューを起動すると、次の画面が表示されます。 
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画面左上のエリア(スクリーンショット内 "1"のエリア)では、分析タイプ、データシートの種

類と選択形式を指定します。 

画面左上のエリア（"2"のエリア）において、ユーザーは分析条件を指定します。このエリ

アは、左上の分析タイプのエリアでの選択結果に依存して、表示内容が変化します。 

中央のエリア（"3"のエリア）において、追加の条件を指定することができます。このエリ

アも、左上の分析タイプのエリアでの選択結果に依存して、表示内容が変化します。 

 

分析対象 

材料分類 選択された材料分類がどこで使われているのかを調べる。 

データシート 選択されたモジュールやデータシートがどこで使われている

のかを調べる。 

化学物質 選択された化学物質がどこで使われているのかを調べる。 

化学物質リスト 物質リストに載っている物質がどこで使われているかを調べ

る。 

化学物質グループ 物質グループに属している物質がどこで使われているかを調

べる。 

GADSL 分類/ REACH-SVHC  GADSL 分類がついている物質がどこで使われているか/REACH-
SVHC がどこで使われているかを調べる。 

機密化学物質 機密扱いで、GADSL リストに掲載されている物質を分析す

る。 
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アプリケーションコード アプリケーションコードが紐づけられている材料に含まれる

物質を分析する。 

含有リサイクル リサイクル情報を持つ材料データシートを含むデータシート

を検索します。リサイクルに関する質問に答えたかどうか

（はい、いいえ、未回答）プレコンシューマとポストコンシ

ューマのどの割合の範囲で探すか、リサイクル情報を持つ材

料の分類を指定することができます。 

 

ユーザーは、絞り込み選択もしくはデータシートの詳細選択のどちらかをラジオボタンで選

ぶことができます。その他の分析は、前段階での選択結果を元にしたデータシートのセットを

チェックします。ユーザーが一度に分析できるのは、1 種類の分析タイプのみです。 

分析処理のリクエスト（右下の分析ボタンをクリックする）を実行すると、その処理状況に

関する情報が次のように表示されます。 

 

分析ボタンをクリックすることで分析処理が開始されます。分析処理のリクエストの内容と

その時のシステム負荷によっては、分析処理にかなりの時間が掛かるかもしれません。この間

ユーザーは IMDS での他の作業を続け、後で分析結果を確認することができます。分析処理は 1
ユーザーにつき 1 つの分析しか実行できません。また IMDS からログオフしてしまうと、分析結

果は使用できなくなります。 

Where-used 分析では、分析結果の一覧をいつでも xls ファイルにエクスポートすることがで

きます。 

6.2.1 絞り込み選択 

ユーザーは、特定の組織に紐づく全てのデータシートや、特定の期間中に作成されたデータ

シートなど、様々な条件から分析対象のデータシートを選択することができます。非常に多く
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のデータシートが分析対象に指定された場合、分析処理時間の許可範囲を超える場合がありま

す。この場合、中央エリアにある日付指定オプションを使用して複数回の検索を行うことで、1
回の検索の結果一覧数を減らすことをお勧めします。 

 

分析条件の選択エリアで検索ボタンをクリックすると、いくつかの検索条件を指定すること

ができ、最終的な分析結果でのデータシート数を減らすことができます。 

 

6.2.2 詳細選択 

いくつかの特定のデータシートを検索したい場合は、ユーザーは詳細選択オプションを使用

して分析するデータシートのリストを作成することができます。追加ボタン を

使用することで、ユーザーは、コンポーネント、セミコンポーネント、材料またはデータシー

トを分析対象にすることができます。ユーザーが一度に一つのデータシートのみを分析するこ

とができる詳細選択での分析と違い、where-used 分析はデータシートのグループをまとめて分

析することができます。 
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6.2.3 化学物質による where-used 分析 

ユーザーが[検索]アイコンを押すと化学物質の検索画面が表示され、化学物質を選択するこ

とができます。特定の化学物質が削除されたことが原因でデータシートを再提出しなければな

らないような場合、削除された化学物質が存在する材料がどこにあるかを特定することができ

る機能として、このオプションは有効です。 

 

 

 

 

この検索では、中央エリアの検索条件を使用して結果を絞り込むことができます。化学物質

と適切な条件を選択してから、[適用]ボタンをクリックします。 
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指定された化学物質が含まれている全てのデータシートが、結果一覧に表示されます。ユー

ザーは、下部の結果一覧のエリアからダブルクリックで選択することで、データシート分析の

詳細に進むことができます。詳細な分析では、分析の単位（割合[％]または重量[g]）を選択し

て、データシートに含まれる全ての化学物質、材料、材料分類をチェックすることができます。 

 

6.2.4 化学物質リストによる where-used 分析 

ユーザーは、特定のリストにある物質のデータシートを分析することができます。2 つ目の

エリアでは、化学物質リストをプルダウンメニューから選択できます。アプリケーションコー

ドが必要な物質、ルノーリストの物質などが選択できます。また、化学物質の含有率(％)を指

定することもできます。 

最小/最大フィールドはオプションで、最小のデフォルト値は 0.0%、最大のデフォルト値は

100%で、選択された化学物質リストに従った全てのデータシートを含みます。指定されたパー

センテージは、材料内の単一の化学物質に対してのみチェックされます。 

 

ユーザーは中央のエリアにあるオプションを使って、期間やデータシートを指定して検索結

果をフィルタリングすることができます。分析ボタンをクリックすると、選択された化学物質

リストに含まれる化学物質を含む材料データシートで、最小値または最大値のいずれかが指定

された範囲内であれば、範囲部分を含む材料データシートの分析が開始されます。（例：範囲

が 30%-50%の化学物質は、35%-45%、20%-35%、40%-60%または 10%-60%で検索すると見つかり

ます） 
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選択したデータシートの上で右クリックすると、上のスクリーンショットのようなオプショ

ンが表示されます。結果リストには、選択されたデータシートに含まれる化学物質のうち、選

択された化学物質リストの一部であり、かつ範囲指定された部分が表示されます。 

 

6.2.5 化学物質グループによる where-used 分析 

ユーザーは、分析のための化学物質グループを選択することができます。2 番目のエリアで

は、化学物質グループを選択することができます。また化学物質の含有率(％)を指定すること

もできます。 真ん中のエリアでは、フィルターオプションを選択できます。分析ボタンをクリ

ックすると、分析が開始され、結果リストには、選択されたグループの物質を含むすべての材

料データシートが表示され、最小値または最大値のいずれかが指定された範囲内にある場合は、

範囲部分が表示されます。（例：範囲が 30%-50%の化学物質は、35%-45%、20%-35%、40%-60%
または 10%-60%を検索すると見つかります） 

最小/最大フィールドはオプションで、最小のデフォルト値は 0.0%、最大のデフォルト値は

100%で、選択された化学物質グループに従った全てのデータシートを含みます。提示されたパ

ーセンテージは材料内の単一化学物質のみをチェックします。 

 

6.2.6 材料分類による where-used 分析 

ユーザーは分析の際、材料分類を選択することができます。分析パラメータのエリアで[検
索]アイコンをクリックするだけで材料分類を選択することができます。分析条件は中央エリア

に選択できます。[分析]ボタンをクリックすると分析が開始され、選択している材料分類に属

する全てのデータシートが表示されます。 
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下のスクリーンショットに示すように、選択したデータシート上で右クリックすることで、

作業を進めることができます。 

 

 

6.2.7 データシートによる where-used 分析 

ユーザーは選択したデータシートまたはモジュールが、どのデータシートまたはモジュール

に使用されているかを分析することができます。分析パラメータのエリア、および中央エリア

で、さらに分析条件を入力することができます。[分析]ボタンをクリックすると、選択したデ

ータシート/モジュールを含む、全てのデータシート/モジュールが表示されます。 

6.2.8 GADSL / REACH-SVHC による where-used 分析 

ユーザーは GADSL リストで要申告、禁止あるいはその両方を求められている化学物質を含む

データシートを、分析することができます。また、REACH-SVHC についても分析することができ

ます。中央エリアの分析条件は適切な条件を提供するために、分析するデータシートの種類に

よって表示する選択肢を調整します。[分析]ボタンをクリックすると、分析条件に一致するデ

ータシートが表示されます。 

 

ダブルクリックすることによって、分析条件(禁止、要申告)に従ってデータシート内の全て

の化学物質を表示し、可能であればデータシートを編集できます。選択したデータシートを右
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クリックすることによって、ユーザーは以下のようにいくつかのメニューを表示することがで

きます。 

 

 

6.2.9 機密扱い化学物質による where-used 分析 

GADSL の化学物質リストおよび REACH-SVHC 候補リストは定期的に変更されます。ユーザー

はフラグ D(要申告)やフラグ P(禁止)の化学物質を機密扱いにしていなくても、機密扱いにでき

ていた化学物質が後からこれらのリストに追加されてしまう場合があります。こういった場合

にユーザーが対応することがこの分析の目的です。過去 14 日以内に GADSL または SVHC の更新

の影響を受けたすべての機密扱い物質を検索することができます。 

 

 

 

6.2.10 アプリケーションコードによる where-used 分析 

この分析により、特定のアプリケーションコード（例：ベアリングシェル中の鉛）を持つす

べてのデータシートを、データシートのグループ内で検索することができます。アプリケーシ

ョンに関連する化学物質の含有率(％)を指定することもできます。中央のエリアではフィルタ

ーオプションを選択できます。分析ボタンをクリックすると、分析が開始され、結果リストに

は、選択されたアプリケーションコードを含むすべての材料データシートが表示されます。ま
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た、最小値または最大値のいずれかが指定された範囲内にある場合は、範囲部分が表示されま

す。（例：35%-45%、20%-35%、40%-60%または 10%-60%で検索すると、範囲が 30%-50%の化学

物質が見つかります） 

最小/最大フィールドはオプションで、アプリケーションコードに従った全てのデータシー

トを含むように、最小のデフォルト値は 0.0%、最大のデフォルト値は 100%となっています。 

記入されたパーセンテージは、材料内の単一の化学物質に対してのみチェックされます。 

 

6.2.11 含有リサイクルによる where-used 分析 

ユーザーは、このリサイクル材を含む材料が使用されている場所を分析するために、「含有

リサイクル」を選択することができます。左側の分析パラメータでは、リサイクルの分析パラ

メータフィールドを設定できます。 

1-材料にリサイクル材が含まれますか？：「はい」「いいえ」「未回答」を含むドロップダ

ウンリストから 1つの値を選択できます。 

2-リサイクル含有量：プレコンシューマまたはポストコンシューマの割合の範囲は、ドロッ

プボックスから(>=または<=)を選択し、割合の値を挿入することで定義できます。 

3- 材料分類 No.：この分析では、リサイクル材料の分類を定義することができます。この材

料分類は、材料分類検索画面で選択することができ、この材料分類のリサイクル材料を含むデ

ータシートのみを検索することができます。 

 

 

 



  
 

Page 137 

IMDS Service Center 
Europe | Phone: +36 1778-9821 | Mail: imds-servicedesk@dxc.com 

Americas | Phone: +1 844 650 4217 | Mail: imds-servicedesk@dxc.com 

7 IMDS ケミストリーマネージャー 
7.1 概要 

"Chemistry Manager"と呼ばれる新しい IMDS の機能は、REACH Annex XIV 規制情報 とバイオサ

イド製品規則(BPR) をサプライチェーン内でよりはやく企業に提供することを可能にします。ま

たそれは既存のデータシートの交換プロセスに影響せず、追加の規制情報と関連データシート

を紐付けたまま提供できます。 

次の図は、入力されリリースされた規制情報が、既存のデータシートレポーティングがサプ

ライチェーンプロセスに紐付いている間は、すぐに関連データシートのあらゆる使用に利用で

きるようになることを示しています。 

欧州経済領域(EEA)のために必要な規制情報の入力を依頼することは、欧州連合(EU)内のサプ

ライチェーンで、材料や製品が使用されている企業には必要になります。材料や製品が EU で使

用されていない場合、あなたの企業はこれらの EEA 規則に関連した規制情報の入力依頼を受け

ることはありません。   

 

 

 

7.2 ユーザーの取り扱い 
ユーザーがデータシートの内容を見ることができ、適切な権限を持っている場合は、添付さ

れている全ての規制情報も見ることができます。既存の”機密扱い化学物質の閲覧可”のフラグ

と同様の新しいフラグが導入されます。このフラグが設定されたユーザーだけが、データシー
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トの規制情報を見たり、編集したり、作成したりすることができます。フラグはカンパニーア

ドミニストレーターがシステム管理のユーザー画面で設定することができます。 (自身のユーザ

ーID にフラグを設定することもできます) 権限のないユーザーは材料データシートの公開権限を

リクエストできるのと同様の方法で権限をリクエストすることができます。EEA 外のサプライ

チェーンで働く IMDS 登録企業はケミストリーマネージャー拡張機能の影響を受けません。その

ため、これらの企業は Chemistry Manager フラグがついたユーザーは必要ありません。また標準

のエラーチェックでも影響を受けません。 

化学物質の検索やデータシート構成情報画面で化学物質の閲覧をする時、規制情報はユーザ

ーがケミストリーマネージャー 権限を持っている場合のみ表示されます。 

 

7.3 規制情報の入力 
規制情報は常にツリー構造の最下位に提供されます。一般的には、全ての規制情報は、

モジュールか、データシートに入力することができ、子ノードも同じです。また規制情報は

モジュール ID または MDS ID に保存されます。子ノードの場合は親ノードのモジュール ID ま

たは MDS の ID が使用されることになります。 

化学物質が BPR 関連の規制データを必要とする場合、この情報は（材料分類が BPR 規制

に関連している場合）化学物質を直接参照している材料に提供されます。親材料を持った子

材料に規制情報が添付されている場合、親材料に対する規制情報は必要ありません。 

コンポーネント/セミコンポーネントに提供された REACH 情報に対しても同じです: この

材料が他の材料に参照されていても、REACH 関連材料の参照を含んだ最下位のコンポーネン

ト/セミコンポーネントに入力します。 

全ての規制情報は MDS ID に保存されます。これは同じデータシートの異なるバージョン

全てが、それらに割り当てられた常に同じ規制情報を持つことを意味します。ユーザーが現

在のバージョンと同じ規制関連の参照が含まれていない古いバージョンを見ている場合、不

一致とその理由を通知します。  

全ての規制情報は、影響のあるデータシートを作成した企業によってのみ入力できます。 

受信データシートのコピーについては 、必要な規制情報を入力する責任はコピーした企

業にあることを意味します。（他社データシートの参照データを維持するのではなく、それ

ぞれ含まれた参照データに新しいモジュールが作られた）リリース 9.0 より古いコピーにつ

いては、これもまた作成されたモジュールに暗に適用されます。データシートが（新しい

MDS ID で）新規データシートとしてコピーされた場合は、最新バージョンの利用可能な規制

情報も同様にコピーされます。この規制情報がすでにリリースされていた場合、新しく作成

されたデータシートでは再び編集できるようになります。すでに編集可能なバージョンの場
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合はこのステータスのままです。規制情報の以前のバージョンはコピーされません。新しい

データシートが作成されると、コピーされた規制情報は、（編集可能なバージョンであって

も）読み取り専用モードで表示されます。なぜなら少なくとも一つのリリース済みバージョ

ンがあれば、データシートは規制情報だけは持つことができるからです。新しいデータシー

トのバージョンがリリースされた（例えば、化学物質が追加や削除された）時、規制情報は

更新され編集可能になります。  

転送データシートはそのルールを免除されています。なぜなら、IMDS は転送データシー

トにオリジナルデータシートへのマッピングを保持するからです。 したがって、コピーであ

っても転送データシートにオリジナルデータシートの所有者が提供した規制情報を複製する

ことが可能です。 

材料の最新バージョンに機密扱いの GADSL 物質がある場合、規制情報の新規バージョン

はリリースできません。全ての GADSL 物質の機密指定を解除するために、ユーザーはまず材

料の新規バージョンを作成しリリースする必要があります。REACH Annex XIV や BPR の物質が

GADSL に含まれていない場合、規制情報は必要なく、機密扱いにすることができます。 

最新バージョンのデータシートに選択された規制タイプに関連する参照が含まれていな

い場合（たとえば、BPR 規制情報の編集時に BPR 物質が含まれていない場合）、これは詳細

に表示され、この規制情報について回答されるべき質問はありません。そのような空の規制

情報は、データシートがもはや特定の規制タイプに適格ではないとマークするためにリリー

スされることがあります。（下記参照） 

IMDS Release 12.0 より前に作成された、BPR に適格と見なされない材料分類を持つ材料デ

ータシートの BPR 規制情報にも同じことが当てはまります。たとえそのようなデータシート

がまだ BPR 物質を含んでいても、新しいバージョンの規制情報を作成するときに質問に回答

する必要はありません。ケミストリーマネージャーウィザードは材料分類が適格ではないと

いうヒントを表示し、空の規制情報は上記のようにリリースされます。 

 

7.4 バージョン 
規制情報は、規制情報が添付されているデータシートのバージョンとは別のバージョン

を持っています。各 MDS ID において、各々の異なる規制情報（REACH, BPR）のために複数の

バージョンが存在し得ますが、編集可能なバージョンは一つだけです。 

新しいデータシートを作成するとき、規制情報のバージョンはデフォルトでは作成され

ません。データシートは規制情報が入力される前にリリースされなければなりません。この

情報を編集した後、全ての入力データまたは欠落したデータを検証するためにチェックが実

行されます。エラーがない場合、ユーザーは進めることができ、バージョンはリリースされ

ます。 
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リリースされると、新しい規制情報はサプライチェーン全体ですぐに有効になります。

（皆が利用可能であるために拒否することができない公開データシートと同じように）膨大

な数の関係者がいる可能性があることから、承認や拒否のプロセスはありません。  

規制情報のバージョンは常に、有効なリリース済み最新バージョンのデータシートを参

照しているため、データシートに少なくとも一つの有効なリリース済みバージョンがある場

合に、規制情報をリリースすることができます。  

 

7.5 IMDS 標準データシートの特別な取り扱い 
BPR 規制情報 

標準材料データシートを参照する際には、材料分類が BPR 規制に関連している限り、該当

BPR の規制情報を提供する必要があります。 

REACH Annex XIV 規制情報 

標準材料データシートを参照する際には、該当 REACH Annex XIV の規制情報を提供する必

要があります。これは標準材料だけでなく、標準セミコンポーネント（レコメンデーション

019）にもまた適用されます。 

 

7.6 ウィザード 
この拡張の中核機能はケミストリーマネージャーウィザードです。ウィザードを使用し

て、ユーザーは規制関連データを含んだデータシートを検索することができ、データシート

をロードせずに直接修正することができます。ユーザーは、全ての関連する参照を含んだ規

制情報を修正するために、一度に複数のデータシートを表示することができます。 

このウィザードは新しい画面で、一般的なデータシート/モジュール検索と同様の検索画

面を提供している、機能メニューにて利用可能です。ユーザーは規制情報を入力したい特定

のデータシートを検索することができ、また規制情報の更新を依頼することができます。検

索結果には、規制情報が入力できる、有効なリリース済み最新バージョンのみが表示されま

す。規制情報が子ノードで入力できる場合は、親のデータシートはこのリストでも利用可能

です。  
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以下の検索条件が利用できるようになります。（規制情報の古いバージョン内のデータ

を検索することはできません）: 

- "名称, ID, バージョン, 日付"は他のデータシート検索と同じような見た目で同じように動

作します。（構成情報のツリーのどこにでも）規制情報を含んだデータシートへの参照を含

んだ、ユーザーに見えるデータシートを検索するのに使用します。 

- "他社データシート, 自社データシート/モジュール" 条件ボックス 

•ユーザーが[承認データシート]をチェックした場合、所有権は[提供された]に設定され、

[自社データシート]または[自社モジュール]がチェックされている場合、所有権は[自社デー

タ]に設定されます。 

• "MDS Type"：ユーザーがいずれの MDS タイプも選択せず、デフォルト（空白の入力フィ

ールド）を選択したままにした場合、検索結果にはすべてのMDSタイプ（材料、コンポーネ

ント、およびセミコンポーネント）が含まれます。ユーザーが「材料、コンポーネント、セ

ミコンポーネント」のいずれかを選択した場合、検索結果には選択したタイプのデータシー

トのみが含まれます。 

•「規制情報ステータス」：ユーザーが「完了」を選択すると、検索は完全な規制情報を

提出した（下位階層のすべての規制情報が完成した）データシートだけを検索し、それから

「一部提出」を選択した場合、検索は一部の規制情報が提出されたデータシートを検索しま

す。また、ユーザーがデフォルトの「空白値」を選択したままにしていると、検索結果には

すべてのデータシートが含まれます。 

- "規制情報"ボックス は、構成情報ツリー内に参照されたデータシートに含まれた規制情

報を検索条件に定義するために使用します。ユーザーは検索する規制を選択できます。選択

に応じて、利用できる検索フィールドの一部は変化します。常に表示されるフィールドは以

下になります: 
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共通 選択肢 説明 
規制 REACH 

BPR 
検索する規制 
"REACH"の場合, "コンポーネント"と"材料"を選択

するための 2 つ目のドロップダウンフィールドが

あります。 
"BPR"の場合、検索する 1 つ以上のプロダクトタイ

プを選択するためのドロップダウンフィールドが

あります。ドロップダウンリストには、BPR 材料

分類に関連するプロダクトタイプが含まれていま

す。 

所有 自社 （デフォルト） 
サプライヤー 
 

検索するものが、自社データシートの規制情報

か、サプライヤーからの参照の規制情報かの定義 
例えば、"自社"の規制情報の検索では、自社デー

タシートの参照の規制情報（ユーザーが新しいバ

ージョンを作成できる規制情報）のみが表示され

ます。 
情報の状態 全て（デフォルト） 

まだ提供されていない 
不完全 
完全 

規制情報の状態です。  
アイコン ( ,  , ) に対応した、後の 3 つのオプ

ションはこのドキュメントの 7.7.1 で後述しま

す。 
リリース済み最新バージ

ョン 
- リリース済み最新バージョンに対して、“日付検索

を有効にする“というボックスにチェックを入れる

ことができます。  
有効にした場合、リリース済み最新バージョンが

この時間枠内にリリースされた規制情報だけを検

索することができます。 
 

REACH コンポーネント 選択肢 説明 
EEA で生産されている 全て（デフォルト） 

はい 
いいえ 
既に製造されていませんが

、在庫から入手できます 

7.6.7 の記載と同じ名称の規制情報フィールドに対

応しています。 

輸入された材料 全て（デフォルト） 
はい 
いいえ 

7.6.7 の記載と同じ名称の規制情報フィールドに対

応しています。 

材料承認ステータス 全て（デフォルト） 
完成 
進行中 
? 
意図がない 
材料メーカーにより 

7.6.7 の記載と同じ名称の規制情報フィールドに対

応しています。 

Annex XIV 材料 - コンポーネントに含まれる特定の材料を選択する

ことができます。 
"材料"ボタンをクリックすると、検索画面が開き

ます。 
システムは Annex XIV 化学物質を含まない材料を

選択しないようにすることができません。この場

合、単純に検索は失敗します。 
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Annex XIV 化学物質 - ユーザーはセミ‐/コンポーネントに含まれる特定

の物質を選択することができます。 
"化学物質検索"ボタンをクリックすると、REACH 
Annex XIV の化学物質グループが検索条件として定

義されている検索画面が開きます。 
 

REACH 材料 選択肢 説明 
まだ生産をしていますか 全て（デフォルト） 

はい 
いいえ 

7.6.5 の記載と同じ名称の規制情報フィールドに対

応しています。 

EEA で生産されます。 全て（デフォルト） 
はい 
いいえ 

7.6.5 の記載と同じ名称の規制情報フィールドに対

応しています。 

材料承認ステータス 全て（デフォルト） 
完成 
進行中（最終申請日より後

に申請された） 
? 
意図がない 
進行中（最終申請日より前

に申請された） 

7.6.5 の記載と同じ名称の規制情報フィールドに対

応しています。 

Annex XIV 化学物質 - 材料に含まれる特定の化学物質を選択することが

できます。 
"化学物質"ボタンをクリックすると、検索条件と

して Annex XIV 化学物質グループが設定された検

索画面が開きます。 
Annex XIV 状態 全て（デフォルト） 

使用停止日 
最終申請日 

使用停止日または最終申請日を検索するかどうか

の選択を可能にします。  
"使用停止日"または"最終申請日"を選択した場

合、2 つ目のドロップダウンメニューで一つまた

は複数の日付を選択することができます。 
ドロップダウンから選択できる日付のリストは、

データベースからの実際の使用停止日/最終申請日

だけが表示されます。 
化学物質が特定されていない場合、このオプショ

ンは無効です。 
 

 

BPR 材料 選択肢 説明 
まだ生産されていますか 全て（デフォルト） 

はい 
いいえ 

7.6.5 の記載と同じ名称の規制情報フィールドに対

応しています。 

バイオサイド目的で追加

されましたか 
全て（デフォルト） 
はい 
いいえ 

7.6.5 の記載と同じ名称の規制情報フィールドに対

応しています。 

殺生性質が要求されてい

ますか？ 
全て（デフォルト９ 
はい  
いいえ 

7.6.5 の記載と同じ名称の規制情報フィールドに対

応しています。 
（"完成品や製品に殺生性質は望まれていますか

"） というフルの長さの質問は、この検索オプシ

ョンによって占められるスペースを削減するため

にツールチップで表示されます。 
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プロダクトタイプ 全ての利用可能なプロダク

トタイプから複数選択 
（7.6.5 に記載されているも

のと同様） 

右側のフィールドで「すべて選択」を選択する

と、選択されたすべてのプロダクトタイプが同じ

物質に使用されている規制情報のみが表示されま

す。 
「1 つ以上」を選択すると、1 つの物質に対して 1
つまたはすべての選択されたプロダクトタイプが

使用されているすべての規制情報が表示されま

す。 
BPR 化学物質 - 材料に含まれる特定の化学物質を選択することが

できます。 
"化学物質"ボタンをクリックすると、検索条件と

して BPR 化学物質グループが設定された検索画面

が開きます。 
 

"規制依頼"条件ボックス では、送受信した更新依頼の規制情報検索をさらに絞り込むこ

とができます。 

規制依頼 選択肢 説明 

送受信された依頼 規制情報更新依頼を送信済

み 
規制情報更新依頼を未送信 

規制情報更新依頼を受信済み 

これらのチェックボックスを使用して、ユーザー

は自社がすでに依頼を送信または受信したが、ま

だ回答していない規制情報を検索することができ

ます。 
所有を変更すると、「送受信された依頼」のすべ

ての選択がリセットされます。 

[送信済み…]オプションは、規制情報ボックスの

所有権が "提供された"の場合にのみ使用できま

す。 

[Received…]オプションは、規制情報ボックスの所

有権が "自社データ"の場合にのみ使用できます。 

最初の依頼日 - 最初の依頼が送信/受信された時間枠を指定するこ

とができます。 
このオプションは上述したチェックボックスの一

つが選択されたときだけ、利用可能です。 

 

7.6.1 データシートの規制情報の読み込み 

検索結果は各行の左にあるチェックボックスをチェックすることで、複数選択ができま

す。ユーザーがより迅速に適切な行を選択できるように、"全てを選択"と"全てを選択解除"
ボタンが利用可能です。 

コンテクストメニュー（"メニュー"または右クリックからアクセス可能）より、ユーザー

は"自社の規制情報を編集"または"自社の規制情報を表示"オプションを選択することができ

ます。 これらのオプションの一つを選択すると 2 つ目のタブ（"規制情報"）が開きます。そ

こには選択されたデータシートにて、規制情報を入力したり修正したりできる自社データシ
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ートと子ノードへの全ての参照が表示されます。ユーザーが「所有」で"提供された"を選択

した場合、"規制情報"タブには他社データシートへの参照とその中にある参照だけが表示さ

れます。 

 

7.6.2 レポーティング 

データタブ内に見える規制情報は、全てエクセル形式(XLSX)のレポートとしてダウンロー

ドすることもできます。  

このようなレポートを作成するには 2 つの方法があります:  

1.ユーザーはウィザード検索のコンテクストメニューにある"規制情報のダウンロード"オ
プションを使用して、特定のデータシートのレポートを作成することができます。 

2. "検索"ボタンの横の"全てをダウンロード"ボタンで、現在の検索条件で見つかった全て

のデータシートの規制情報をダウンロードすることができます。 

エクセル形式のレポートは、各々の子の規制情報毎に一行あります。（例えば、材料内

の BPR 化学物質毎、またはコンポーネント内の REACH 材料毎）親情報を含んだカラムには、

これらの行それぞれに同じ情報が入っています。レポートは（ウィザードで検索することが

できる）トップデータシートについての情報も含んでいます。各トップデータシートは複数

の親データシートを含めることができるので、その情報も複製されます。 

 

7.6.3 検索条件の保存 

検索画面には、カスタマイズしたデフォルトの検索設定を保存するためのオプションが

あります。 検索ウィザード画面を再度開いたときにデフォルトの検索条件になるようにフィ

ールドを保存するためには 

1.入力した検索条件を保存するには、[条件を保存]をクリックします。 ボタンをクリック

すると確認のためのポップアップメッセージが[はい]と [いいえ]ボタンで表示されます。ユ

ーザーが "はい"を押すとデフォルトの検索条件が保存され、すでに保存されている場合は更

新されます。 検索ウィザード画面を開くたびに、保存されている条件が表示されます。 

2. [保存した条件を削除]をクリックして、保存した検索条件を削除します。 このボタンを

クリックすると、確認のためのポップアップメッセージが[はい]ボタンと[いいえ]ボタンで表

示されます。ユーザーが[はい]を押すと、保存された検索条件が削除され、検索ウィザード

画面が現在のシステムデフォルトの検索条件にリセットされます。 
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7.6.4 自社の規制情報の編集 – データタブ 

このタブでは、ユーザーはデータを入力したい規制を選択できます。その後全てのデー

タシートの概要と関連した子ノードと参照が提示されます。規制情報を入力する必要がない

ノードや参照は、このビューでは表示されません。いま規制情報が必要とされているノード

や参照が表示されます。（例えば、化学物質が規制化学物質グループに追加されたなどの理

由） 

関連データを含んだ各データシート（例えば、BPR 関連物質を含んだ材料データシート）

では 単一の行がテーブルに表示され、含まれた参照を表示するために拡大することができま

す。規制に応じて、親データシートと子参照では異なるフィールドが入力可能になります。 

テーブルは（選択したデータシートの数やサイズに応じて）大量のデータを含むことが

できるので、ユーザーは検索条件にフィルターをかけることができます。フィルターを選択

すると、フィルター条件に合う行だけが表示されます。しかしながら、フィルターが広いカ

テゴリのサブアイテムである場合、広いカテゴリアイテムも表示されます。（例えば、化学

物質に対するフィルターを入力すると、親材料も見えます） 

次のフィルターが利用可能です: 

CAS No. 

化学物質グループ 

最新更新日 

プロダクトタイプ （利用可能なバイオサイドのデータシートのみ） 
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7.6.5 自社の規制情報の編集– BPR 

 

 

各カラムのヘッダーには、より詳細に質問の意味を説明するツールチップテキストが含

まれています。説明は次のとおりです: 

カラムヘッダー ツールチップ 

まだ生産されていますか この材料はまだ生産されていますか 

バイオサイド目的で追加され

ましたか 
この活性物質はその殺生性質で追加されていますか 

完成品/製品に殺生性が必要で

すか 
完成品/製品に殺生性が必要ですか 

プロダクトタイプ この材料の中の活性物質はどのプロダクトタイプが適用されますか 

 

最初の 3 つの質問は、"はい"と"いいえ"（まだ質問に回答していない場合は空欄）の選択

肢のみが提供されていますが、プロダクトタイプは複数のオプションが提供されています。 

プロダクトタイプで最も可能性の高い選択肢はドロップダウンリスト(PT 2, 6, 7, 8, 9)の上

位にあります。  

ユーザーは一度に複数のプロダクトタイプを選択することができます。選択可能なプロ

ダクトタイプは、現在の材料分類に有効なものだけです。 

 

最初の質問 （この材料はまだ生産されていますか"）は他のフィールドの状態に影響があ

りません。 

2 番目の質問（バイオサイド目的で追加されましたか）が未回答または"いいえ"と回答し

た場合、3 番目と 4 番目の質問のフィールドが無効になり、これらの質問に回答することが

できません。 

3 番目の質問（完成品/製品に殺生性が必要ですか）が未回答または"いいえ"と回答した場

合、4 番目の質問のフィールドが無効になり、この質問に回答することができません。 
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7.6.6 自社の規制情報の編集– REACH (材料) 

 

各カラムのヘッダーにはより詳細に質問の意味を説明するツールチップテキストが含ま

れています。説明は次のとおりです: 

 

カラムヘッダー ツールチップ 

まだ生産されていますか この材料は、まだ生産されていますか。そして少なくとも 1 つの生産拠点は、EEA
にありますか。 

EEA 生産 EEA = EU 諸国とノルウェー、アイスランド、リヒテンシュタインからなる欧州経済

地域 

承認ステータス 承認のステータスは何ですか。 

 

最初の 2 つの質問は、"はい"と"いいえ"（まだ質問に回答していない場合は空欄）の選択肢

のみが提供されていますが、承認ステータスは複数のオプションが提供されています。ツール

チップテキストで、それぞれの意味のより詳細な説明があります: 

承認ステータス ツールチップ 

完成 使用目的のために承認が与えられた状態 

進行中 承認は最終申請日の前に依頼されています。 - 意思決定は、欧州化学物質庁

（ECHA）にて保留中 

? 承認が依頼されたかどうか、または依頼された承認が決まっているか不明な状態 

意図的ではない 承認を依頼する意図はありません 

 

最初の質問（まだ生産されていますか）が未回答または"いいえ"と回答した場合、2 番目

と 3 番目の質問のフィールドが無効になり、これらの質問に回答することができません。 

2 番目の質問（EEA 生産）が未回答または"いいえ"と回答した場合、3 番目の質問のフィー

ルドが無効になり、この質問に回答することができません。 
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7.6.7 自社の規制情報の編集– REACH (コンポーネント) 

 

 

各カラムのヘッダーにはより詳細に質問の意味を説明するツールチップテキストが含ま

れています。説明は次のとおりです: 

カラムヘッダー ツールチップ 

EEA で生産/輸入されています

か 
この質問は、製品が REACH の対象になるかどうかについてです。 製品が EEA で

生産されているか、または EEA に輸入されている場合にのみ、答えは「はい」

になるはずです 

材料は輸入されましたか この材料は EEA に輸入されましたか 

承認ステータス 承認のステータスは何ですか 

 

2 番目の質問は、"はい"と"いいえ"（まだ質問に回答していない場合は空欄）の選択肢の

みが提供されていますが、他の質問は複数のオプションが提供されています: 

EEA で生産/輸入されていますか 

はい 

いいえ 

既に製造されていませんが、在庫から入手できます 

 

利用可能な承認ステータスも、ツールチップテキストで、それぞれの意味のより詳細な説明

があります: 

承認ステータス ツールチップ 

完成 使用目的のために承認が与えられた状態 

進行中 (最終申請日より後に申

請された) 
承認は最終申請日の後に依頼されました。 - 意思決定は、欧州化学物質庁

（ECHA）に保留中 

? 承認が依頼されたかどうか、または依頼された承認が決まっているか不明な状

態。 

意図的ではない 承認を依頼する意図はありません 

進行中 (最終申請日より前に申

請された) 
承認は最終申請日の前に依頼されました。 - 意思決定は、欧州化学物質庁

（ECHA）に保留中 
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最初の質問（EEA で生産/輸入されていますか）が未回答、または"いいえ"か"すでに製造

されていません"と回答した場合、2 番目と 3 番目の質問のフィールドが無効になり、これら

の質問に回答することができません。 

2 番目の質問（材料は輸入されましたか）が未回答、または"いいえ"と回答した場合、3
番目の質問のフィールドが無効になり、この質問に回答することができません。 

 

7.6.8 自社の規制情報の編集 

データセット（例えば、バイオサイドのために、材料に加えてそれに含まれた化学物質

を含んだデータセット）が規制情報の編集可能なバージョンではない場合、フィールドは読

み取り専用モードで表示されます。  

この場合、"編集可能なバージョンを作成"ボタンが親データシートの行に表示されます。 
このボタンをクリックすると、ユーザーはリリース済み最新バージョンのコピーデータを含

んだ新しい編集可能なバージョンを作成することができます。  

作成された編集可能な規制バージョンは最新のデータシートに自動的に適合されます：

最新バージョンには含まれていない追加の参照（例えば化学物質）を含んだデータシートバ

ージョンのために、オリジナルの規制情報がリリースされると、これらの参照は規制情報か

ら自動的に削除されます。新しい参照がある場合、それに応じて追加されます。これがなさ

れたあと、このデータの全てのフィールドが有効になります。 

 

7.6.9 規制情報のリリース 

編集可能な規制情報テーブルの下では、"全てをリリース"ボタンが利用可能です。これに

より、入力された全ての情報を確認するチェックを行います。データシートをリリースする

ときの確認ダイアログと同様に、その後ユーザーはリリースを確認するよう要求されます。

誤ったデータが設定されたデータに一つでもあると、ユーザーは"エラーのない規制情報の

みリリース"を選択することができ、誤ったデータは影響のない設定のままにします。 

REACH 関連コンポーネントテーブルの材料を右クリックすることによって、ユーザーはコ

ンテクストメニューにアクセスすることができます。これにより別のダイアログで、この材

料に入力された REACH 規制情報を見ることができます。 
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7.6.10 チェック 

上記のように、規制の編集バージョンをリリースするとき、チェックが実行されます。

チェック結果は、データシートチェックの結果と同様に、画面下部にテーブルとして表示さ

れます: 

 

このテーブルに記載されているデータシート毎または化学物質毎に、エラーアイコン( ) 
がウィザードテーブルの対応する行に表示されます。チェック結果テーブルで一行をダブル

クリックすると、ウィザードが適切な行に自動的にスクロールします。 

 

次の異なるチェックが実行されます: 

A – 全ての質問に回答しなければなりません 

規制情報が有効とみなされるためには、回答することができる全ての質問に回答しな

ければなりません。（一部の回答により、回答する必要がないものもあります） 

例外は含有率 0.1%（最大値）以下の REACH 化学物質です。 これらの化学物質について

は、データ入力は任意です。BPR 化学物質については、このような例外はありません。 

B - "まだ生産されていますか"の回答は BPR / REACH 材料と同じでなければなりません 

材料に REACH と BPR 関連化学物質の両方が含まれている場合、 "材料はまだ生産され

ていますか” という質問の回答は両方の規制で同一である必要があります。 

一つの規制情報の回答が他の規制情報の最新バージョンの回答と異なる場合（編集可

能なバージョンであっても）規制情報は無効とみなされます。さもなければ、回答は変

更できません。 

 

7.6.11 他社の規制情報を見る – データタブ 

ユーザーが"他社の規制情報を表示"を選択した場合、全てのフィールドが読み取り専用で、 
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"リリース"や"全てをリリース"のボタンがないことを除くと、データタブは上述したもの

ととても似ているように見えます。  

代わりに、各データシート行の横に、"規制情報の更新依頼"ボタンがあります。これによ

り選択したデータシートの更新依頼を始めます。データシートの最新バージョンに規制情報

が完全に記入されている場合、またはユーザーの企業が既にこのデータシートの規制情報の

更新依頼をしている場合は、このボタンは無効になります。  

さらに構成情報タブで表示されるものと同じ情報（例えば、他のいくつの企業がすでに

この規制情報の更新依頼をしているか）が、各データシート行に表示されます。 

"全てのデータシートの規制情報の更新依頼"ボタンもあります。これにより、ユーザーの

企業がまだ更新依頼をしていないデータシートや、規制情報が何らかの形で不完全なデータ

シート全ての更新依頼をはじめます。 

テーブル内でデータシートが複数行出てきた場合、全ての"更新依頼"ボタンは同期されま

す。これは、ユーザーがどれか一つのボタンを押した場合、依頼は 2 回できないので、全て

のボタンが自動的に無効になるということを意味します。 

7.6.12  Combined result for download 

Combined result リストには、コンポーネント、材料、化学物質の回答を含む REACH セミ-/コ
ンポーネントの完全な規制情報が表示されます。 Combined result をダウンロードするために、

新しいボタン「Combined Reach Download」が「条件を保存」ボタンと「ダウンロード全て」ボ

タンの間に追加されます。これにより、行を選択することなく、テーブル内のすべての結果に

関する完全な規制情報がダウンロードされます。  

オプション「Download Combined REACH Regulatory Information」も結果テーブルのコンテキス

トメニューに追加されています。これも完全な規制情報もダウンロードしますが、選択された

行のみです。 
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7.7 構成情報画面 
7.7.1 規制情報を読み取り専用でツリーに表示 

現在データシートのデータが表示されるのと同様に、規制情報は表示されます。構成情

報タブでは全ての規制情報が新しい折りたたみ式のボックスに表示されます。将来ケミスト

リーマネージャーに、さらなる規制が追加された場合、構成情報タブのこのセクションに追

加されます。 

規制情報の新しいバージョンは、含まれた化学物質リストの参照として、常にデータシ

ートの有効なリリース済み最新バージョンを使用しているので、規制情報は構成情報の中か

ら編集できません。規制情報の編集はウィザードを使用してのみ可能です。新しいボタンが

ツリーツールバーに追加され、ポップアップウィンドウでウィザードを開くことができます。

開いたウィザードには、ユーザーが規制情報を入力できる、参照された全てのデータシート

が含まれています。全ての変更が適用された後、それに従ってデータシートビューが更新さ

れます。 
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規制情報ボックス内には、ユーザーがポップアップウィンドウでウィザードを開くこと

ができるもう一つのボタンがあります。現在選択されているデータシートが、規制情報を修

正することができるユーザーの企業に属している場合のみ、ボタンは利用可能になります。

開いたウィザードには（有効な最新バージョンで）現在選択されたデータシートのみが表示

されます。全ての変更が適用された後、それに従ってデータシートビューが更新されます。 

"規制情報の表示"というチェックボックスがツリーツールバーに表示されます:  

 

 

このチェックボックスにチェックを入れると、規制情報の状態を示すアイコンがデータ

シートツリーに表示されます。ログオフしたとき、このチェックボックスの状態は保存され

るので、ユーザーはシステムにログインするたびにチェックボックスをクリックする必要は

ありません。規制情報が利用できるツリー上の各ノードまたは参照の横には、別のアイコン

が表示されます。全ての規制情報が提供され有効な場合のアイコンは  で、規制情報が提供

されていない場合は  です。 



  
 

Page 156 

IMDS Service Center 
Europe | Phone: +36 1778-9821 | Mail: imds-servicedesk@dxc.com 

Americas | Phone: +1 844 650 4217 | Mail: imds-servicedesk@dxc.com 

 

規制情報が割り当てられているが完全ではないノードや参照を強調表示するために使用

される黄色のアイコン( )もあります。例えば、含まれた化学物質が規制の化学物質グルー

プに追加され、規制情報が必要となった場合、これが起こりえます。ツリーを修正する時

（例えばロードされた材料に化学物質を追加する時）、アイコンは更新されます。 

 

 

7.7.2 規制情報の更新依頼を見つける – 構成情報タブ 

データシートの構成情報タブ内のツリー検索 に新しいオプションがあります。これに

よりユーザーはツリー上でオープンしている規制情報の更新依頼を見つけることができます。  

データシートが規制関連データを含んでいる場合、ツリー上にあるこのデータシートの

全ての参照では、ユーザーが構成情報画面右側の詳細パネルにある新しい折りたたみ式のボ

ックスを使用して、入力された規制情報（データシートとして直接表示されているのか、下

位階層にあるので子ノードとして表示されているのか）を見ることができます。 

自社データシートの規制情報更新依頼の検索: 

この機能を使用すると、ユーザーは更新依頼のある全ての自社データをすぐに見つける

ことができます。  

自社の規制情報更新依頼の検索: 

ユーザーの企業が依頼を送信した全ての参照を見つけることができます。 

 

7.7.3 規制情報画面の表示 

“規制情報”ボックス内に、各規制のための追加ボックスがあります。これらのボックスの

レイアウトは常に同じ原理に従います: 上部では、ユーザーが見たい規制情報のバージョン

を選択することができます。この選択の下にデータシートに関連するデータ（例えば、

REACH Annex XIV の“まだ生産されていますか”のフラグ）が表示されます。ボックスの下部に

は、規制に関連するデータシート内の全ての参照がテーブルに表示されます。この参照のた

めに入力された各フィールドについては、テーブル内に 1 カラムあります: 

材料(BPR): 
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材料(REACH Annex XIV): 

 

コンポーネント(REACH Annex XIV): 

 

 

 

 

 

 

バージョンの表示 
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このバイオサイド規制の例に見られるように、ユーザーは入力された情報を見るために

リリース済みバージョンのいずれか一つを選択することができます。バージョンは数字によ

ってではなく、日付によって表示されます。新しいバージョンがリリースされるとすぐに、

一つ前の最新バージョンは終了日（新しいリリース日）を受け取り、新しくリリースされた

バージョンは使用停止日以降の日で"（リリース日）より有効"として表示されます。 

 

7.7.4 特殊なユースケース 

データシートの最新バージョンに参照が含まれなくなった 

最新バージョンには含まれていないので、規制情報が表示された部分がない参照（例え

ば化学物質）を含んだデータシートを選択した場合、この化学物質の規制情報は表示できま

せん。この理由をユーザーに通知するために、"このデータシートの現在のバージョンには

その化学物質が存在しないので、規制情報は利用できません"というヒントが表示されます。 

規制情報の最新バージョンに参照が含まれていない 

選択されたデータシートが、最新の規制情報が提供されたものよりも新しいデータシー

トのバージョンである場合、規制データが提供されていない新しい参照（例えば化学物質）

を含んでいるかもしれません。ユーザーに通知するために、"その化学物質は規制情報の最

新バージョンに含まれていないので、規制情報は利用できません"というヒントが表示され

ます。 

ノードが削除された 

データシートの最新バージョンでは削除された子ノードの規制情報を見ようとすると、

（MDS ID に割り当てられた規制情報ではなくなるので）規制情報は表示されません。代わり

に、この子ノードは最新のデータシートバージョンの一部ではないので、添付された規制情

報はありませんというヒントが表示されます。 
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7.8 依頼コミュニケーション 
7.8.1 規制情報の更新依頼 

ユーザーは特定のデータシートの規制情報の更新を依頼することができます。これらの

依頼は、ユーザーがツリー上の参照の詳細を見るとき、その参照がツリーの深い階層にあっ

ても、データシートの構成情報画面詳細から直接送信することができます。  

唯一の制限は、ユーザーが参照を含んだデータシートを実際に使用できる状態でなけれ

ばならないということです。承認していない受信データシートに含まれた参照の場合、ユー

ザーは規制情報の更新を依頼できません。 

依頼は匿名で発行されますが、データシートを所有している企業は、何人のユーザーが

そのデータシートの新しい規制情報を依頼しているか見ることができます。最も早く依頼さ

れた日も表示されます。この情報はデータ入力の優先順位を決定するのに役立ちます。 

ユーザーが他社データシートへの参照や、このような参照の中のノード/参照を選択した

場合、入力された全ての規制情報を見ることができます。各規制情報ボックス（BPR, REACH）
には、 "規制情報の更新依頼"ボタンがあります。これは規制情報が完全ではないか、無効

である（ツリー上で または  ）場合のみ表示されます。 

 

規制情報更新依頼のボタンをクリックすると、更新依頼の決定を確認するためのダイア

ログが表示されます。このダイアログでは、この依頼が選択されたノードの作成元に行くこ

とと、どちらの連絡先も表示されないことをユーザーに通知します。 

同じデータシートに複数の依頼を受信するとき、作成する企業は矛盾した情報に直面す

る可能性があるので、依頼には追加のテキスト情報を含んでいません。 

ユーザー（またはその企業の他のユーザー）がすでに同じノードの更新依頼をしていた

場合、依頼は発行できません。代わりに、この状況を通知するヒントが表示されます: 
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7.8.2 削除された企業の場合の更新依頼 

選択されたデータシートを所有している企業が削除された、またはインアクティブにな

った場合、企業がインアクティブになっているので、この規制情報の更新依頼は受信できな

い可能性があるというヒントが、依頼ボタンの横に表示されます。機密性の理由から、この

件についてそれ以上の情報は提供されません。しかし更新ボタン自体は有効なままなので、

再度アクティブにするよう依頼した企業は、その間に受信した全ての依頼を見ることができ

ます。 

 

7.8.3 規制情報の更新の依頼の受信– 通知メール 

規制情報を入力する権限をもつ各ユーザーに対する、オープンされた回答依頼がある場

合、そのユーザーには週に 1 通だけメールが届きます。メールでは今週受信した依頼が強調

表示され、また全ての古いクローズされていない依頼も含んでいます。サプライチェーンを

通して、多くの企業がすでに依頼されたということを知らずに、同じデータシートの規制情

報の更新依頼ができるため、自動配信メッセージは実装されていません。   

企業に適切な権限をもつ有効なユーザーが一人もいない場合、カンパニーアドミニスト

レーターにメールが届きます。メールには、ユーザーの一人に適切なケミストリーマネージ

ャーの権限を割り当てる必要があるという情報が含まれており、必要な理由を説明していま

す。  
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7.8.4 データシート検索画面で依頼を検索 

規制情報を入力する権限を持った各ユーザーは、更新が依頼されたデータシートを検索

するために、データシート検索で“更新依頼された規制情報“条件を選択することができます。 

規制情報は子ノードレベルでも入力でき、子ノードは直接検索できないので、この条件

で検索することは、更新が依頼された子ノードを含んだデータシートを検索することにもな

ります。適切な権限を持つユーザーは検索結果で対応するカラムを参照します。また、規制

情報の更新が依頼された子ノードを含んだデータシートが強調表示されます。 

このカラムは、最初に更新依頼を受信したとき、それまで何件の更新依頼があったかと

いうことも表示します。更新依頼のあったデータシートの中に一つ以上のノードがある場合、

このカウントは全ての有効な依頼の合計であり、日付は全てのノードで最も早い日付です。 

 

 

 

7.8.5 構成情報画面で受信した依頼の表示 

データシート内の個々の規制情報のセクションを見るとき、これまで出された更新依頼

の数がどれだけ多くても利用可能です: 
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7.8.6 規制情報の更新依頼をクローズ 

データシートを作成した企業が規制情報の新しいバージョンをリリースするとすぐに、

全ての更新依頼がクローズされたとみなされます。規制のチェック手順は、依頼がエラーの

ない情報を提供することによってのみクローズされることを保証します。 

 

7.8.7 使用停止日か最終申請日に達する化学物質のためのシステムからの自動通知メー

ル 

化学物質が使用停止日か最終申請日に達する 4 週間前に、このまま日付に達してしまうと

規制情報のリリース済み最新バージョンが無効な承認ステータスを含んだ状態になってしま

う自社材料をもつ企業の全てのケミストリーマネージャーに対してシステムから自動通知メ

ールが送信されます。このメールは材料に影響を与えている化学物質についての詳細情報を

含みます。 
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8 IMDS セキュリティ 
自動車メーカーからの要件の一つに、送信された全ての材料データシート(MDS)を閲覧/分析

可能にするというものがありました。できるだけ多くの情報を表示するのと同時に、サプライ

ヤーを守るためにデータセキュリティも確保することが重要となります。データシートはオン

ラインシステムで利用可能になっている必要があります。また、オフラインの場合の「データ

ダウンロード」インターフェースも同様です。不正なアクセスからデータシートを守るため、

データシートへのアクセスはシステム内で制限されており、かつシステム自体も不正アクセス

から守られています。 

以下の章では、外部からシステムへの不正加工対策や、データアクセス権の制限をアプリケ

ーション内でどう担保するか、という点についてご説明します。 

 

 

8.1 物理的セキュリティ 
IMDS コンピュータは DXC のサービスマネージメントセンター（SMC）内で管理されます。

DXC の SMC はサーバーの物理的な安全性を保証し、適切なインフラ（ネットワーク可用性、シ

ステム障害対策）を提供します。許可されている人員（オペレーティング管理者およびシステ

ム管理者）のみが同機器へのアクセス権を有し、オペレーティングシステムの物理的な操作や

機能的な障害を不可能なものとしています。 

 

 

8.2 オペレーティングシステムセキュリティ 
IMDS システムは UNIX オペレーティングシステムを使用しており、オペレーティングシステ

ムレベルにおけるアクセスは DXC の管理者にのみ許可されます。DXC の標準的プロセスにより、

システムへの外部アクセスに対する防御は確実です。 

 

8.3 データベースセキュリティ 
IMDS システムは Oracle データベースを使用しており、同データベースへのアクセスは、シ

ステム管理者およびデータベース管理者にのみ許可されます。 
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8.4 アプリケーションセキュリティ 
IMDS を利用するサプライヤー各社は、IMDS 内でユーザー登録を行う必要があります。ユー

ザー登録を行うと、パスワードを取得できます。このパスワードは 90 日毎、またはパスワード

リセット機能を用いたパスワードリセットが行われた後に変更する必要があります。 

パスワードは、前回使用したパスワードと異なっている必要があり、8～12 文字（大文字・

小文字）の間で、少なくとも数字を 1 桁含んでいなくてはなりません。また、パスワードは大

文字と小文字を区別します。入力可能な文字は ISO-8859-1 で指定されている文字です。 

 

これらの方法を用いて、ユーザーID およびパスワードを取得しているユーザーのみによる

IMDS アクセスが保証されます。 

個々に設定されたユーザーの権限により、アクセスできる Web のエリアや/またはデータが

設定されています。特定のプロファイルを有するユーザーのみ、同アプリケーションにおいて

一定の機能を実行することができます。（ユーザープロファイルをご参照下さい。） 
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9 システム管理メニュー 
システム管理メニューには、以下の画面のように、ユーザーおよび IMDS 企業の管理機能が

含まれます。いくつかのメニューはカンパニーアドミニストレーターのみ利用できます。 

 

 

9.1 個人設定 
言語を切り替えることができます。IMDS 上で連絡先情報を正しく管理することはとても重

要です。全てのユーザーは「システム管理」>「個人設定」から行うことができます。このメニ

ューから、IMDS で特定のイベントが起こった場合に E メールを受け取る設定をすることもでき

ます。 

ユーザーの連絡先情報は以下のような画面で表示されます。(プライバシーの観点から、ユ

ーザー情報は非表示にしています) 
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IMDS はグローバルなシステムで、海外のユーザーは国コードまで把握できるとは限らない

ため、電話および FAX 番号は国コードも指定することが重要です。 “機密扱い物質の閲覧可”の
属性は、自社のユーザーを管理するカンパニーアドミニストレーターによって設定可能です。

設定は、「システム管理」>「ユーザー」画面で行います。個人設定の画面では、この項目の

確認しかできません。 

ここでは“ケミストリーマネージャーアクセス”属性は、読み取り専用であり、システム管理

メニュー ⇒ ユーザーの下でカンパニーアドミニストレーターが自社のユーザーのために設

定することができます。ユーザーが、「アクセスの要求」をクリックすると、有効なカンパニ

ーアドミニストレーターに依頼メールを送信することができます。電子メールが送信された後、

次のメッセージが確認として表示されます： 

 

“材料データシートを公開することができます。”のチェックボックスはここで編集すること

はできません。プロセスは二つあります。 

ユーザーは公開データシート認証フォームに記載された公開ルールを確認する必要がありま

す。( をクリックすると表示されます。) 次にすべての有効なカンパニーアドミニストレー



  
 

Page 167 

IMDS Service Center 
Europe | Phone: +36 1778-9821 | Mail: imds-servicedesk@dxc.com 

Americas | Phone: +1 844 650 4217 | Mail: imds-servicedesk@dxc.com 

ターに対して、この依頼を確認する方法の説明とともに、ユーザーが材料データシートを公開

する権限を依頼していることを知らせるメールが届きます。 

 

 

カンパニーアドミニストレーターがユーザーの依頼(8.6 ユーザーに記載)を確認したあと、ユ

ーザーは材料データシートを公開することが許可されます。 

公開データシート認証フォームによる確認は毎年更新されなければなりません。認証テキス

トはバージョン管理され、承認されたバージョンはユーザー毎に文書化されます。そのためテ

キストが変更された場合は、ユーザーに再度認証テキストを確認するよう促すことができます。 

「データシートを obsolete（旧式、廃型）としてマーク可」というチェックボックスは、ここ

では読み取り専用であり、システム管理メニュー ⇒ ユーザーの下でカンパニーアドミニス

トレーターが自社のユーザーのために設定することができます。 

下部では、「トラストユーザー」機能において、また送信先情報タブの通信情報のデータシー

ト拒否において、個人データを他のユーザーに表示するかどうかを確認する必要があります。

連絡先情報の使用は必須ではありません。連絡先情報の公開を拒否した場合でも、IMDS は使用

可能です。連絡先情報を表示しないことを選択した場合、データシートを拒否する際に、企業

のデフォルトコンタクトがサプライヤーに表示されます。デフォルトコンタクトが存在しない

場合、連絡先情報は「不明」と表示されます。 

「トラストユーザー」機能において、またデータシート拒否において、個人データを他のユー

ザーに表示するかどうかを確認する必要があります。 ユーザーはデータの使用を承諾する必要

はなく、連絡先情報の公開を拒否した場合でも IMDS を使用できます。 

更に右側では、特定のイベントが起こった場合にシステムからのお知らせを受け取るかどう

かの設定を行うことができます。 
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以下の表に各イベントの詳細をまとめました。これらの選択肢の中から E メールでお知らせ

を受け取りたいイベントを選択します: 

 

 

イベント お知らせ内容 

入力依頼の拒否 選択形式: 自社またはログインしているユーザーが作成した入力

依頼が拒否されたタイミングでメールが届きます。 

自社入力依頼期日 選択形式: 自社またはログインしているユーザーが作成した入力

依頼の期日に関するメールが届きます。 

選択形式: 下の欄で日数を指定すると、期日の何日前にお知らせ

を受け取るかを指定することができます。 

入力依頼の受信 入力依頼を受信するとメールが届きます。 

受信した入力依頼の期日 受信したデータシートの期日に関するメールが届きます。 
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下の欄で日数を指定すると期日の何日前にお知らせを受け取る

かを指定することができます。 

入力依頼の削除 入力依頼が削除されるとメールが届きます。 

データシートの拒否 自社から送信したデータシートが拒否されるとメールが届きま

す。 

データシートの承認 自社から送信したデータシートが承認されるとメールが届きま

す。 

データシートの受信 データシートが受信されるとメールが届きます。 

フォローアップの期限 フォローアップの期限にメールが届きます。 

機密扱い物質が GADSL 記
載物質として指定 

機密扱いにしていた化学物質が、新規に GADSL に追加されると

メールが届きます。 

機密扱い物質が SVHC 物質

として指定 
機密扱いにしていた化学物質が、新規に REACH SVHC に追加さ

れるとメールが届きます。 

IMDS の有効期限のお知ら

せ（カンパニーアドミニ

ストレーター） 

ユーザーID の「有効期限」に達し、期限切れになりそうになる

とメールが届きます。 

ニュースレター 重要なお知らせが含まれる IMDS ニュースレター(定期発行)が新

しく発行されると、メールが届きます。 

IMDS 製品関連情報 IMDS アドバンスド・ソリューションズ、イベント、オンライン

セミナーの情報を見ることができます。 

 

9.2 パスワード変更 
現行のパスワードを、自身で考えた新しいパスワードに変更できます。この機能は全ユーザ

ー対象です。 

 

9.3 通知 
システムからのお知らせを表示します。次回のログインにお知らせを表示させるか、既読に

するか、適切なボタンをクリックします。最後に「OK」ボタンをクリックすることで設定を保

存することができます。 
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9.4 企業 
システムからのお知らせを表示します。次回のログインにお知らせを表示させるか、既読に

するか、適切なボタンをクリックします。最後に「OK」ボタンをクリックすることで設定を保

存することができます。 

9.4.1 企業情報の変更 

このメニューでは企業名、住所、DUNS ナンバー、組織といった企業情報を表示させたり編

集できたりします。この機能はカンパニーアドミニストレーターのみ利用できます。カンパニ

ーアドミニストレーターは自社企業の全ての情報を管理する権利と責任があります。組織の利

用は任意です(次章で説明します)。以下は企業画面のサンプルです:  

 

 

検索結果で選択した企業を編集したり、詳細を確認できます。編集/閲覧ボタンをクリック

するか、右クリックでメニューを選択すると、詳細タブが開きます。画面右側は企業の登録情

報です。企業 ID はシステムが自動で割り振った番号で、ユニークです。このため、変更するこ

とはできません(企業を再登録する場合は除く)。 
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SCIP S2SKey は、SCIP 項目にある「S2S Key を追加」ボタンを使って、SCIP S2SKey ファイルを選

択することでアップロードすることができます。ファイルがアップロードされると、ECHA 企業

名と最新のアップロード時刻が下表に表示されます。 

   

複数の S2S キーをアップロードすることができます。また、「S2S Key を削除」ボタンを使っ

て、任意の S2S キーを選択して削除することができます。削除を確認するメッセージが表示さ

れます。 
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セキュリティの観点から、企業名はユーザー(カンパニーアドミニストレーターを含む)が自

由に変更することができません。しかしカンパニーアドミニストレーターだけは、企業名の変

更をサービスデスクに依頼することができます。企業名変更に伴う費用負担はありません。た

だし、「企業再構成」サービスによるデータ移行の一環で、企業名が変更になるようなケース

は有料です(企業再構成サービスが有料のため)。企業名変更についての手順は以下の通りで

す。: 

1. 自社に登録されている組織の名称が、希望する新しい(変更後の)企業名と同一、また

は含まれていないことを確認します。 
2. 可能であれば、E メールのドメインすべてが新しい(変更後の)企業名と同一で、古い

企業名でないことを確認します。 
3. 新しい(変更後の)企業名と同じまたはよく似た企業が他に無いかどうかを確認しま

す。 
4. 新しい(変更後の)企業名は、標準的な英字のみで構成されていなければなりません。

英語でない文字(á、ñ、ü など)が入っていないことを確認します。 
5. 文字数は、80 文字以内に収まるようにします。 
6. カンパニーアドミニストレーターが、IMDS に登録している E メールアドレスから、

IMDS サービスデスクに連絡します。メールには、簡単に企業名の変更を依頼する旨

と、企業 ID、現行の企業名、変更したい新しい企業名を記載してください。 

多くの場合、上の条件を満たしていれば 1～2 営業日で変更できます(ただし、サービスデス

クの混雑状況やその他要因によって差がありますのでご了承ください)。 

企業メニューの「設定」>「有効期限の初期設定」では、ユーザーID を新規作成する際にあ

らかじめ設定される有効期限を、ここで決めておくことができます。選択肢は 90、180、
365、730 日です。 

 

ユーザーID の管理のため、ユーザーID のリストをエクスポートできます。エクスポートした

リストには、ユーザーが最後にログインした日付などの情報も含まれています。セキュリティ

の観点から、カンパニーアドミニストレーターは、必要のないユーザーID は無効にしておくこ

とを強く推奨します。前にご説明した通り、各ユーザーは自分の E メールアドレスを変更する

ことができます。カンパニーアドミニストレーターがアカウントを無効化しなかった場合、こ

れらのユーザーは E メールアドレスを変更して保有し続け、退職した後でも、企業の IMDS デー

タにアクセス可能な状態になってしまう危険性があります。ユーザーID を無効化する方法につ

いては、「システム管理」>「ユーザー」の説明をご参照ください。 
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9.4.2 組織の追加 

組織(Org Units)を使う事で、企業情報を組織ごとに管理したり分けたりすることができます。

組織は、ユーザーが使いやすい構成で利用することができます。一般的な使い方としては、地

域別の組織編制(地域、国、州、工場別など)もしくは、機能別の組織編制(電子機器、流体工学、

機構など)が考えられます。 

組織は「システム管理」>「企業」メニューから追加できます。 

 

企業検索画面の検索結果で企業か組織の上を右クリックすることで詳細を編集することがで

きます。また、検索画面の左上と右下にあるメニューオプションでも編集することができます。 

 

画面の左側は企業構成です。組織は、企業構成の上の「組織の追加」をクリックすることに

よって追加できます。「組織の追加」を選択すると、画面右側が以下のように変わります。 
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組織の詳細に名称(何の組織か分かるもの)、を記入し保存したら、組織の追加作業が完了し

ます。 

各組織には、企業 ID と同様の固有の ID が割り当てられ、その ID を使って 
企業 ID で行う送受信と同じように、サプライヤーからデータシートを受信したり、顧客に送信

することができます。ただし、組織にユーザーが割り振られていないと、組織にデータシート

が送信されても誰も見ることができません。IMDS では、組織に最低でも 1 名以上のユーザーが

割り当てられていないと、データシートを送信することができません。組織にユーザーを割り

振る方法については、「システム管理」>「ユーザー」の章をご参照ください。 

 

9.4.3 組織の削除 

組織を削除するには、企業画面で削除したい組織を右クリックします。そして、現れたメニ

ューの中の「削除」を選択します。 

注意:「削除」メニューが表示されない場合、企業の構成が保存されていない可能性があり

ます。まず「保存」を行うと削除メニューが表示されます。 

 

 

9.5 コンタクトパーソン/REACH コンタクトパーソン 
コンタクトパーソンとして IMDS に登録されると、データシートのサプライヤー情報タブに

問い合わせ先として表示されます。 
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項目 内容 

IMDS この項目にチェックをつけると、サプライヤー情報タブにこの人が

コンタクトパーソンとして表示されます。 

REACH この項目にチェックをつけると、この人が REACH コンタクトパーソ

ンとして登録されます。 

有効 このコンタクトパーソンが有効かどうかを表します。 

 

REACH コンタクトパーソンとして登録されると、他社のユーザーが RECH コンタクトパーソ

ンメニューから検索できるようになります。少なくとも 1 企業につき 1 名以上の特定の REACH
コンタクトパーソンを登録することをお勧めします。 

 

該当するコンタクトパーソンをダブルクリックすると、その REACH コンタクトパーソンの詳

細タブが開きます: 
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GDPR の要件に準拠するため、コンタクトパーソンは、IMDS の連絡先として機能することを

望んで、連絡先データが公開されていることを確認する必要があります。 コンタクトパーソン

は IMDS のユーザーではないため、コンタクトパーソンに確認のための電子メールが届きます。 

コンタクトパーソンがデータシートの連絡先として機能することを確認した場合にのみ、IMDS
で選択することができます。それ以外の場合は、削除された連絡先として扱われます。 

カンパニーアドミニストレーターには、企業のコンタクトパーソンの 1 人を「デフォルトの

連絡先」として定義するオプションがあります。 このコンタクトパーソンのデータは、元々

MDS に割り当てられていたコンタクトパーソンがアクティブでなくなった場合に備えて、サプ

ライヤー情報と PDFレポートに表示されます。1企業につき 1人のみをデフォルトのコンタクト

パーソンに指定できます。 デフォルトのコンタクトパーソンになると、このコンタクトパーソ

ンを無効にすることはできなくなります。 代わりに、別のアクティブなコンタクトパーソンを

新しいデフォルトのコンタクトパーソンとして定義する必要があります。同様に、デフォルト

の連絡先を無効にするには、最初に別の連絡先担当者を新しいデフォルトの連絡先として定義

する必要があります。 

 

 

9.6 ユーザー 
ユーザー管理の機能はカンパニーアドミニストレーターのみが使用します。バックアップと

して、一企業に最低 2 名以上のカンパニーアドミニストレーターを登録されることを強く推奨

します。カンパニーアドミニストレーターには、自社のユーザーおよび権限の管理、パスワー

ドリセットを行う責任があります。 
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9.6.1 ユーザー承認プロファイル 

IMDS には現在、5 種類のユーザー承認プロファイル(権限)があります。 

カンパニーアドミニストレーター(Company Administrator) 

カンパニーアドミニストレーターは IMDS のユーザーの権限の中でも最も強い権限を持ちま

す。非常に大規模な場合を除き、全ての企業においてカンパニーアドミニストレーターは、最

も IMDS の業務に精通していて信頼できる人物が担当するべきです。カンパニーアドミニストレ

ーターになった人物には、IMDS と IMDS サポートセンターからのリクエストの双方における重

要な責任、権限、役割が伴います。 

カンパニーアドミニストレーターは他のユーザー承認プロファイルの権限を包括しています。

加えて自社のユーザーID やコンタクトパーソンの作成と管理、組織へユーザーを割り振る、パ

スワードリセット、ユーザーやコンタクトパーソンの E メールアドレスや電話番等といったコ

ンタクト情報を最新に保たなければならない、といった責任があります。カンパニーアドミニ

ストレーターは企業の代表として、他の企業との窓口となります。また、データシート、組織、

ユーザー、コンタクトパーソンについての特別な権限を持ちます。加えて、IMDS サービスデス

クに対して企業名の変更や有料サービスの申し込み、さらには(自社・他社問わず)IMDS ユーザ

ーに対して自社企業の情報を必要に応じて提供します。 

十分な業務カバーおよびバックアップを立てるという観点から、各 IMDS 企業に対して少な

くとも 2 名以上のカンパニーアドミニストレーターの登録をお願いしております。IMDS サービ

スセンターはあくまでカンパニーアドミニストレーターの手助けをする立場のため、企業管理

の権限が限られています。 

IMDS サービスセンターはカンパニーアドミニストレーターが存在している状態でユーザーID
の作成や有効化を行う権限を持っていません。ただし、企業内の全てのカンパニーアドミニス

トレーターが完全に企業から去ってしまった場合などに、企業証明として社印・役職印をいた

だけるという条件で、一般ユーザーをカンパニーアドミニストレーターに変更することはでき

ます。これは、その企業が IMDS での報告が滞ってしまうために、生産部品承認プロセス(PPAP)
を完了できないといった場合にとる最終手段になります。このため、必要な管理業務を行える

カンパニーアドミニストレーターが常に足りている状態にすることをお勧めします。 

 

ユーザー(Publish) (User (Publish)) 

ユーザー(Publish)は管理者権限および”Certify”権限を持ちません。ユーザー(Publish)はデータ

シートを作成、送信、全送信、そして公開できます。さらに、企業(ただし AI のステータスアッ

プロード機能を使用していない場合)に送られてきたデータシートを確認し、承認または拒否も

行います。ユーザー(Publish)は一般的な管理権限を持ちませんが、メニューの「システム管理」
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＞「個人設定」において各自の ID に登録された電話番号および E メールアドレスを更新するこ

とは可能です。 

 

ユーザー(Certification) (User (Certification)) 

User（Certification）権限を持つユーザーは、管理権限を持っていませんが、取引先の企業か

ら、自動車メーカーに対する内容証明を毎年求められているような場合、“Certification”という

作業を行う権限を持ちます。加えて User（Certification）は、データシートを作成、送信、全送

信ができます。さらに、企業(ただし、AI のステータスアップロード機能を使用していない場

合)に送られてきたデータシートを確認し、承認および拒否も行いことができます。User
（Certification）は一般的な管理権限を持ちませんが、メニューの「個人設定」において各自の

ID に登録された電話番号および E メールアドレスを更新することは可能です。 

 

ユーザー(User) 

User は、管理権限および企業に対して“Certification”および”公開”を行う権限を持っていませ

ん。User は、マテリアルデータシートの作成、送信および全送信を行います。また、企業(ただ

し、AI のステータスアップロード機能を使用していない場合)に送られてきたデータシートを確

認し、承認および拒否も行います。User は管理メニューへのアクセス権はありませんが、メニ

ュー内の「個人設定」メニューにおいて各自の ID に登録された電話番号および E メールアドレ

スを更新することは可能です。 

  

ユーザー(Read Only)  

このユーザーは、カンパニーアドミニストレーターによる登録が必要です。このユーザーは

自社のデータを閲覧することができますが、作成・変更はできません。ただし、ユーザーが各

自の ID に登録された電話番号および E メールアドレスを更新することは可能です。 

 

 

9.6.2 ユーザーの作成 

各ユーザーが IMDS システム使用するためには、自分の氏名が登録された、自分だけの ID が

必要です。ユーザーの作成を行うには、システム管理>ユーザーメニューの「作成」ボタンを使

います。すると、以下のような画面が表示されます。 
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以下の表に示す情報が最初に表示されます: 

項目 内容 

ユーザーID システムによる自動設定 –作成が完了していない段階では割り当てら

れていません。 

企業 ID システムによる自動設定 

企業名 企業名(変更不可) 

組織 そのユーザーID が所属する組織 

姓 ユーザーの苗字(必須) 

名 ユーザーの名前(必須) 

ユーザー承認プロフ

ァイル 
ユーザーの種類をプルダウンメニューから選択(必須) 

電話番号 国コードを含む電話番号 

Fax 番号 国コードを含む FAX 番号(任意) 

E メールアドレス E メールアドレス(必須) 

有効日 ユーザーがこのユーザーID を利用する開始日 

有効期限 ユーザーがこの ID でシステムにログインできる最終日 
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項目 内容 

機密扱い物質の閲覧

可 
全てのユーザーの初期設定は“権限なし”。 

カンパニーアドミニストレーターの場合：自社材料データシートの

機密扱い化学物質を開示したいユーザーにはチェックを入れること

ができます。 

一般ユーザーの場合：「システム管理」＞「個人設定」画面のこの

フィールドを閲覧することができますが、作成・変更はできませ

ん。 

デ ー タ シ ー ト を

obsolete（旧式、廃

型）としてマーク可 

カンパニーアドミニストレーターの場合: 初期設定では、機能がオフ

になっています。「データシートを obsolete（旧式、廃型）としてマ

ーク可」のチェックボックスがチェックされたら、ユーザーがこの

機能を利用できます。 

ユーザーの場合: 「システム管理」＞「個人設定」画面でこの項目は

読み取り専用となっています。 

材料をまだ有効であ

るとマーク可 
カンパニーアドミニストレーターの場合：初期設定では、機能がオ

フになっています。ユーザーが自分のデータシートをまだ有効であ

るとマークできるようにするためには、このチェックボックスにチ

ェックを入れる必要があります。 

ケミストリーマネー

ジャーアクセス 
カンパニーアドミニストレーターの場合: デフォルトでは、機能がオ

フになっています。このチェックボックスをチェックしたら、この

ユーザーが「機能」＞「規制情報ウィザード」へのアクセス権を持

つようになります。  

ユーザーの場合: 「システム管理」＞「個人設定」画面では、この項

目は読み取り専用となっています。アクセス権が付与された場合、

ユーザーは、IMDS を再ログインすれば、メニューから“規制ウィザー

ド”が利用可能になります。 

 

必要情報を入力したら、保存( )ボタンをクリックします。そうすることで、ユーザーID
を作成することができます。 
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ここで、ユーザーID を必ず書き留めておいてください!! セキュリティの観点から、E メー

ルがアドミニストレーターとユーザー本人に届きますが、ユーザーID は含まれていません。ア

ドミニストレーターは、ユーザーID を本人に安全な方法で、IMDS とは違う方法で伝達しなけれ

ばなりません。アドミニストレーターとユーザーは以下のようなパスワードが含まれたメール

を受信します: 

 

 

この E メールにはユーザーID が含まれていないという点をご注意ください。また、最初のロ

グイン時にパスワードを入力するときには、この E メールからコピー&ペーストすることを強く

お勧めします。もしカンパニーアドミニストレーターがユーザーID を控えていなかった場合は、

ユーザーはログイン画面で「ID の確認」ボタンを使って IMDS からユーザーID を含むメールを

安全に受け取ることができます。 
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新しいユーザーID が作成され、初めてログインした後、材料データシートを公開するための

依頼ができます。(公開データシート認証 8.1 個人設定参照) その後、ユーザー管理画面の右側

に追加のチェックボックスが表示されます。 

材料データシートを

公開することができ

ます。 

カンパニーアドミニストレーターの場合：初期状態はオフです。当

該ユーザーに自社の材料データシートを公開することを許可する場

合はこのボックスにチェックを入れる必要があります。 

前提条件としてユーザーからの依頼が必要です。そうでなければ、

この項目は表示されません。 

 

 

 

9.6.3 ユーザーID を組織に割り振る 

組織に送られた入力依頼やデータシートを閲覧したり、自社データの「サプライヤー情報」

で送信元組織を選択したりするためには、そのユーザーID が組織に割り当てられている必要が

あります。カンパニーアドミニストレーターはユーザーID の詳細画面にある企業データの部分

の「このリストに組織を追加します。」をクリックし、表示された画面でさらに検索をクリッ

クすると、その企業に含まれる組織の一覧が表示されます。割り当てたい組織すべてにチェッ

クを付けて「適用」または「全て適用」をクリックします。 
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9.6.4 ユーザーの無効化 

ユーザーが退職する、もしくは IMDS にログインをする必要がなくなった場合は、必ずその

ユーザーID を無効化する必要があります。推奨される手順は以下の通りです: 

1) 対象のユーザーID を検索し、詳細を表示する。 
2) 「有効期限」を今日の日付にする。さらに、右側の下部にある[無効化]をクリックし

ます。 
3) 保存する。 
4) ユーザーの検索画面で、自社の無効のユーザーを検索するために「有効」のチェッ

クボックスを外して検索する。 
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9.6.5 パスワードリセット 

自社のユーザーのパスワードを再発行するのも、カンパニーアドミニストレーターの役割で

す。実施するには、システム管理>ユーザー>から対象のユーザーを検索して詳細を表示させま

す。ユーザーの E メールアドレスが正しいことを確認してください。詳細画面の右下に「パス

ワードリセット」というボタンがあります。ボタンをクリックすると、システムから新しいパ

スワードを含む E メールが、対象のユーザーの E メールアドレスに配信されます。 

 

 

9.6.6 トラストユーザー 

トラストユーザーメニューもカンパニーアドミニストレーターだけが利用できる機能になり

ます。トラストユーザーの用途は 2 種類あります。一つは他社のトラストユーザー(サプライチ

ェーン内の全てのユーザーが対象。直接取引があるかどうかは関係ありません)で、自社から送

ったデータシートに含まれる全ての化学物質(「機密扱い」の化学物質を含む)情報を見ること

ができる権限を持っています。これはデータシート内のどの階層にあったとしても同じです。

この権限は特定のユーザーにしか与えられず、自社のユーザーには付与できません。トラスト

ユーザーは画面で見ることはできますが、IMDS から情報をダウンロードできるわけではありま

せん。 

トラストユーザーは他社のユーザーだけでなく、自社のユーザーにも適用されます。自社ユ

ーザーの機密性に関しては、システム管理>ユーザーメニューにおいて、「機密扱い物質の閲覧

可」を設定する必要があります。 

 
図 14 – トラストユーザー画面 

 

企業名フィールドは必須です。企業検索で特定の企業を検索し、その中から該当ユーザーを検

索することができます。画面右下の検索ボタンを押すと、結果としてのその企業のすべてのユ

ーザーのリストが表示されます(検索結果は上限 500 件までとなります)。この代わりに、企業
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を特定したり、ユーザー情報を設定してから検索ボタンをクリックしてください。検索結果が

表示された後で該当ユーザーを右クリックして「トラストユーザー」をクリックすると、チェ

ックボックスにチェックがつき、そのユーザーをトラストユーザーとすることができます。 

 

 

9.7 データシート管理 
この機能はカンパニーアドミニストレーターのみ利用でき、データシート(自社および受信)

を組織間で移動させることができます。例えばサプライヤーが違う組織に誤ってデータシート

を送ってしまったり、自社のユーザーが誤って自社データシートの送信元に別の組織を割り当

てる、または組織を追加しなかった場合などに有効です。加えてその企業が買収などで IMDS の
企業 ID の再編成が必要になったときなどにも利用できます。 

データシート管理画面のサンプルは以下の通りです: 

 

「自社のデータシートの検索」ボタンをクリックすると、通常の検索メニューと同じ画面が

表示され、自社データシートを検索できます。この時「承認データシート」のチェックボック

スはオフになっています。対象のデータシートをクリックして選択し(複数のデータシートを一
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度に選択したい場合は、CTRL キーを押したままデータシートをクリックします)、「適用」ボ

タンをクリックします。すると画面上部に選択したデータシートが表示されます。さらにその

中から移動させたいデータシートをクリックしてハイライト(行に色がついた状態)にします。

次に画面下部の「データシートの移動先」の「組織」の横のプルダウンメニューから、移動さ

せたい先の組織を選択し、「移動」ボタンをクリックします。 

 

 

 

9.8 データシート統計 
データシート統計メニューでは、カンパニーアドミニストレーターが、特定の期間など、以

下の表にある条件に沿ったデータシート数を調べることができます: 

項目 内容 

全ての組織 このチェックボックスにチェックをいれると、自社の全ての組織の

データシート統計を見ることができます。 

組織 「全ての組織」にチェックが入っていない場合に限り、特定の組織

を選択でき、選択した組織に割り当てられたデータシート数を調べ

ることができます。 

期間 期間でデータシート数を区切って結果を表示させます。 

検索対象 受信、送信、自社データシートのうち、どのデータシート数を調べ

たいかを選択することができます。 

 

検索結果の表には、選択した組織に割り当てられたデータシートの数を、以下のステータス

に分けて表示します: 受信済み / 未開封 / 編集中 / 拒否 / 送信者による取り消し 
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9.9 組織レポート(ユーザーが割り振られていない組織の

レポート) 
組織を正しく利用するため、各組織には必ずユーザーが割り振られていなければなりません。

組織に送信されたデータシートを開封して承認することができるのは、組織に割り振られてい

るユーザーだけです。このため、組織レポート機能では、ユーザーが割り振られていておらず、

かつデータシートが作成されたり、受信している組織がないかどうかを確認できます。 

システム管理>組織レポートを選択すると、ユーザーが割り振られていない組織を確認でき

ます。 
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カンパニーアドミニストレーターは定期的にこのレポートを確認し、組織に送られたデータ

シートの処理が滞らないようにする必要があります。ユーザーが割り振られていない組織にサ

プライヤーがデータシートを送ると、誰もデータシートが送られたことを知ることができませ

ん。組織に割り振られたユーザーだけが確認できます。必要に応じてこのレポートは印刷する

ことができます。 
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10 IMDS CAMDS MDS データ転送 
IMDS は、IMDS ユーザーが MDS データを CAMDS と交換するためのシンプルで直感的な方法

で MDS データ転送機能(インポート/エクスポート)を提供することにより、CAMDS（China 
Automotive Material Data System）との通信を可能にします。 これには、公開データシート、社

内送信されたデータシート/モジュール、および受信データシートが含まれます。 エクスポー

ト機能により、企業はデータシート/モジュールを外部 XML ファイルにエクスポートして

CAMDS にインポートでき、CAMDS からエクスポートされた既存の XML ファイルをインポート

することで、企業は IMDS でデータシート/モジュールを作成できます。 

既存の要件に応じて、この IMDS CAMDS-MDS データ転送拡張機能は、有効な IMDS-AI ライセ

ンスを持つ IMDS 企業が利用できます。 

IMDS の MDS データ転送タスク(インポート/エクスポート)は、手動の同期ブロックプロセス

です。 

CAMDS と通信するには、まず有効な IMDS-AI ライセンスを所有している企業のユーザーが、

カンパニーアドミニストレーターによって、特定のアクセス権を割り当てられる必要がありま

す。 これらの権限により、画面内の関連要素が使用可能になり、各ユーザーは CAMDS との間

でデータのインポート/エクスポートを開始できます。 

 

10.1 アクセス割り当て 
CAMDS を使用してデータを転送するためのアクセス権限を既存の IMDS ユーザーに割り当て

るには、カンパニーアドミニストレーターがこの特定のユーザーの詳細画面に移動し、

「CAMDS MDS Transfer Access」ボックスをオンにして変更を保存する必要があります。 

 

ユーザーがカンパニーアドミニストレーターによってこの権限を取得すると、個人設定ダイ

アログ（[システム管理]-> [個人設定]）にて、チェックされたチェックボックス「CAMDS MDS 
Transfer Access」によってこの権限が表示されます。 
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10.2 データシート/モジュールのエクスポート 
一般に、リリースされたデータシート/モジュールのみをエクスポートできます。 IMDS から

CAMDS にデータを転送するには、最初にデータシート/モジュールを IMDS 内から XML ファイル

にエクスポートする必要があります。 

ユーザーがデータのエクスポートを開始できる画面は 2 つあります。1. データシート構成情

報画面と 2. データシート検索画面です。 

 

データシート構成情報画面: 単一のデータシート/モジュールをエクスポート 

データシート構成情報画面でデータシート/モジュールを開き、「データシート」メニュー

から「CAMDS 用の MDS のエクスポート」を選択すると、エクスポートが開始されます。 エラ

ーを含むデータシートまたはモジュールはエクスポートできません。これらを最初に修正する

必要があります。 

データシート/モジュールで警告/情報が検出された場合、エクスポートの開始を確認する必

要があります。 

 

[次へ]ボタンをクリックすると、選択したデータシート/モジュールのエクスポートが開始

されます。データシート/モジュールに警告/情報が含まれていない場合、エクスポートが自動

的に開始されます。ダイアログにエクスポートプロセスの進行状況が表示されます。 エクスポ

ートが正常に完了すると、エクスポートの概要が表示されます。 
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[保存]ボタンをクリックすると、エクスポートされたデータシート/モジュールが、使用す

る Web ブラウザで事前に構成されたダウンロード場所にある外部 XML ファイルに保存されます。 

 

データシート検索画面: 複数/単一のデータシート/モジュールをエクスポート 

データシート/モジュールおよび/またはコンポーネント/セミコンポーネント/材料検索画面

で、検索結果テーブルの事前選択項目のコンテクストメニュー内から、複数の事前選択データ

シート/モジュールを外部 xml ファイルにエクスポートできます。 まだ社内送信されていない

データシート/モジュールは、エクスポートの選択から除外されます。 

 

ポップアップメニューから[CAMDS 用の MDS のエクスポート]を選択すると、[エクスポー

ト]ダイアログが表示され、選択したデータシート/モジュールのエクスポートが自動的に開始

されます。 

ダイアログにエクスポートプロセスの進行状況が表示されます。 
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エクスポートの実行中、ユーザーは[キャンセル]ボタンをクリックしてエクスポートプロセ

スをキャンセルできます。 ユーザーは、表示されたメッセージボックスの[はい]ボタンをクリ

ックして、エクスポートのキャンセルを確認する必要があります。 

 

確認後、メッセージボックスが表示され、エクスポートプロセスのキャンセルについてユー

ザーに通知します。 

 

エクスポートプロセスをキャンセルした後、[閉じる]ボタンをクリックして[エクスポート]

ダイアログを閉じることができます。 
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エクスポートが正常に完了すると、エクスポートの概要が表示されます。 

 

アイコンをクリックすると、次の情報が表示されます。「データシートがリリースまたは公

開されていないか、エクスポート可能なデータシートの最大数に達しています。」 [保存]ボタ

ンをクリックすると、エクスポートされたデータシート/モジュールが、使用する Web ブラウ

ザで事前に構成されたダウンロード場所にある外部 XML ファイルに保存されます。[閉じる]ボ

タンをクリックすると、[エクスポート]ダイアログが閉じます。 

 

10.3 外部 XML ファイルからのデータシート/モジュールの

インポート 
CAMDS からエクスポートされた外部 XML ファイルから IMDS にデータシート/モジュールを

インポートするには、データシート検索画面から「データシート」メニューを選択し、

「CAMDS から MDS をインポート」( )を選択します。次に「インポー

ト」ダイアログが開き、インポートをガイドします。 
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最初に、インポート用のファイルを選択する必要があります。[参照]ボタンを押すと、ユー

ザーはローカルディスクから XML ファイルを選択できます。末尾が「.xml」の XML ファイルの

みが許可され、ファイル名には ASCII または Latin 1(ISO-8859-1)文字のみを含める必要がありま

す。さらに、インポートするファイルには、関連するスキーマ定義に準拠した有効な構造が必

要です。 

ファイルが選択されると、インポートに含まれるノードの数とともにファイル名が表示され

ます。 

 

「次へ」ボタンを押すと、必要に応じて特定のインポート動作を指定するように構成できる

さまざまなオプションが表示されます。 
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現在、2 つのオプションが利用可能です。 

1. 「材料の検索順序」: 初期設定では、標準材料が最初に検索され、次に公開材料が検

索され、最後にユーザー自身の材料が、インポートされた XML ファイルで指定され

た材料と比較されます。 
2. 「材料：自動 社内送信」: 材料がモジュールとして正常にインポートされた場合（関

連するステータスアイコンは または ）、ユーザーは保存によって自動的に社内

送信するかどうかを選択できます。初期設定では、社内送信されるので、後で社内

送信するために手動で作業する必要はありません。 

他のオプションを個別に構成することはできませんが、各オプションのコメントは、各オプ

ションの背後にあるロジックをユーザーがよりよく理解できるように、それぞれのインポート

動作を説明しています。 

インポートを開始するには、「インポート」ボタンをクリックすると、ウィンドウの内容が

変わり、インポートの 3番目のステップが表示されます。 
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インポートファイルのサイズとネットワークパフォーマンスによっては、インポートに数分

以上かかる場合があります。この場合、ダイアログの進行状況バーは、インポートの進行状況

と推定残り時間をユーザーに通知します。 

インポートが完了すると、インポートされたデータシート/モジュールの数、認識されたコ

ンポーネント/セミコンポーネント/材料の数、IMDS に存在する材料の数を示す「既存の材料」

の数字のように、インポートに関するいくつかの重要なデータが表示されます。 

ステータスアイコンは、インポートの一般的なステータスをユーザーに通知します。スクリ

ーンショットでは、 がインポート中に少なくとも 1 つのエラーが検出されたことを示します。

その他のステータスアイコンは、 警告、 情報、および 問題なく成功した場合です。 

「キャンセル」ボタンをクリックすると、インポートがキャンセルされます。 

インポートプロセスの最後に、[保存]ボタンを押すと、インポートされたすべてのデータシ

ート/モジュールが IMDS に保存されます。 保存プロセス中、「キャンセル」ボタンは保存をキ

ャンセルします。 

正常に完了すると、インポートされた各項目に関する詳細情報が、インポートダイアログの

最後のステップの表にリストされます。 

 マークは新規作成の場合に関連アイテムが IMDS に正常に保存されたかどうかをユーザ

ーに知らせます。 IMDS で見つかったアイテム（「Is new？」列の値は「No」です）を保存

する必要はありません。 ステータスアイコンの意味は上記と同じです。 
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ユーザーは、表の上の ボタンをクリックして、インポートの要約データを* .xls
ファイルにエクスポートできます。 

このダイアログを閉じるには、「キャンセル」ボタンを押します。 

 

CAMDS からインポートされたデータシート/モジュールを検索する 

データシート/モジュールまたはコンポーネント/セミコンポーネント/材料の検索画面で、

「インポート済み」チェックボックスをオンにして、CAMDS からインポートしたデータシート

/モジュールを検索できるようにし、「検索」ボタンをクリックします。 

 

 

インポートされたデータシート/モジュールのプロトコルを表示 

インポートプロトコルは、データシート/モジュールのインポート中に行われたアクション/

変換を記録します。 その内容を確認することにより、ユーザーはインポート中に関連するデー
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タシート/モジュールに何が起こったかの詳細な説明を取得します。インポート中にエラーまた

は警告が検出された場合、プロトコルには詳細が含まれており、インポートされたデータシー

ト/モジュールを IMDS で使用するには修正が必要であることを示しています。 

そのようなエラーまたは警告の例は次のとおりです: 

1. ファイル内の物質が IMDS で見つかりません。プロトコルのエラーを示します。 ユー

ザーは IMDS で置換物質を見つけて、インポート後にインポートしたデータシート/

モジュールに手動で追加するか、CAMDS で元のデータシート/モジュールを更新し、

更新したファイルを再インポートする必要があります。 

2. ファイル内の指定された物質に対して、IMDS 内の複数の物質が見つかりました。 プ

ロトコルの警告を示します。ユーザーは、インポートされたデータシート/モジュー

ルで物質が正しく参照されているかどうかを確認できます。間違った参照がある場

合は、プロトコルで提案されている正しいものに置き換えます。 

インポートされたデータシート/モジュールのプロトコルを表示するには、構成情報画面内か

らそれを開きます。 

 

右側の「CAMDS 情報」パネルの アイコンは、この例では、インポート中にエラーが検出さ

れたことを示しています。 詳細については、「CAMDS インポートプロトコルを表示」ボタン

をクリックすると、protocol-pdf が、使用されている Web ブラウザのデフォルトのダウンロー

ド場所に自動的にダウンロードされます。 

ユーザーは、Web ブラウザで直接開くことを選択できます。詳細な説明は 2 ページから始ま

ります。 
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11 SCIP インターフェース 
11.1 構成情報画面の SCIP 情報 
11.1.1 コンポーネント SCIP 情報 

企業が EU の SCIP データベースへのデータ提出に関する義務を果たすために、IMDS では SCIP
に必要なデータを収集する可能性を提供しています。 

この目的のために、以下のフィールドが導入されています。 

• SCIP Number  

• SCIP Submission Number  

SCIP Number および SCIP Submission Number は、SCIP にアップロードされたデータを指します。

これらのフィールドは、SCIP にデータシートを提出する際に自動的に入力されるため、手動で

の入力は任意です。（11.2 参照） 

コンポーネントデータシートを新しいバージョンとしてコピーすると、SCIP Submission No.の
フィールドがリセットされ、新しいデータシートとしてコピーすると SCIP No.と SCIP Submission 
No.の両方のフィールドがリセットされます。また、「名前を付けて保存」機能を使用した場合

も同様です。 

• Production in European Union 

ユーザーは、EU Produced,、EU Imported、 EU Produced and Imported または No Data（デフォ

ルト値）の 4 つのオプションから選択できます。 

 

 

• Taric Code (TARif Intégré Communautaire; Integrated Tariff of the European Communities、 
Article Category 参照) 
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ユーザーは「＋」ボタンを押すことで、SCIP の Article Category を割り当てることができます。

IMDS データベースで利用可能なすべての SCIP Article Category が表示されますが、希望する Taric 
Code をフィルタリングできるように検索機能が提供されています。ユーザーは単一または複数

の Taric Code を選択し、それらをコンポーネントに「適用」することができます。あらかじめ

割り当てられている Taric Code が選択されている場合は、ポップアップウィンドウが表示され

ます。選択された Article Category は、構成情報タブ「SCIP グループ」の Taric Code 表に表示さ

れます。ユーザーは、Taric Code 表で削除する必要のある行を選択し、削除「－」ボタンをクリ

ックすることで、いつでも割り当てられた Taric Code を削除することができます。コンポーネ

ントを保存すると、Taric Code の割り当ても保存されます。 

新規にコンポーネントデータシートを作成した場合、Taric code 表にデフォルトの Taric code
があらかじめ設定されています。 
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コンポーネントデータシートの新しいバージョンが作成され、そのコンポーネントに以前か

ら Taric Code が割り当てられていなかった場合、デフォルトの Taric コードがこの新しいコンポ

ーネントバージョンに割り当てられ、コンポーネントデータと共に保存することができます。

コンポーネントに割り当てられた各 Taric Code には、割り当てられた Article Category の説明を示

すアイコン「？」が Taric code 表の中に表示されます。 
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デフォルトへのリセットは、リセットボタンを使って行うことができます。テーブルがデフ

ォルトのカテゴリのみを含む場合、リセットボタンは無効です。テーブルがデフォルト以外の

Article Category を含む場合は有効です。リセットボタンを押すと、リセットを確認するための

ダイアログが表示されます。 
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• SVHC Safe Use Instructions Required 

このボックスは、このコンポーネントに利用可能な Safe Use Instructions がある場合にチェッ

クを入れることができます。デフォルトではチェックが入っていないので、新しいコンポーネ

ントを作成した場合、Safe Use Instructions フィールドは編集できません。 

 

 

チェックボックスが選択されている場合は、Safe Use Instructions の入力が必須となります。 

 

 

 

• Safe Use Instructions 

ユーザーはこのフィールドで Safe Use Instructions を指定することができます。このフィール

ドは、Safe Use Instructions Required がチェックされた場合にのみ編集可能になります。 
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11.1.2 材料 SCIP 情報 

材料画面に新しいフィールド SCIP Material Category が追加されました。最初に、選択された

材料分類によるデフォルトのマッピングが入力されますが、表の上のボタンをクリックして編

集することができます。SCIP Material Category 追加をクリックすると、利用可能なすべての

Category を含むダイアログが開きます。このダイアログには、いくつかのフィルター条件も含

まれています。Identifier、Type、Description Level 1、Description Level 2 です。Identifier の入力テ

キストはプレフィックスまたは Identifier の始まりの数字と一致する数値テキストを入力するた

めに使用されます。Type のドロップダウンリストには、利用可能なすべてのタイプ（Material、
Mixture、Additional）が含まれています。Description Level 1 のドロップダウンリストは、最初は

空ですが、タイプを選択すると、利用可能なすべての Level 1 の説明が入力されます。

Description Level 2 は、最初は空で、Level 1 を選択した後、利用可能なすべての Level 2 の説明が

入力されます。 

この表には、最初は利用可能なすべてのカテゴリが含まれており、前のドロップダウンリス

トの 1 つが選択されるたびにデータが更新されます。 

 

     

 

新規に材料データシートを作成すると、Material Category テーブルにデフォルトの Material 
Category が表示されます。 
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材料のデータシートの新しいバージョンまたはコピーを転送または作成： 

材料に Material Category が割り当てられていなかった場合（既存材料）、デフォルトの

Material Category が材料に割り当てられ、Material Category 表に追加されます。 

 

材料分類を置き換える際に、ダイアログが表示されます。この場合、ユーザーは既に割り当

てられている Category を置き換えるどうかを尋ねられます。 

 

IMDS リリース 13.0 では、Additional Material Characteristics フィールドが追加されました。こ

のフィールドは、SCIP Material Category が正確に選択されている場合はすべて無効です。Other 
(Material Category ID 1342)を選択した場合は有効になります。 

デフォルトへのリセットは、リセットボタンで行うことができます。リセットボタンは、テ

ーブルにデフォルトのCategoryしか含まれていない場合は無効です。デフォルト以外のMaterial 
Category が表に含まれている場合は有効です。リセットボタンを押すと、リセットを確認する

ダイアログが表示されます。 

 

 

11.2 SCIP 提出 
ユーザーは、データシートメニューの「SCIP にデータシートを提出」から ECHA にデータシ

ートを提出することができます。このメニューは、データシートの詳細画面からアクセスでき、

コンポーネントで、自社の社内送信済みのデータシートでのみ有効です。SCIP 提出ダイアログ

は、データシート/モジュール検索、コンポーネント検索、送信済み一覧、Where-Used 分析の

検索画面の下にある結果表のコンテクストメニューからもアクセスできます。このメニューで
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は、SCIP 提出ダイアログが起動します。読み込まれたデータシートの検証は、SCIP 提出ダイア

ログが開かれると同時に行われ、検証エラーメッセージが表示されます。 

 

4 種類の検証エラーが発生します。 

1. 0.1%以上の SVHC が含まれているコンポーネントがありません。 「SCIP SVHC」 化学物

質グループに含まれない SVHC、材料分類 9.x (提出ダイアログのドロップボックス「材料分類

9.x（燃料及び補充材）に SVHC を含める」が「はい」に設定されていない場合）の材料に含ま

れる SVHC、材料分類 7.2 または 8.x の材料に含まれる特定の鉛化合物は、SCIP 提出の対象には

なりませんのでご注意ください。 

これは、現在読み込まれているデータシートには、ECHA への報告閾値を超える SVHC 物質が

含まれていないことを意味しています。SCIP 提出に関連する化学物質を含むデータシートは、

「SCIP SVHC」という化学物質グループを使った分析で見つけることができます。 

       

さらに、特定の SVHC 物質は、提出の際に無視されます。すなわち、特定の材料分類の材料

で参照されたり、特定のアプリケーション化学物質が含まれる材料で参照されたりしても、提

出レポートに含まれず、ECHA に報告されません。以下の表は、無視される化学物質/材料分類/
アプリケーションの組み合わせをまとめたものです。 

化学物質 CAS Number Is an SVHC in Material 
Category 7.2 

Is an SVHC in Material 
Category 8.x 

Diboron trioxide 1303-86-2 No No 

Lead-monoxide 1317-36-8 No No 

Lead titanium zirconium 
oxide 

12626-81-2 No No 

Lead(II,IV)-oxide 1314-41-6 No No 
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Lead-titanium-trioxide 12060-00-3 No No 

Lead 7439-92-1 No Yes (No, if AC #10a-d) 

 

2.  このデータシート/モジュールは現在提出中です。 

このメッセージは、このデータシートに対して既に送信された提出依頼が、現在処理されて

いることを示しています。 

        

 

3.  少なくとも 1 つのコンポーネントまたは材料に SCIP 情報がありません。 

この検証エラーが返された場合、データシートツリー内の 1 つ以上の材料参照に SCIP 情報が

欠けています。ユーザーは「デフォルトを仮定する」ことでこのエラーを回避することができ

ます。デフォルトを仮定することを許可するチェックボックスが用意されています。 

       

ドロップボックスの「材料分類 9.x を含む」の項目で「はい」を選択すると、材料分類 9.x の
材料に含まれる SVHC が dossier の中に含まれ、「いいえ」を選択すると無視されます。 
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4.  データシート/モジュールには、少なくとも 1 つの機密扱いの SVHC が含まれています。 

データシートに機密扱いの SVHC が 1 つでも含まれていると、このメッセージが表示されま

す。SVHC の相対的な含有率は問題ではありません。 

 

ドロップダウンリストから、S2S Keyを選択することができます。リストには、以下の条件に

基づき、利用可能なすべての S2S Key が含まれています。 

- モジュールの場合：ドロップダウンリストには、ルートカンパニーの S2S Key が含まれてい

ます。 

- データシートの場合：ドロップダウンリストには、組織の S2S Key があればそれを、なけれ

ばルートカンパニーの S2S Key を含んでいます。 

S2S Key のデフォルト値は、送信するデータシート/モジュールのノード ID に基づき、以下の

ルールで決定されます。 

- データシート/モジュールが以前に送信されたことがない限り、デフォルトの選択項目は空

欄です。 

- 再送信の場合、S2S Key がドロップダウンリストに存在すれば、それが事前に選択されます。

それ以外の場合、デフォルトは空白です。 

 

「SCIP のデフォルトを仮定」チェックボックスは、「少なくとも 1 つのコンポーネントまた

は材料の SCIP 情報がありません」という検証エラーメッセージが返された場合に有効になりま

す。「SCIP のデフォルトを仮定」がチェックされていると、このエラーは回避され、他にエラ

ーや不足している情報がない場合には提出が許可されます。この場合、提出ボタンが有効にな

ります。「SCIP のデフォルトを仮定」チェックボックスの横には、その機能を説明するための 
ヘルプボタンがあります。 
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提出ボタンは、ECHA にデータシートを提出するためのボタンで、以下の場合にのみ有効で

す。 

- S2S Key が空でない場合 

- 検証エラーが存在しないか、「SCIP 情報がありません」検証エラーのみが返され、ユーザ

ーは 「デフォルトを承認」にチェックを入れて続行することになります。 
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「提出」をクリックすると、現在のデータシートの新規提出が作成され、ECHA へのエクス

ポートが予定されます。それぞれのポップアップメッセージが表示されます。 

 

 

データシートが正常に SCIP に送信され、SCIP Number を受け取った場合、SCIP Submission No.
入力フィールドの下にメッセージが表示され、IMDS から SCIP にデータシートが転送されたこと

がユーザーに通知されます。構成情報画面では、SCIP 提出の詳細が表示されます。 
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11.3 SCIP 提出検索画面 
この画面は、機能 >> SCIP 提出 メニューからアクセスできます。 

ユーザーは、以下の検索条件で自社の SCIP 提出を検索することができます。 

 

左側の上部では、名称、部品番号、ID、ドロップダウンメニューを使用しての現在のバージ

ョンなどのデータシートデータを指定することができます。 

中央上部では、ユーザーは少なくとも 1 つの送信状態を指定する必要があります。デフォル

トでは全てのデータシートを検索します。 

右側の上部では、日付のタイプ（作成日またはステータス変更日）を選択し、日付の範囲を

from-to で指定します。デフォルトでは、過去 7 日間に設定されています。 

検索ボタンを押すと、検索を行うことができます。結果の表は以下のように表示され、提出

のデータが含まれています。デフォルトでは、結果は提出日でソートされ（新しい順）、すべ

ての列がソート可能です。 
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項目名 説明 コメント 

タイプ データシートタイプのアイコン表

示 

 

部品名称 データシートの名称  

ID / バージョン データシートの ID / バージョン  

ステータス 現在の提出ステータス 
いずれかの状態になります 

提出済み／未提出／完了／失敗 

ステータス変更日 提出ステータスの最終変更日  

作成日 提出を作成した日  

提出日 提出した日   

SCIP Submission No. The SCIP submission number ECHA のサイトにある提出レポートを開くため

のリンクです。 

SCIP No.   

SCIP のデフォルト

を仮定 

SCIP のデフォルトが適用されてい

る場合の表示 

 

エラーメッセージ 検証エラーメッセージを複数行で

表示 
検証エラーメッセージ、または ECHA 側でエラ

ーが発生した場合はリンクが表示され、リン

クをクリックすると ECHA のエラーレポートが

表示されます。 

リーガルエンティテ

ィ 
企業名  

材料分類 9.x を含む 材料分類 9.x（燃料及び補充

材）の SVHC を含むかどうかを

表示 

 

 

 

11.4 SCIP Dossier 
データシートを選択して SCIP Dossier を生成すると、生成された複合オブジェクトは内部的

に 3 つのレベルのみに縮小されます。トップノードの直下にあるコンポーネント（存在する場

合）とその間にある成形品コンポーネントは、アップロードされた構造の一部ではありません。 
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コンポーネントデータシートに SVHC を含む成形品と材料データシートの両方への参照が含

まれている場合、ツリーの最下層にないコンポーネントでも成形品とみなすことができます。3
階層構造のため、IMDS のツリーの異なる階層にある成形品が、SCIP に報告された構造では同じ

階層に表示されることがあります。 

 

 

部品番号は、成形品の主要な識別子として使用されます。コンポーネントが承認されたデー

タシートへの参照ではない場合、そのコンポーネントからの成形品が使用されますが、これは

定義されていない可能性があります。この場合、次のようなロジックを適用して、適切な成形

品の一次識別子を見つけます。 

- 成形品を報告するだけの場合（複雑なオブジェクトではない）、データシートがすでに送

信された成形品の最初の送信先に提供された部品番号が代わりに使用されます。編集モードの

送信先は、まだ部品番号を持っていない可能性があるので、無視してください。利用可能な送

信先がいない場合は、その成形品の名前が使用されます。 

- 複雑なオブジェクトの中で成形品が参照されている場合は、親コンポーネントの部品番号

（例："12345"）と成形品の名前（例："Screw"）を組み合わせて使用します："12345 / Screw" 

- 親ノードに部品番号がない場合は、同様のロジックで、トップノードの部品番号（例：

"67890"）が代わりに使用されます："67890 / Screw" 

- トップノードにも部品番号がない場合は、その名前（例："Assembly"）が代わりに使用され

ます："Assembly / Screw" 
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12 Aston Martin Lagonda 向け拡張機能 
AML に提出する部品番号(送信先情報画面の部品番号)は正しいものである必要があります。

AML は、承認可能な全ての部品番号のファイルを作成しています。そして IMDS によるチェッ

クでそのファイルと照合しており、部品番号が誤っている場合は送信できません。もし入力し

た部品番号が、AML の作成したファイルに含まれていなかった場合は、IMDS ではなく AML の

ヘルプデスクへお問い合わせください。同様に、AML が作成したファイルに自社のサプライヤ

ーコードを追加してもらいたい場合も、AML のヘルプデスクへ依頼してください。ただし、

IMDS 企業、GSDB、および IMDS の部品番号の間で相互チェックが行われるわけではないため、

送信する部品番号が実際に AML からの要件に合っているかどうかはサプライヤーの責任におい

て確認してください。 

もしこれらの部品番号がリストから選択されなかった、あるいは正しくなかった場合、デー

タシート送信前のエラーチェック時にエラーが出力されます。部品番号に問題がある場合には、

部品番号の一部を入力し「検索」をクリックすることで正しい形式を確認することができます。 
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13 BMW 向け拡張機能 
BMWにデータを提出する場合、BMW固有の追加チェック機能が実行されます。 

 

部品番号のフィールドは、7桁の英数字(数字と文字)でなければなりません。特殊文字は使用

できません。 
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14 FCA US LLC 向け拡張機能 
FCA US LLCに提出する部品番号(送信先情報画面の部品番号)は正しいものである必要がありま

す：FCA US LLCはすべての受け入れ可能な部品番号のファイルを作成し、IMDSはこのファイルに対し

てチェックを実行します。 システムは、ユーザーが誤った部品番号で送信することを許可しません。 部

品番号がファイルにない場合は、あなたの部品を入力するためにFCA US LLCに連絡してください。 

同様に、入力されたサプライヤーコードをIMDSが受け入れない場合は、FCA US LLCに連絡して、サ

プライヤーコードをファイルに追加するよう依頼してください。 

 

これらの番号がリストから選択されず、正しくない場合、（データシートを送信する前の）

チェック手順によりエラーメッセージが表示されます。 ユーザーが部品番号で問題を抱えてい

る場合、ユーザーは部分的な番号を入力し、検索をクリックすることが、正しい形式を特定す

るのに役立ちます。 

上記 2 つのチェックは、量産準備初段階の「事前申告」データシートでは実行されません。 

FCA が確認する追加の固有フィールドがあり、これは同じデータシートを参照する 1 つ以上

の参照部品番号を許可します。 これらの部品番号には、標準の部品番号と同じチェックがあり

ます。 
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15 ダイムラー AG 向け拡張機能 
ダイムラーAG にデータを提出する場合、サプライヤーがデータシートの送信先にダイムラー

AG を指定すると、送信先情報画面に次の 3 つのフィールドが表示されます。 

 SC1（supplementary code1）- 4 文字 
 SC2（supplementary code2）- 4 文字 
 DGL（drawing geometry technical level）- 3 桁 

追加のエラーチェックは、以下の項目で行われます。 

 

 



  
 

Page 219 

IMDS Service Center 
Europe | Phone: +36 1778-9821 | Mail: imds-servicedesk@dxc.com 

Americas | Phone: +1 844 650 4217 | Mail: imds-servicedesk@dxc.com 

16 Fiat 向け拡張機能 
Fiatに提出する部品番号(送信先情報画面の部品番号)は正しいものである必要があります：

Fiatはすべての受け入れ可能な部品番号のファイルを作成し、IMDSはこのファイルに対してチェックを

実行します。 システムは、ユーザーが誤った部品番号で送信することを許可しません。 部品番号がフ

ァイルにない場合は、あなたの部品を入力するためにFiatに連絡してください。 

同様に、入力されたサプライヤーコードをIMDSが受け入れない場合は、Fiatに連絡して、サプライヤ

ーコードをファイルに追加するよう依頼してください。 

 

 

これらの番号がリストから選択されず、正しくない場合、（データシートを送信する前の）

チェック手順によりエラーメッセージが表示されます。 部品番号に問題がある場合、一部の番

号を入力して、検索をクリックすることで適切な形式を特定できる場合があります。 

上記 2 つのチェックは、量産準備初段階の「事前申告」データシートでは実行されません。 

FCA が確認する追加の固有フィールドがあり、これは同じデータシートを参照する 1 つ以上

の参照部品番号を許可します。 これらの部品番号には、標準の部品番号と同じチェックがあり

ます。 
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17 フォード向け拡張機能 
17.1 Certification 

フォード向けには、Ford Motor Company’s Restricted Substance Management Standard（RSMS） 
WSS-M99P9999-A1 （「Hex 9」）に基づいたサプライヤー製品の内容証明要求(年次)が含まれて

います。 

フォードは各サプライヤーに対し、Ford Restricted Substance Management Standard（WSS-
M99P9999-A1）において指定されている禁止物質の規定を毎年満たすよう義務づけています。

(ただしIMDS上で既に非準拠と報告されている部品は除きます。）個別サイトごとにFord GSDB
コードを使用して内容を証明するか、または企業全体として内容を証明する必要があります。 

この内容証明はサプライヤーがフォードに提供する全製品に対して適用されます。この機能

は、カンパニーアドミニストレーターおよび特別に指定されたユーザー(User (Certification))のみ

利用可能です。その他の全てのユーザーは、このメニューを見ることはできません。認証のた

めに必要な情報は全て、フォード サプライヤーネットワークまたはIMDSを経由してフォードへ

提供される必要があります。メインメニューにおいて、前述のユーザーは「証明」メニューで

内容を確認した上で、「同意します」と書かれたボックスをチェックすることができます。 

 

17.2 フォード指定の部品番号とサプライヤーコード 
フォードに提出する部品番号(送信先情報画面の部品番号)は正しいものである必要がありま

す。フォードでは、承認可能な全ての部品番号のファイルを作成しています。そしてIMDSによ

るチェックでそのファイルと照合し、部品番号が誤っている場合は送信ができません。もし入

力した部品番号が、フォードの作成したファイルに含まれていなかった場合には、IMDSではな

くフォードのヘルプデスクへお問い合わせください。同様に、フォードが作成したファイルに

自社のサプライヤーコードを追加してもらいたい場合は、フォードのヘルプデスクへ依頼して

ください。ただし、IMDS企業、GSDB、およびIMDSの部品番号の間で相互チェックが行われる

わけではないため、送信する部品番号が実際にフォードの期待しているものであるかどうかは

サプライヤーの責任において確認してください。 

 

もしこれらの部品番号がリストから選択されなかった、あるいは正しくなかった場合、デー

タシート送信前のエラーチェック時にエラーが出力されます。部品番号に問題がある場合に

は、部品番号の一部のみを入力して検索すると適切な形式を特定できる場合があります。 
入力したサプライヤーコードをもとに、サイトコードを入力することができます。デフォル

トでは、親会社のレベルで報告されますが、同じ部品番号を複数のサイトから一意の構成で供

給している場合は、サイトコードを使用することができます。 
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フォードに必要な情報がすべて入力されている場合のみ、チェックに成功します。 
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18 GM 向け拡張機能 
General Motors を送信先として追加した場合、サプライヤーコードのデフォルトは、企業登

録の DUNS ナンバーとなります。サプライヤーコードは変更可能ですが、サプライヤーコード

が DUNS ナンバーのスキーマに合致しているかどうかのチェックが行われます。 
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19 Jaguar Land Rover 向け拡張機能 
IMDS が貴社のサプライヤーコードを受け付けない場合は、サプライヤーコードを追加取得

するために Jaguar Land Rover へお問い合わせください。IMDS 企業間、GSDB と IMDS 上の部品番

号にはクロスチェックがないため、ユーザーは Jaguar Land Rover が期待する実際の部品番号で

提出しているということをチェックする責任があります。 

 

 

Jaguar Land Rover を送信先として選択した後に表示されるこの画面では、4 桁のサイトコード

を入力する必要があります。(これは発注の際に利用可能なものです。) GSDB コードに関して

ヘルプが必要な場合は、Jaguar Land Rover のバイヤーにお問い合わせください。このコードが入

力された後、画面の右側に以下の企業固有のオプションが表示されます。 

 

 

Jaguar Land Rover に送信するには、サイトコードレベルで報告する必要があります。必ず正

しいサイトコードを選択してください。 

部品番号は正しくなければなりません。システム上、間違った部品番号で送信することはで

きません。部品番号がファイルにない場合、ジャガー・ランドローバーに連絡して部品の入力

を依頼してください。部品番号に問題がある場合、部品番号の一部を入力し、検索をクリック

すると、適切な形式を特定できる場合があります。Jaguar Land Rover に必要な情報がすべて入力

されている場合にのみ、チェックは成功します。 
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20 マツダ向け拡張機能 
マツダにデータ提出する際には以下のチェックが実行されます。マツダでは部品番号とサプ

ライヤーコードのファイルを作成し、承認前にIMDSのチェックで確認を行っています。 

 

 マツダでは部品番号とサプライヤーコードのファイルを作成し、承認前にIMDSのチ

ェック時に確認を行っております。もし入力した部品番号や自社のサプライヤーコ

ードがファイルに含まれなかった場合にはマツダまでお問い合わせください。 

 

 
 

マツダ向け情報が全て入力された場合のみ、送信することができます。 
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21 Next.e.GO Mobile 向け拡張機能 
Next.e.GO Mobileにデータ提出する際にはいくつかの追加チェックが実行されます。 

Next.e.GO Mobileにデータシートを提出する場合 

1. 部品番号が特定の形式であることがチェックされます。Next.e.GO Mobile を送信先とし

て選択した場合、Next.e.GO Mobile の部品番号の入力方法をクエスチョンマークボタン

で確認することができます。 

部品番号は、以下のパターンのいずれかに一致する必要があります： 

文字"C"または"E"の後に 11 桁の数字（例："C12345678901"） 

例："E12345678901A123"または "E12345678901B123"のように、"E"の後に 11 桁の数字、

"A"または "B"の後に 3 桁の数字 

2. トップノードの 部品質量 と 部品質量(自動計算値)が同一である場合、警告メッセージが

表示されます。 

3. チェックルーチンは、レコメンデーション 001 規則 3.2.2.B 違反の場合、警告の代わりに

エラーを出力します。(3.3.16 データシートの社内送信/送信/全送信 参照) 

4. 図面作成日が "dd.mm.yyyy"パターンと一致しない場合、エラーメッセージが表示されま

す。 

5. 設計変更番号が大文字で構成されていない場合は、エラーメッセージが表示されます。 

6. 部品名称が以下のパターン(部品番号に基づく)に一致しない場合、エラーメッセージが

表示されます： 

部品番号が "E"で始まる場合、部品名称は以下のものからのみ構成できます： 

- 大文字 

- 数字 

- アンダースコア 

 

部品番号が "C "で始まる場合、部品名称に規定はありません。 
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22 日産向け拡張機能 
質量公差のチェック 

質量公差が+/- 5%より大きい場合にはエラーが表示されます。エラーとなったデータシート

を日産に送ることはできません。 

 

材質表示のチェック 

材料分類が 5.x の材料がコンポーネントに追加された際に、材料分類の種類、材料の質量、

材質表示の質問への回答の組み合わせによって、日産固有のエラーチェックが行われます。エ

ラーまたは警告が発生するルールは以下の通りです 

材料分類 5.x は以下の 2 つのグループに分けられます: 

グループ 1: 5.1, 5.1.x, 5.4, 5.4.x, 5.5, 5.5.x  

グループ 2: 5.2, 5.3 

以下の 2 つの値に対して、下図の閾値が設定されます: 

グループ 1 に分類される材料の質量を合計した値 

グループ 2 に分類される材料の質量を合計した値 
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n/a: エラーも警告も発生しません。 

Warning: 警告が表示されます。 

Error: エラーが表示されます。 

 

稀に、IMDS の通常のエラーチェックの方が日産固有のエラーチェックよりも厳しい場合が

あります。例えば、コンポーネントに含まれる樹脂・ゴム材料(材料分類 5.1.x、5.3、5.4.1)の質

量の合計が 25g を超えているにもかかわらず未回答の場合です。樹脂・ゴム材料(材料分類 5.1.x、
5.3、5.4.1)のグループ 1、2 の内訳によっては、日産固有のエラーチェックでは警告もエラーも

発生しませんが、IMDS の通常のエラーチェックで警告が発生します。 

 

 

禁止物質のチェック 
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ツリー構造中に GADSL の禁止物質が含まれていないかどうかがチェックされ、含まれている

全ての禁止物質に対して警告メッセージが発生します。 

材料記号のチェック 

ツリー構造中に含まれる全ての高分子材料(材料分類 5.1.x、5.2、5.3)に対して、材料記号が入

力されているかどうかのチェックが行われます。材料記号が入力されていない場合はエラーが

表示されます。 

 

ワイルドカードのチェック 

ツリー構造中に、現在は無効な”Request/Hg/Cr6/Cd/Pb”というワイルドカードが含まれてい

るかどうかのチェックが行われます。含まれている場合にはエラーが表示されます。 

 

“量産準備初期段階の「事前申告」データシート”のチェック 

日産では“量産準備初期段階の「事前申告」データシート”に該当するデータシートを承認し

ないため、このようなデータシートを日産に送信しようとすると、エラーメッセージが出ます。

データシートを日産に送信する場合、エラーチェックの実行前に日産を送信先に追加すること

を推奨します。 
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23 PSA 向け拡張機能 
PSA が送信先として選択された場合、PSA 固有の送信先

情報画面が表示されます。最初のステップでは、別の小さ

なウィンドウで、PSA サプライヤーコードを入力する必要

があります: 

デフォルトの送信先情報に加えて、以下の入力フィール

ドが提供されます: 

• PSA 部品インデックス 
• PSA 送信先 E メールアドレス 
• MACSI 番号 

次の図は PSA 送信先情報画面の要件と入力フィールドに適用される検証の役割を示していま

す:  

 

  

サプライヤーコード  

• 必須 

• 英数字 

• = 6文字 (リストと照合し、確認) 

部品番号 

• 必須 

• 英数字 

• = 10 文字 

PSA 部品インデックス 

• 必須 

• 英数字 

• = 2文字 

PSA 担当者の E メール  

• 必須 

• メール 

MACSI 番号 

• 必須 

• 数字 

• 最大 8 文字 
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IMDS の標準のエラーチェックに加えて、送信先情報の入力は下記の規則に沿ってチェック

されます。 

ユーザーが無効な情報を入力すると、誤ったフィールドと値を示すメッセージが表示されま

す。定義された検証ルールを満たさないデータシートは、PSA に送信することはできません。 

サプライヤーコードは COFOR に対応しています。 

このコードがわからない場合は、B2Bポータルで確認してくだ

さい。それは 6 文字のコードです。(例 12345A) 

部品番号は PSA部品の参照番号です。 

それは 10 文字です。 (スペースなし)  

参照(例 9800000080, YP00000080...) 

部品インデックスは PSA 部品インデックスです。 

それは 2 文字のインデックスです。 (例 00, 05, A., BB) 

アフターセールスまたは材料データシートについては、このフィール

ドは自由です。  

PSA 担当者の E メール  

MACSI 番号は PSA データシート番号に対応しています。(MACSI メールで受け取

ったもの) 

それは最大 8 桁の数字番号です。 (例 12345678, 7654321 …) 
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• サプライヤーコードは 6 文字の英数字が含まれていることを確認するためにチェック

されます。このフィールドは入力必須です。サプライヤーコードはサプライヤーコ

ードの参照リストと照合されません。 

• 部品番号は 10 文字の英数字で、スペースはありません。このフィールドは入力必須

です。 
• PSA 部品インデックスは 2 文字の英数字でなければなりません。このフィールドは入

力必須ですが、アフターセールスパートや材料データシートの場合は省略できます。 
• PSA 送信先の E メール は入力する必要があり、有効な E メールアドレスでなければ

なりません。このフィールドは入力必須です。 
• MACSI 番号入力フィールドは、最大 8 桁の数字にチェックされます。このフィールド

は入力必須です。 
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24 ルノー向け拡張機能 
この画面の部品番号と企業固有の項目は必須なので、サプライヤーは必ず入力してくださ

い。部品番号は10文字の英数字で入力してください。青色のリンクを選択すると、ヘルプが表

示されます。 
 

 

画面をスクロールすると、ルノー向けサプライヤー用の詳細画面が現れます。これはルノー

向けに拡張された企業データ画面であり、同社でのみ必要とされる情報のフィールドがありま

す。 

 

企業固有の項目にある次のフィールドは必須です。 
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1. ルノー部品の Index 
2. 設計者の E メールアドレス 
3. E メールアドレスの確認 
4. 標準 Index（--H はあらかじめ入力済み）（Renault substance-Standard 00-10-050/--H の

ダウンロードボタンあり） 

 

ルノー向け必須情報が全て入力された場合のみ、送信することができます。 

 

データシートが送信/全送信される前に実行されるルノー向けチェックの概要を次に示しま

す。 

チェック事項 チェックウィンドウのエラー表示 

企業固有の項目でEメールアドレスの再入力

内容が一致しているか 
二つのEメールアドレスが一致しませ

ん。 

企業固有の項目で設計者のEメールアドレス

が入力されているか 
設計者のEメールアドレスは入力必須項

目です。 

企業固有の項目でルノー部品のIndexの入力

形式が正しいか 
ルノー部品の正しいIndexを入力して下

さい。 

企業固有の項目で標準Indexの入力形式が正

しいか 
正しい標準Indexを入力して下さい。 

質量の実測値と自動計算値の差が20%を超

えていないか 
質量と質量(自動計算値)の差が20%を超

えてはいけません。 

ルノー向けデータシートの一般的禁止事項

に反し、構成情報のツリー内で材料の下に材

料が属している箇所がないか 

材料の下にを材料を作ることはできませ

ん。 

 

ルノーは”量産準備初期段階の「事前申告」データシート”にチェックが入ったデータを承認

しないという方針を取っています。このため、もしチェックの入ったデータの送信先企業がル

ノーの場合はエラーメッセージが表示されます。ルノーにデータシートを送信する場合は、エ

ラーチェックの前に送信先企業にルノーを追加することを強くお勧めします。 
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25 Scania 向け拡張機能 
Scaniaにデータを提出する場合、Scania固有のチェック機能が実行されます。 

 

部品番号: 

Scania指定の部品番号はすべて数字のみで、他の特殊文字や記号は含みません。また”0”で始

まる番号は認められていません。 
 

設計変更番号: 

設計変更番号の項目は、部品の異なるバージョンを指定するために使用される

ScaniaEngineering Change Order (ECO)番号を指します。ECO 番号はScania部品の図面に記載されて

います。 
ECO が適用されない場合、フィールドに "0" を入力する必要があります。 
ECO 番号は数字のみで指定し、特殊文字やテキストは使用しないでください。 
 

サプライヤーコード: 

7桁の数字(例: "0123401”)から構成されるScania指定のサプライヤー番号を入力します。 
この項目は必須です。サプライヤー番号はScaniaのIMDS社内システムで、Scania部品の契約

サプライヤーのリストと照合してチェックされます。 
7桁の数字のサプライヤー番号がわからない場合は、Scaniaの購買担当に問い合わせてくださ

い。 
 
さらに、Scania では“量産準備初期段階の「事前申告」データシート”に該当するデータシー

トを承認しないため、このようなデータシートを Scania に送信しようとすると、エラーメッセ

ージが出ます。データシートを Scania に送信する場合、エラーチェックの実行前に Scania を送

信先に追加することを推奨します。 
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26 Tesla 向け拡張機能 
Tesla に提出する部品番号(送信先情報画面の部品番号)は正しいものである必要があります：

Fiatはすべての受け入れ可能な部品番号のファイルを作成し、IMDSはこのファイルに対してチ

ェックを実行します。 システムは、ユーザーが誤った部品番号で送信することを許可しません。 
部品番号がファイルにない場合は、あなたの部品を入力するためにTeslaに連絡してください。 

 

 

同様に、入力されたサプライヤーコードをIMDSが受け入れない場合は、Teslaに連絡して、サプライ

ヤーコードをファイルに追加するよう依頼してください。 
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27 トヨタ向け拡張機能 
 

トヨタにデータを提出する場合、トヨタ固有のチェック機能が実行されます。 

 部品番号の形式はトヨタ固有の形式に一致しなければなりません。 
 材料データ中に公的材料規格かトヨタ材料規格の少なくとも一つが入力されていな

ければなりません(企業ID: 10674へ送信する場合のみ)。  
 コンポーネント/セミコンポーネント-材料-化学物質のツリー構造がレコメンデーシ

ョン001を満たさなければなりません。 

 

 

トヨタ向けのエラーチェックをが通った場合のみ、送信することができます。 
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28 Volvo Car Corporation 向け拡張機能 
 

Volvo Car Corporationにデータを提出する場合、Volvo Car Corporation固有のチェック機能が実

行されます。 

 

 

Volvo Car Corporation の場合は、サプライヤーコードとしてサイトコードを入力することが必

須です。 親コードはもはや受け入れられません（IMDS リリース 11.1 以降）。 データシートが

複数の製造サイトで有効な場合は、製造サイトごとにデータシートのコピーを Volvo Car 
Corporation に送付する必要があります。 IMDS がサプライヤーコードを承認しない場合は、

Volvo Car Corporation に連絡してサプライヤーコードを追加してもらってください。 

 

送信先の Volvo Car の部品番号が正しいこと(送信先情報データの部品番号）: Volvo Car は許

容される全ての部品番号のファイルを作成し、IMDS はこのファイルに対してチェックを行いま

す。IMDS はこのファイルとの照合を行います。システム上、不正な部品番号での送信は許可さ

れません。部品番号がファイルに含まれていない場合、Volvo Car に連絡して部品の入力を依頼

してください。 
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29 Volvo Group 向け拡張機能 
 

Volvo Groupにデータを提出する場合、Volvo Group固有のチェック機能が実行されます。 

Volvo Group にデータシートを送信する場合、部品番号は特定の形式でチェックされ 

Volvo Groupにデータを提出する場合、Volvo Group固有のチェック機能が実行されます。 

1. Volvo Group にデータシートを送信する場合、部品番号は特定の形式でチェックされます。

Volvo Group を送信先とした場合、クエスチョンマークボタンによって、 Volvo Group の部

品番号の入力方法を確認することができます。 

 

部品番号のパターンは 8 桁または 10 桁の数値の部品番号に変更されます。短い部品番号の

場合、ユーザーは 8 桁にするために頭に 0 を付けなければなりません。 

 

2. Volvo Group にデータを送信/全送信する場合、サプライヤーコードがチェックされます: 

Volvo Group を送信先とした場合、サプライヤーコードを入力するためのサプライヤーコード

確認画面が開かれます。クエスチョンマークボタンによって、次のスクリーンショットに見ら

れるように、サプライヤーコードに関する詳細情報のページへアクセスすることができます: 
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Volvo のサプライヤーコードを入力するように通知され、2～6 桁の数字で入力する必要があ

ります。入力されたサプライヤーコードを作成元企業の企業 ID および Volvo Group(46569)の企

業 ID と比較することによりチェックします。いずれかが合わない場合、エラーが表示され、デ

ータは送信できません。 
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30 IMDS – アドオンサービス 
IMDS は無料で使用できる基本のサービス以外にも拡張機能をご利用いただけます。この章

では、そのような拡張サービスをご紹介します。詳細については IMDS アドバンスド・ソリュー

ションズ・サービスページ(www.mdsystem.com/services)をご参照ください。 

 

 

 

 

 

30.1 IMDS-a2 Optimizer 
IMDS-a2 Optimizer は IMDS でのデータ入力を簡易化し、社内の IMDS 担当者の生産性を向上さ

せ、さらに他社から受信したデータシートを承認するまでの所要時間を短縮します。長年、

IMDS-a2 は多くの IMDS ユーザーの間でデータ入力効率化のためのツールとして認識されてき
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ました。更に IMDS-a2 の新機能によって、ユーザーの IMDS 利用プロセス、データ管理、品

質をオプティマイズ(最適化)することが可能となりました。 

IMDS-a2 の主な特徴： 

• 簡易なユーザーインターフェースと複数ウィンドウの同時利用 
• 取引先ごとに自由にルールを設定可能なチェック機能(検査機能)   
• ユーザーが設定したルールに基づき、受信データシートを自動的に検査 
• データシートと入力依頼のステータスを見やすく表示するダッシュボード機能 
• 不完全なデータを識別し、サプライヤー管理を支援するレポート機能 
• 優れた検索の機能とドラッグ＆ドロップが可能。 
• 全ての検索結果をエクスポートする機能の設定が可能。 
• 生産性向上のためキャッシュデータを活用。 

 

 

30.2 IMDS Advanced Interface (IMDS-AI) 
IMDS Advanced Interface（IMDS-AI）を使用すると、現行のシステムで管理されている既存デ

ータを活用して、データ収集、データ整形、およびIMDSシステムへのデータ入力にかかる手間

を低減することができ、生産性が向上します。IMDS-AIには、XMLコードを利用して、社内シス

テムとIMDSの間でデータシートを自動的に連携させる機能があります。その結果、社内の業務

プロセスとIMDSとのいっそう緊密な統合を実現できます。 

 

またIMDS-AIでは、自社で閲覧可能なIMDS上の全データを社内システムに移行できます。こ

れには、公開データシート、自社データシート、受信済みデータシートが含まれます。ご希望

であれば、承認前の受信済みデータシートをIMDS-AIを用いてダウンロードし、社内システムで

自動エラーチェックを行い、承認/拒否の作業をアシストすることもできます。または、承認/
拒否作業はWebブラウザで行い、承認済みデータシートのダウンロードのみを行う方法もあり

ます。 

アップロード機能を使用して、IMDS上にデータシートを作成できます。 
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30.3 IMDS Reorganization 
企業のオーナーや社内の IMDS のプロセスが変更になった際、IMDS 上での自社のデータの構

成を変更する必要が出てくる場合があります。そのような企業のために、DXC では 2 種類の再

構成サービスを提供しています。 

 

30.3.1  Company Merge  

- IMDS上の複数の企業を一つの企業に統合 

以下に企業統合の主要なケースを4つ示します。: 

1. 組織の無い親企業(roof company)のデータを、組織を作成せずに新規の親企業に移行する。 

2. 一つ以上の組織が存在する親企業のデータを、組織を作成せずに新規の親企業に移行する。 

 3. 組織の無い親企業のデータを、新規の親企業傘下の組織に移行する。 

4. 親企業のデータとその傘下の組織のデータを、新規の親企業とその傘下の組織にそれぞれ

移行する。 

多くの場合、組織の無い企業を複数統合しますが、Company Mergeサービスの手続きや費用

は上述のケースを組み合わせた形式にも対応可能なため、問題ありません。ただし、このサー

ビスを利用されるカンパニーアドミニストレーターの方には、統合作業の前に新しい企業を構

成していただく必要があります。 

 

30.3.2  Company SplitOff  

- 企業内の組織をIMDS上の独立した企業として分離 

SplitOffサービスとは、IMDSに登録されている、ある親企業の傘下にある複数の組織のデータ

を、別の親企業に移行するサービスです。データが確実に移行されているかどうかを確認する

のは、移行対象となる企業のカンパニーアドミニストレーターの責任です。このサービスは、

ある組織の中に現存するデータを移行することを想定しています。多くの企業は、作成した組

織を活用していると考えがちですが、実際には活用できていないケースが多数あります。組織

にユーザーを割り当てていない、またはデータシートが組織に割り当てられていない、といっ

た事例が多くあります。 

全てのデータを分離もしくは移行できるとは限りません。移行可能なデータの量は、データ

がどのように参照されているかに依存します。データシートは、一つの企業のみしか存在でき

ません。データシートは、最終的には移行前の企業または移行先の企業のどちらかに存在する

ことになります。  
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移行されずに残るデータシートが参照しているデータシートを参照しているデータシートは

移行できません。また、移行されずに残るデータシートに参照されているデータシートも移行

できません。唯一の例外は、参照されているデータシートが公開されている場合です。例えば、

移行されずに残るデータシートが参照している材料を参照しているデータシートは通常移行で

きませんが、参照されている材料が公開データシートであれば移行できます。 

SplitOffサービスの実施に当たり、DXCは2回まで調査を実施いたします。調査でデータを移行

できないことが判明した場合には、申請者に調査の意味を理解していただき、何らかのアクシ

ョンをとっていただく必要があります。調査で移行できないことが判明したデータは、DXCは
移行できません。また、IMDSの仕様上、ある企業のデータを別の企業にコピーすることもでき

ません。 
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31 IMDS – ヒント 
この章では IMDS に関する重要な補足情報をご案内します。 

 

1 時間操作しなかった場合の自動ログオフ機能 

データセキュリティを向上させ、パフォーマンスとシステム可用性を最適化するため、IMDS
ユーザーは 60 分以上データの保存や更新を行わないと、自動的にログアウトするようになって

います。 

注意:一般的に、画面にデータを入力して「保存」または他の「操作」を行っていない場合、

データは登録されません。入力したデータが失われることを防ぐため、操作が止まってしまう

前に、常に保存や更新をこまめに行うようにご注意ください。 

 

IMDS 使用条件 

IMDS 使用条件は IMDS ユーザーと IMDS システム提供者との間の同意書で、お互いの権利と

責任をまとめたものです。全てのユーザーは最初のログイン時に、この使用条件を必ず読み、

理解する必要があります。使用条件はログイン画面のリンクからも入手することができます。

使用条件を順守しなかった場合、批判の対象となったり、IMDS の使用を禁止されたり、まれに

違法とみなされる場合があります。使用条件の主な内容は以下の通りです: 

• IMDS は使用条件に定められている目的以外の用途で使用してはいけない。 
• IMDS のユーザーID は個人ごとに所有すること。ID の共有は認められていない。 
• IMDS カンパニーアドミニストレータ(旧クライアントマネージャー)は自社のユーザーの

作成と管理を行う責任がある。IMDS システム提供者はこのような役割の責任は負って

いない。ただし、カンパニーアドミニストレーターが全員退職していた場合で、証明す

る詳細なドキュメント存在するといった一部の場合を除く。 
• IMDS に入力する全てのデータは、ユーザーの知識に基づいて正確である必要がある。 

 

 

二重登録 

IMDS では、物理的に離れている複数の拠点などを、複数の「組織」として一つの企業の傘

下に登録したり、企業を分けることが認められています。しかし、各拠点を複数の企業に分け、

類似する企業名で登録すると、「二重登録」となってしまう可能性があります。この場合の唯

一の合法的な手段は、2 つの企業を同一の住所と類似企業名で登録することです、例えば、各

拠点がそれぞれ違う個別のプロセス(場所は同じだが、扱う材料や部品、顧客、サプライヤー、
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担当者がそれぞれ異なる)を持っている場合などです。それ以外の場合は二重登録となり、認め

られていません。もし二重登録が既に行われていた場合、IMDS サービスデスクでは他のサポー

トの前に、まず二重登録の解決を実施させていただきます。 

二重登録が認められていないのには、いくつかの理由がありますが、ほとんどは登録企業を

守るためです。まず最初に重要な点として挙げられるのは、IMDS に適用される欧州連合(EU)の
プライバシーと機密情報保護の規制(IMDS はドイツで運用されているため)の下、二重登録のい

くつかのケースが、この EU の法律に違反するということです。 

二重登録してしまった後、サプライヤーが持っている二つの企業を「統合」するための方法

として 2 通りあります。一つは有料で IMDS のデータを統合するサービスを利用する方法、もう

一つは、有料サービスは使わないが、工数を使ってサプライヤー自身でデータシートの送受信

を行い、データを片方の企業 ID に統合する方法があります。しかし、いいずれの方法でも無駄

な費用が発生します。更に、二重登録は作為的な IMDS の入力データ数が増え、サプライヤーと

顧客間のやり取りが複雑になる可能性があり、システムメンテナンスのコストも不必要に増大

させます。 

二重登録を防ぐため、システム保護のための機能を IMDS に実装する案がいくつか提案され

ました。例えば、企業登録時に類似企業名を検索して繰り返しの登録がないかどうかチェック

するときにより自由度の高い検索を行ったり、企業登録時に DUNS ナンバーの入力を求めると

いったものです。これらの方法は正当な登録を妨げるとして却下されました。このため、二重

登録を防ぐには「正直なシステム」である必要があります。全ての企業には、二重登録が行わ

れないよう十分に警戒して頂く必要があります。 

 

ユーザーアカウントの管理 

使用条件の説明で述べたとおり、ユーザーアカウントの作成や管理のために、IMDS の各企

業は最低でも 1 名、可能であれば複数のカンパニーアドミニストレーター(旧クライアントマネ

ージャー)の登録を求められています。全てのユーザーはログインをするために、常に自分の氏

名、電話番号、E メールアドレスを正確な状態に保ち、さらに最低でも年に 1 回ログインを行

ってユーザーID を有効な状態にしておく必要があります。カンパニーアドミニストレーターは

これらの情報に不整合がないかどうかを監視する責任があります。加えて、部署移動や部署の

分離、長期休暇などによって社内の材料情報の報告業務に関係のなくなったユーザーを無効化

するため、各ユーザーの「有効期限」を管理する特別な権限も与えられています。 

カンパニーアドミニストレーターは自社の全てのユーザーを最低でも 4 半期に 1 回確認する

ことを強く推奨します。特にユーザー名、E メールアドレス、「有効」かどうか、権限(ユーザ

ー承認プロファイル)、有効期限に注意を払ってください。大企業でない限りは、4 半期に一度

行えば 10～15 分程度、1 年に一回であれば 1 時間程度で済むはずです。車のオイル交換のよう

に、このような予防策をとっておくことが、今後のスムーズな運用や、起こりうる重大な課題



  
 

Page 246 

IMDS Service Center 
Europe | Phone: +36 1778-9821 | Mail: imds-servicedesk@dxc.com 

Americas | Phone: +1 844 650 4217 | Mail: imds-servicedesk@dxc.com 

を未然に防ぐために非常に重要です。これらの役割を果たすための方法を示した説明は、この

マニュアルの中にあります。また、公式な IMDSインフォメーションページにもこれらのやり方

を順を追って説明した有効な資料が掲載されています。 

 

正しい E メールアドレスの重要性 

誰しもがユーザーID やパスワードを忘れてしまった経験があると思います。IMDS では、ロ

グイン画面にある「ID の確認」「新パスワードの発行依頼」というリンクからユーザーID また

はパスワードを入手することができます。ただし、これらの機能は、IMDS に登録されている E
メールアドレスが正しくないと利用できません。これは法律上必要なセキュリティ機能です。

ユーザーの ID とパスワードは、システムで個人を特定する重要なメカニズムです。カンパニー

アドミニストレーターは自社の全てのユーザーの E メールアドレスを更新することができ、ユ

ーザー自身による管理ができなかった場合の次の手段となります。ユーザーID の入手とパスワ

ード再発行のリンクと E メールアドレスの更新作業は第三の”バックアップ”手段です。これら

の手段が全て使えなくなり、IMDS にどうしてもログインができない場合は、そのユーザーが確

かに IMDS の所有データ/機密情報にアクセスできる権限を持つべき人物かどうかを証明する文

書が求められます。この証明が必要なケースとして特に注意していただきたいのは、企業の買

収、統合、社名変更などで、E メールアドレスのドメインが変わったにも関わらず、アドレス

の更新を行わなかったために、社内の全ユーザーがログインできなくなってしまう場合などで

す。 

 

IMDS サポートセンターとユーザーアカウント 

多くの人はユーザーアカウントについての問題(パスワードを忘れたなど)が発生すると、サ

ポートセンターへのお問い合わせをする習慣がついているかと思いますが、IMDS には当てはま

りません。IMDS には機密性が高く社外秘の情報が含まれており、組織における機密/社外秘の

データに関する EU の法規制は広がりを見せています。第三者であるサポートセンターが、ユー

ザーが再び IMDSにログインできるようにするために、例えばあなたの金融情報や、医者が持っ

ている医療情報などと同等の機密情報である IMDS の情報にアクセスすることを想像してみてく

ださい。サポートを依頼するユーザーはこれらの情報にアクセスする権限を持っていますが、

適切な証明がないサポートセンターは、妥当な理由あるいは法的に保証が求められている場合

を除き、本来アクセスすべきではありません。 

本来 IMDS サポートセンターの対応範囲には、ユーザーアカウントの問題のサポートは殆ど

含まれていないという事をご了承ください。サポートセンターはシステム障害のレポートや解

決、もしくは IMDS の機能の使い方の質問にお答えするという業務を請け負っています。ユーザ

ーID の管理やアカウントが有効期限切れにならないよう確認する業務はカンパニーアドミニス

トレーターの役割です。1 企業につき複数のカンパニーアドミニストレーターが登録されてい
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るが、全員がアクセスできない、といった状況の時だけ、サポートセンターが対応する権利が

与えられ、責任が発生します。これは本来、法的要求に関連していて有料ともなりうるサポー

トです。IMDS をご利用の多くの企業とサポートセンターの間には、現状直接のコストや費用は

発生していませんが、ユーザーのデータシートの作成のサポートやメンテナンスには、無視で

きない時間や工数がかかっています。ぜひ IMDS使用条件でデータシートの管理についてご承諾

いただいたのと同じように、ユーザーアカウントのメンテナンスを行う事で、コスト削減にご

協力ください。 

 

IMDS を利用するためのブラウザのバージョン 

以下に挙げるブラウザは IMDS の全ての機能を適切にサポートできるという事がテストによ

り確認できたものです。以下に挙げられていないブラウザの種類とバージョンは十分なテスト

が行われていない、または問題が見つかっていますので、使用はお勧めしません。 

Microsoft Edge (current version) 

Firefox (current version) 

Chrome (current version) 

IMDS のほとんどの機能は、他のブラウザでも動作します。 

ブラウザの設定： 

XMLHTTP XMLHTTP を有効にする必要があります。 

JavaScript JavaScript を有効にする必要があります。 

スタイルシート スタイルシートを有効にする必要があります。 

ブラウザのアドオン サードパーティ製のブラウザのアドオンは、ブラウザとADF Faces
のクライアントフレームワークの実行を阻害する可能性があるため、無効化または削除

する必要があります。 

Cookies ブラウザでセッション Cookie の保存を許可するように設定する必要があります。

(少なくともドメイン mdsystem.com に対し設定する必要があります。) 

IMDS アプリケーションのサポート対象の全てのブラウザは IMDS インフォメーションページ

の IMDS システム情報から確認できます。 

 

化学物質 

化学物質は、コンポーネントやセミコンポーネントや材料と同じようにユーザー自身が作成

することはできません。必要な化学物質が見つけられない場合は、その化学物質を特定する
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CAS No.のような情報を使って該当する化学物質を検索してください。新たに IMDS の化学物質

リストに新規追加が必要な場合は、IMDS の中の「化学物質の申請」機能を使用してください。 

 

言語 

IMDS では項目名、メニュー、ボタンなどの表示言語を以下の中から選択することができま

す: 英語、ドイツ語、中国語、日本語、スペイン語、フランス語、イタリア語、ポルトガル語、

韓国語 ただし入力される値は全て英語です。ユーザーが入力した文字列がシステムで翻訳さ

れるという事はありません。 

表示される言語は、基本的にはログイン前に選択します。また、ブラウザの設定でポップア

ップウィンドウを表示できるようにしてください。また、ユーザーマニュアルは PDF ファイル

でブラウザ上に表示されます。オンラインヘルプは英語のみ対応しています。 

 

色が薄くなったアイコン/記号 

構成情報画面に表示されるツリーで、ノードを表しているアイコンの色が薄くなっている時

は、その参照データシートが削除されたことを表しています。 

 

アイテムの選択 

検索結果などで表示されたアイテム(例:データシートやユーザーID など)をダブルクリックす

ると、そのデータの詳細が表示されます。また右クリックでも編集/閲覧を選ぶことができます。 

 

検索結果を Excel でエクスポート 

を押すと、検索結果の表を Microsoft Excel 形式で出力することができます。

Microsoft Excel 2007 またはそれ以降のバージョンを使用している場合は以下のメッセージが表

示されます: 

 

問題がなければ「はい」を選択するとファイルを開くことができます。 

更に、検索結果の列は「表示」メニューを使って表示/非表示にしたりソートすることがで

きます。ただし、この設定は Exxcel で出力した表には反映されません。 
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コンテクストメニュー 

検索結果の一覧において、ユーザーが各項目の上で右クリックすると、その時の画面に応じ

たオプション（コンテクストメニュー）が表示されます。今後は右クリックの代わりに、検索

結果の一覧の上部または右下にある「メニュー」オプションをクリックしても、コンテクスト

メニューが表示されます。 

 

 

ネットワークテスト 

IMDS を使用するための、PC のインターネット接続キャパシティは ISDN 回線の容量（64 キ

ロビット/秒）に標準化されています。システムの動作が遅い場合、いくつかの要因が考えられ

ます。例えば、自身の会社のインターネット接続やインターネットサービスプロバイダのイン

ターネットサーバの性能などです。そのパフォーマンスをテストするために、システム上に自

身で実行することができるテストがあります。分析では比較値を見ることもできます。 

ネットワークテストは、ログイン後に「ヘルプ」の「ネットワークテスト」メニューで実行

することができます。結果の画面にお使いの PC のネットワークパフォーマンスが表示されま

す。 
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32 用語説明 
化学物質 

化学物質とはケミカルな成分、あるいはケミカルな混合物のことであり、自然界に存在して

いるか、または人工的に作られたもののことです。これには、安定性を保守するために必要な

全動因が含まれます。安定性を低下させることなく、また性質を変えることなく、その材料か

ら分離可能な溶剤は含まれません。データシートをリリースするためには、ツリー構造上のい

かなるトップノードも、最終的に化学物質までたどり着くような構造である必要があります。 

 

チャプター 

1 つのデータシートは IMDS 上ではタブ画面が分かれています。例えば、構成情報、サプライ

ヤー情報、送信先情報といった各情報は、「チャプター」に分かれています。場合によっては

OEM 固有のチャプターも表示されるケースがあります。 

 

コンポーネント 

コンポーネントとは組み立てコンポーネントと同じものです。1つのコンポーネントは複数

の異なったコンポーネントから成り得ます。特別なケースでは、コンポーネントは完全な自動

車そのものを表すことさえあり、その他の何千というコンポーネントから成立することもあり

ます。 

 

GADSL - Global Automotive Declarable Substance List 

GADSLと呼ばれる新しい化学物質リストが ILRS を置き換えます。IMDS経験者にとってIRLSは、

2004年の間にかけて使用されたリストとして認識されているかもしれません。ILRSの目的は、

要申告物質に関するOEMの異なった全要件を一つのリストに統合することでした。ILRSの最初

のバージョンよりこの取り組みは続いています。部品および化学業界の協力を得て、私たちは

今、さらに一歩進んだGADSLをリリースしました。 

 

GADSLは、Global Automotive Stakeholders Group(GASG)を組織化した自動車産業界、自動車部

品メーカー（サプライヤー）、化学/プラスチック業界の代表による1年間のグローバルな取り

組みによる結果です。GASGの目的はサプライ・チェーンを通して、コミュニケーションや自動

車の部品に使用される特定の物質に関しての情報の交換を促進することです。 GADSLは販売時

に自動車に残っている材料または部品に存在していると予想される物質をカバーするだけのも

のです。 
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GADSLは、IMDSとは関係なく、2005年の間または以降に、OEM規格に組み込まれるでしょう。

これはIMDSユーザーにとってGDASLが、要申告物質を確認するための唯一のリストとなること

を意味しています。この事実を反映するために、他のドキュメントと同様に現在のすべての

IMDS Recommendations を更新しています。 

 

GADSLについての問い合わせ、またはGADSLのドキュメントについては、ホームページ

(https://www.gadsl.org)より詳細情報を見ることができます。 

「GADSL分類」という用語は、特別な扱いが必要なGADSLにおける材料を示します。これは

材料のグルーピングを示すIMDS材料分類と混同してはなりません。 

 

分類の意味： 

「P」 - 一部のアプリケーションでは禁止されています（免除の可能性があります） 

「D/P」 - 使用目的によっては禁止、その他については要申告。GADSLドキュメントより、詳

細を確認してください。 

「D」 - 閾値を超えて使用する場合は常に要申告の物質。しかしながらその物質は自動車部

品への使用を禁止されてはいません。 

重要：GADSLはOEMとサプライヤー間での契約上の同意より優先されるものではありません。 

GADSL ページ https://www.gadsl.org への直接リンクは、ボタンとして、さまざまな IMDS 画面

に表示されます。 このボタンを押すと、新しいブラウザタブが開き、GADSL ホームページが表

示されます。 

 

材料 

材料は化学物質単位で記述しなければなりませんが、製品データを入力する場合、それらは

基本的な構成要素に過ぎません。成分を100%把握している材料メーカーが作成した材料データ

こそが高品質なデータであるため、全てのユーザーが材料を登録する必要はありません。公的

材料規格に沿って製造されている材料は、全てのユーザーのためにIMDSステアリングコミッテ

ィーによって公開されています。全ての材料が公的材料規格に従って製造されているわけでは

ありません。加えて、公的材料規格は材料に含まれている化学物質の100%を記述しているわけ

でもありません。Material Safety Data Sheet (MSDS) およびIMDSの要求事項は同一ではありません。 

 

 

http://www.gadsl.org/
https://www.gadsl.org/
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MDS (マテリアルデータシート)  

データシートとは論理的なデータの単位のことであり、部品に関する一連の情報から成立し

ています。データシートにはつねに最低2つのノードが含まれており(例:材料の中に化学物質が

1種類含まれているデータ)、改定管理に順じます。該当するデータに変更があった場合、デー

タシート新規バージョンの作成が必要となります。バージョンが送信・受信されると、このデ

ータシートに対する変更は一切不可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

. 

 

モジュール 

モジュールは合理化されたデータシートで、自社企業でのみ使用します。モジュールには、

製品に含有される材料と化学物質に関する全ての情報およびツリー構造が含まれますが、サプ

ライヤー情報や送信先情報は含まれません。 

 

また、モジュールは改定管理の対象となります。つまり、一度ユーザーがモジュールを社内

送信した場合、それ以上の編集はできないことを意味しています。モジュールの作成方法は3通
りあります。他のモジュールからコピーするか、メニューから「新規作成」を使用して作成す

るか、もしくは、他社が作成し、自社へ送信したデータシートまたは公開データシートをコピ

ーする方法です。コピーを作成した場合、モジュールにはコピー元の情報が含まれますが、手

動でコピー先のデータに新たなモジュールを追加することもできます。 
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モジュールが編集モード(バージョンが *.01)である場合、モジュールの検索後に”→データシ

ート”ボタンをクリックすることで、モジュールをデータシートに変更することもできます。 

 

ノード 

モジュールはパーツに含まれる材料と化学物質に関するツリー構造および情報から成り立っ

ています。各材料/化学物質はつねにツリー構造のノードを表します。ユーザーがノードの1つ
をクリックすると、右側のフィールドに同材料/化学物質（ノード）に関する情報が表示されま

す。 

 

パスワード 

インターネットに接続したコンピュータは簡単に居場所をつきとめることができます。した

がって、ご自身のシステムを守ることは極めて重要です。IMDSでは、パスワードは最低でも8
桁必要で、最低1文字以上は数字でなければなりません。また小文字、大文字、数字を混ぜて使

うべきでしょう。新しいパスワードは、「新しいパスワード」ボタンを使用するか、カンパニ

ーアドミニストレーターがシステム管理>ユーザー>詳細の「PWリセット」ボタンを使用するこ

とにより生成されます。パスワードは当該IDに登録されているEメール宛てにしか送信されませ

ん。複数人で同じIDを共用すると、使用条件に違反するだけでなく、こうした点でも不都合が

発生します。 

 

 

プロセスケミカル 

IMDSでは、最終製品に含まれる化学物質のみをデータシートに入力しなければなりません。

したがって、製造過程に含まれるプロセスケミカルは入力されるべきではありません。「プロ

セスケミカル」は、新しい化学物質グループ内にまとめられます。 

 

プロセスケミカルは最終製品に含まれることもあるため、IMDSの基本化学物質リストに存在

しています。プロセスケミカルは、「プロセスケミカル」化学物質グループに含まれます。材

料にプロセスケミカルを追加する際、ポップアップ画面で警告のメッセージが表示されます。

ユーザーは、本当にプロセスケミカルを使用するかどうかを確認し、さらに、材料にプロセス

ケミカルが0.1％より多く含まれている場合は、 “intended use”(意図的使用 )、 “reaction 
residue”(反応残留物)、“impurity”(不純物)のいずれかの存在形態を入力する必要があります。プ

ロセスケミカルの含有率が0.1％より多いにもかかわらず、存在形態が入力されていない場合に

は、エラーが発生します。 
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REACH-SVHC(Substances of Very High Concern 高懸念物質) 

REACH-SVHC のためのフィルター機能が追加されました。これは、GADSL フラグの要申告物

質や禁止物質のような化学物質への追加フラグの一つとして実装されています。ユーザーは、

REACH-SVHC を検索したり、分析用絞込み検索で REACH-SVHC を含むデータシートやモジュール

を分析できます。自動車業界に関連する全てのREACH-SVHCがGADSLに追加されるため、REACH-
SVHC のための GADSL 分類やフラグが IMDS 上へまとまって表示されます。どのフィルターを選

択したかに関わらず、REACH-SVHC は構成情報画面の製品ツリー構造内で常に下線が引かれた状

態で表示されます。すべての SVHC は、GADSL に含まれていない場合でも機密扱い化学物質とす

ることはできません。 

REACH-SVHC という名称が画面のどこかに表示されている場合はいつでも、クエスチョンマ

ークがその隣に表示されます。このシンボルをクリックすると「候補物質リスト」にある物質

であることを示しているという説明が出てきます。 

 

検索結果のエクスポート 

いくつかの画面ではエクスポート機能が利用できます。 

 

Excel2007を利用していてエクスポート機能を使用すると、以下のメッセージが表示されます。 

 

IMDS からエクスポートされたファイルは問題なく表示できますので、エクスポートを行う

にはメッセージ画面で「はい」を選択してください。エクスポートした情報を Excel で開封し、

「名前を付けて保存」を行いファイル名を指定できます。保存する際にはファイル形式を選択

します(多くの場合は”.xls”形式です)。エクスポートしたファイルは Excel で操作できます。この

ファイル上で加えた変更は IMDS 上のデータには影響しません。 

ファイルの内容を変更し「名前を付けて保存」で保存すると、以下のメッセージが表示され

ます。 
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^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^.

 

多くの場合はメッセージ 2 項目目の指示に従う事を希望されると思われます。その場合は

「いいえ」を選択して「名前を付けて選択」で保存します。 

 

SCIP (Substances of Concern in Products) 

SCIP は、廃棄物枠組指令(WFD)に基づいて構築された Substances of Concern In Products のデー

タベースです。 

候補リストの高懸念物質（SVHC）を 0.1%重量（w/w）以上の濃度で含む成形品を EU 市場に

供給する企業は、2021 年 1 月 5 日以降、これらの成形品に関する情報を ECHA に提出する必要

があります。SCIP データベースは、候補リスト物質を含む成形品の情報を収集するために設計

されており、その情報は製品や材料のライフサイクル全体から廃棄物の段階まで利用可能です。

データベースの情報は、廃棄物処理業者や消費者がアクセスできます。 

 

セミコンポーネント 

セミコンポーネントは、化学的性質が変化しないアイテムに使用されますが、アイテムは使

用前にさらに切断、または成形されます。 セミコンポーネントは、単位量で使用されるコンポ

ーネントとは対照的に、測定単位で管理されます。 セミコンポーネントの例としては、ワイヤ

ースプールや塗料があります。 

 

Taric code 

Taric code（TARif Intégré Communautaire：Integrated Tariff of the European Communities）は、EU
に輸入される際に特定の商品に適用される様々な規則を示すためのものです。SCIP データとの

関連では、Taric code は Article Category の識別に使用されます。 

 

ツリー構造 

モジュールはツリー構造となっています。パーツに含まれる各材料および化学物質の構成表

示であり、各ノードから成り立っています。 
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VDA-公示「申告義務材料」 

自動車の製造には、多数の建造材料、オペレーショナル材料、プロセス材料が使用されます。

それらの選択と適切な用途は最後まで、自動車の質、安全性、環境への配慮に対して影響を与

えます。その特性の改善には、使用法、最終再利用、廃棄に関して、価値創造連鎖内（原素材

の抽出から半製品、コンポーネント、自動車そのものに至るまで）における情報交換と意見交

換の啓発が必要です。サプライヤー・顧客チェーンにおける情報の転送に向け、すでに法的な

要請が設定されています。将来的な開発を含め、情報は引き続き付け加えられ、人と環境に対

する潜在的な危険性に関して意見交換がスタートしています。信頼性のある協力体制は、目的

志向の解決に向け材料の用途に関して必要不可欠な条件です。そこで、材料の用途に関する利

益と潜在的な危険性を示すため、ジョイント評価のプロセスが開始されました。この協力結果

が、コンポーネントおよび原材料に含有される化学物質-「申告義務材料リスト」です。このコ

ンポーネントおよび原材料に含有される化学物質-「申告義務材料リスト」では、自動車の使用

中、再利用、廃棄に渡り、現在の知識に基づき提供し得る、人と環境への潜在的な危険性を示

す、自動車の化学物質/化学物質カテゴリが記載されています。 

IMDS は当初このリストに基づいていましたが、後に GADSL に基づくよう変更されました。 

同リスト構成は下記に基づいています。 

 

- 法的要請 

- 環境保護、作業中の危険防止安全要求、建造中、オペレーショナル中、加工処理中の材料に

よる人および環境に対する潜在的な危険性を回避 

- 環境を意識して行動するというモットーに基づく人と環境への責任 

 

以下のように特別な危険性を有する化学物質に対しては、特別な配慮がなされています。 

 

- 発癌性化学物質 

- 再生産危険化学物質 

- 遺伝子変質化学物質 

- 感光性化学物質 

- 有毒性化学物質および強度な中毒性化学物質 

- 環境に対して危険をおよぼす化学物質 
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Americas | Phone: +1 844 650 4217 | Mail: imds-servicedesk@dxc.com 

33 連絡先 
各地域の IMDS サービスセンターをご利用ください。 

地域 営業時間 電話番号 Eメール 

ヨーロッパ(英語) 月‐金 

8:00-16:30(GMT+1) 

+36 1 2981536 imds-
servicedesk@dxc.com 

ヨーロッパ 

(フランス語、 

ドイツ語) 

月‐金 

8:00-16:30(GMT+1) 

+33 1 57 32 4856 
and 

+36 1 778 9821 

imds-
servicedesk@dxc.com 

米国 月‐金 

8:00-12:00 CET(UTC-6) 

月‐金 

1:00-17:00 CST(UTC+1) 

+1 844 650 4217 imds-
servicedesk@dxc.com 

日本 月‐金 

9:00-17:00日本標準時 
(GMT+9) 

+81 3 4530 9270 jpimds-
helpdesk@dxc.com 

韓国 月‐金 

9:00-17:00ソウル (GMT+9) 

+82 2 6138 3661 imdsk-
helpdesk@dxc.com 

中国 月‐金 

13:30  – 17:00 pm BST 
(GMT+8) 

+86 027-59180129 imds-helpdesk-
china@dxc.com 

 

DXC Technology 

DXCテクノロジー・ジャパン株式会社 
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